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第１節 わが国における健康ならびに食育施策の推移 

わが国においては躍進する社会環境のもと，急速な人口の高齢化を伴い疾病構造も大きく変遷

し，がん，心疾患，糖尿病をはじめとする生活習慣病が蔓延するなか，これら慢性疾患にかかる

医療費は総医療費の約3割1），死因の約6割2）を占めるに至るという，深刻な社会問題となっている．

併せて，総人口に占める65歳以上人口の割合は2015年26.7％，その後漸増し2050年には38.8％（総

人口9,708万人）となることが予測されている3）．この期における働き盛り世代は，現時点での幼

稚園児，小・中学生であることより，健やかな成育を支援することは，重大な社会課題といえる． 

こうした社会課題を抱えるなか，新世紀より，これまで以上に生活習慣病の一次予防に重点を

置き，国民が取り組むべき具体的な目標を掲げた健康施策“21世紀における国民健康づくり運動

〈健康日本21（第一次）〉”4）が展開されているものの，改善の兆しは未だみられず，2005年の中

間評価5）を踏まえ，2008年より生活習慣病の罹患率増大を抑制すべく，その前兆となるメタボリ

ックシンドロームの早期発見に向け特定健康診査，特定保健指導制度6）が施行された．健康日本

21（第一次）の評価（2011年）7）によると，9分野（栄養・食生活，身体活動・運動，休養・ここ

ろの健康づくり，たばこ，アルコール，歯の健康，糖尿病，循環器病，がん）に及ぶ指標80項目

のうち，「目標値に達した」のは14項目（17.5%）にとどまり，「適正体重を維持している人の増加」，

「メタボリックシンドロームの該当者・予備群の減少」等に改善はみられず，「朝食を欠食する人

の減少」，「日常生活における歩数の増加」，「糖尿病合併症の減少」等については，さらに悪化し

た．これら，わが国における“食と健康”に関わる課題を踏まえ，2013年より健康日本21（第二

次）8）が取り組まれ，健康寿命の延伸に向け，個々人の生活習慣や人々を取り巻く社会環境の改

善を介して一次予防ならびに重症化予防を徹底するとともに，生涯にわたる健やかで心豊かな暮

らしを実現するにあたっては，次世代に向けた健康づくりの推進が重要な取組の一つであると提

言している． 

国民のライフスタイルや社会通念が年々多様化し，食に対する感謝の念や伝統的な食文化の喪

失，栄養摂取の偏り，食習慣の乱れ等，食生活をめぐる様々な課題が増幅するなか，2005年には

食育基本法9）の公布・施行，翌年には食育推進基本計画10）が策定されるなど，健康日本21（第一
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次）を強化する形で食育施策が矢継ぎ早になされた．食育基本法9）の第一条には，制定目的とし

て「国民の食生活をめぐる環境の変化に伴い，国民が生涯にわたって健全な心身を培い，豊かな

人間性をはぐくむための食育を推進することが緊要な課題となっていることにかんがみ，食育に

関し基本理念を定め，国，地方公共団体等の責務を明らかにするとともに，食育に関する施策の

基本となる事項を定めることにより，食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し，もって現

在及び将来にわたる健康で文化的な国民の生活と豊かで活力ある社会の実現に寄与すること」を

掲げ，国民運動として食育に取り組むこととしている．なかでも，子どもたちに向けての食育は

欠かせないものとされ，心身の成長および人格の形成に大きく関与し，生涯にわたる健全な心と

身体を培い豊かな人間性を育む基礎となることに加え，今後，超高齢社会をむかえるわが国のあ

り方をも左右するものとなる．子どもの健全な食生活の実現と豊かな人間形成を図るにあたって

は，家庭とともに保育所，幼稚園，小・中学校において食育推進を図ることが重要となることよ

り，2004年には栄養教諭制度の創設11），2005年施行，2008年には学習指導要領12）と併せて，幼稚

園教育要領13），保育所保育指針14）が改訂され，食育に関する事項が盛り込まれるとともに，学校

給食法15）の改正により，給食を食育の場として明確に位置付けるなど，食育推進に向けての制度

整備がなされた． 

2006年より5年間にわたり展開された食育推進基本計画の成果16）をみると，「メタボリックシン

ドロームを認知している国民の割合」および「食育推進に関わるボランティアの数」については

目標値を達成しているものの，食をめぐる諸課題の解決には至らず，2011年には「“周知”から“実

践”へ」を主題とし，「生涯にわたるライフステージに応じた間断ない食育の推進」，「生活習慣病

の予防及び改善につながる食育の推進」，「家庭における共食を通じた子どもへの食育の推進」を

重点課題として掲げた第二次食育推進基本計画17）が策定された．食育推進の目標値における達成

状況18）をみると，目標を達成した指標は13項目のうち2項目（15.4%）であり，「食育に関心を持

っている国民の割合」，「朝食または夕食を家族一緒に食べる共食の回数」は計画策定時より改善

しているものの，「朝食を欠食する国民の割合」，「メタボリックシンドロームの予防・改善のため

の適切な食事，運動等を継続的に実施している国民の割合」は改善に至らず，継続した取組を要
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する結果となった．二期にわたる食育推進の成果と人々の食をめぐる現状・課題を踏まえ，2016

年より第三次食育推進基本計画19）が施行され，2017年各都道府県，2018年各市町村の取組が待た

れるところとなっている． 

新世紀以降に掲げられた健康ならびに食育推進施策の推移を表1-1に示す． 

 

 

2000 

2004 

2005 

2006 

2007 

2008 

 

 

 

2011 

2012 

2013 

 

2016 

健康日本21（第一次）施行 

栄養教諭制度創設 

食育基本法公布・施行 

食育推進基本計画策定（国） 

食育推進計画策定（都道府県） 

食育推進計画策定（市町村） 

保育所保育指針，幼稚園教育要領，学習指導要領改訂 

学校給食法改正 

特定健康診査，特定保健指導制度施行 

第二次食育推進基本計画策定（国） 

第二次食育推進計画策定（都道府県） 

第二次食育推進計画策定（市町村） 

健康日本21（第二次）施行 

第三次食育推進基本計画策定（国） 

2017 

2018 

第三次食育推進計画策定（都道府県） 

第三次食育推進計画策定（市町村） 

 

第２節 ライフステージ別にみた健康課題 

第三次食育推進基本計画19）では，第二次食育推進基本計画の「“周知”から“実践”へ」を引

き継ぎ，「“実践”の輪を広げよう」を主題とし，「若い世代を中心とした食育の推進」，「健康寿命

の延伸につながる食育の推進」とともに，「多様な暮らしを支える食育の推進」，「食の循環や環境

を意識した食育の推進」，「食文化の継承に向けた食育の推進」という新たな5課題に重点が置かれ

ている． 

20歳代後半から30歳代の若い世代は，健全な生活習慣の基礎づくり期にある乳幼児を養育する

子育て世代である20）ことに加え，メタボリックシンドローム予防における最も重要なステージと

表 1-1 新世紀以降に掲げられた健康ならびに食育推進施策の推移 
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目され，子どもの健やかな成長を支えるとともに，自らの健康管理が求められる．しかしながら，

国民健康・栄養調査21），食育に関する意識調査22）において，20-30歳代は他の世代に比べ，「朝食

を欠食する者」は男性20歳代37.0％，30歳代29.3％，女性20歳代23.5％，30歳代18.3％21）と高く，

「ほぼ毎日，1日に2回以上主食・主菜・副菜を揃えて食べる者」は男性20歳代40.4％，30歳代42.3％，

女性20歳代39.0％，30歳代47.5％22），「運動習慣のある者」は男性20歳代18.9％，30歳代13.1％，

女性20歳代10.1％，30歳代10.4％21）といずれも低いことが報告されており，不健康な生活習慣が

散見される．身体状況をみると，男性は女性に比べ「肥満」が多く，50歳代34.4％をピークに，

40歳代30.9％， 30歳代27.2％，20歳代20.9％と年代が高いほど増加する21）．一方，女性は「やせ」

が多くみられ，20歳代17.4% ，30歳代15.6％と年代が低いほどその割合が高い現状にある21）． 

生活習慣の基礎を身に付ける幼児期は，将来の望ましい生活習慣形成を図る重要なステージで

あるものの，家族揃って食べる共食の割合をみると朝食で24.1％，夕食で48.0％と低く，一人で

食べる“孤食”，子どもだけで食べる“子食“をあわせた割合は朝食で22.8％と，およそ4人に1

人が一人または子どものみの食卓となっている23）．加えて，「朝食を毎日必ず食べる」子どもは

93.3％であり，6.4％に欠食がみられる23）．さらに，幼児は様々な遊びを中心に毎日1時間以上楽

しく体を動かすことが推奨されている24）なか，1日に1時間以上，体を動かしている子どもの割合

は平日78.4％，休日64.2％である23）ことが報告されており，食生活に加え，身体活動にも課題が

みられる．また，就寝・起床時刻が遅くなるにつれ朝食を欠食する子どもの割合は増加し，朝食

を家族揃って食べる子どもに比べ，一人で食べる子どもは朝食の欠食率が高い23）ことも明らかに

されており，子どもが「食」を通じて心身ともに健やかに育つための食育を推進していくことは

喫緊の課題といえる． 

食育は本来，家庭においてその役割を担うものであるものの，核家族や共働き世帯の増加，家

族揃って食卓を囲む機会の減少，幼児養育者による望ましい食生活を含む生活管理が十分できて

いないなど，従前のように家庭における食育に期待することは難しい現状を鑑みると，幼稚園，

保育所等，幼児教育・保育施設における食育推進は欠かせないものである. 
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第３節 幼児期における食育の現状 

幼児期における野菜・果物等の摂取頻度ならびに食生活パターンは学童期・成人期の食事と関連

する25,26）こと，小児期の過体重や肥満は成人期に移行する27,28）ことなど，幼児期における食習慣

は後の生活習慣病リスクファクターと関連することが明らかにされており，食を通じた子どもの

健全育成を図る必要性はますます大きくなっている． 

 食育基本法9）において，幼稚園，保育所は家庭とともに食育推進の重要な場として位置付けら

れるなか，幼稚園教育要領13），保育所保育指針14）の改訂により食育に関する事項が新たに示され

た（図1-1）．幼稚園教育要領13）には，健康に関する領域において「健康な心と身体を育てるため

には食育を通じた望ましい食習慣の形成が大切であることを踏まえ，幼児の食生活の実情に配慮

し，和やかな雰囲気の中で教師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり，様々な食べ物へ

の興味・関心をもったりするなどし，進んで食べようとする気持ちが育つようにすること」と記

された．保育所保育指針14）には，健康と安全の章において「食育の推進」が明記され，食育によ

り「生活と遊びの中で，意欲を持って食に関わる体験を積み重ね，食べることを楽しみ，食事を

楽しみ合う子どもに成長する」ことを目指し，一人ひとりの子どもにとってふさわしい食生活が

展開されるよう食に関する保育環境に配慮しながら進めることなどが記された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 幼稚園教育要領・保育所保育指針における「食育」に関する記載 
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幼児期の食育は，「食を営む力の基礎」を培うことをねらいとし，発達段階に応じた食に関する

様々な体験を通して食べ物に興味を持ち，食べることへの意欲を高め，健康的な食習慣が身に付

くようにすることと提唱29）されている．つまり，単に「わかる」，「わからない」といった食に関

する知識や，「できた」，「できない」といった技術の習得のみに目を向けるのではなく，日常的な

経験を積み重ねるなかで，豊かな心情，意欲および態度を身に付けること（経験カリキュラム）

を重要とし，これらは小学校以降の教科カリキュラムとは異なる点である30,31）．加えて，食育の

内容を組み立てるにあたっては，心・身体，人，環境・文化との関わりなど食が持つ多様な役割

に着目し多面的な視点で捉え，「楽しさ」，「五感を活かすこと」を重視しつつ，子どもが食べ物に

主体的，意欲的に関わる体験をすることが大切である29,32）と記されており，計画的に進めること

が欠かせないものとなっている． 

一方，家庭での食育は保護者に委ねられており，幼児はその影響を大きく受ける．1日3食規則

正しく食事を摂ることや食事マナー，食事づくりの手伝いといった子どもたちの食行動や食への

関心は，調理行動を中心に分類した母親の食行動パターンと関連する33），基本的な食教育，食事，

食卓への配慮をする母親の子どもほど家庭の食卓への愛着が強くなる34）ことが報告されている． 

これらからも，幼児の保護者に向けて食育を行うことは有用であり，種々，幼児と保護者を対

象とする食育が実施されてきており35-37），福島県においては県内の482施設（幼稚園247施設，保

育所235施設）のうち，77.3％（幼稚園73.4％，保育所81.0％）が幼児と保護者を食育対象として

いるとの報告38）がなされている．諸外国における幼児食育の実践39-41）においても，保護者への働

きかけを併せて行うことが重要とされている．しかしながら，実施した食育によりどのような成

果が得られたかについての評価報告は他のライフステージに比べ少なく41），家庭への波及効果に

ついての検討もほとんどなされていないとの指摘42）がみられる．これらより，幼児の発達段階を

踏まえ，幼稚園や保育所での食育を家庭につなぐ系統立てた食育を実施・評価した汎用性の高い

食育プログラムを作成することは意義あるものと考える．  

一方，同年齢の就学前幼児を対象とする施設であっても，幼稚園と保育所では，その社会的役

割により教育・保育時間，所管省庁などが異なり 13,14,43），食育環境においても差異がみられる（表
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1-2）．なかでも，保育所は子どもが活動時間の多くを過ごす“生活の場”となることから，調理

室を備え食事の提供を行うことが定められている 44）．大部分の保育所が食事を施設内で調理・提

供しており 45），食事と連動した食育を実施しやすい環境にあるといえる．加えて，保育所保育指

針 14）において食育の推進が明確に位置付けられ，保育所における食育に関する指針 46）には子ど

もの発達段階に応じた食育を実施していくためのねらい・内容が提示されていることも支援とな

っている．他方，幼稚園では，幼稚園教育要領 13）に食育の重要性が提示されているものの，具体

的な食育の進め方は示されておらず，調理室の設置義務がないことより 43）自園にて昼食を調理・

提供している幼稚園は少ない状況にあり 38,47），料理の美味しそうな匂いを感じる機会や調理師・

調理員など料理を作る人との関わりが保育所に比べ少ないものといえる．こうした現状より，幼

稚園では保育所に比べ食育の実施率が低いことが報告されており 38,48），幼稚園における食育をい

かに進めるかについて検討することは欠かせないものと考える． 

 

 

 幼稚園 保育所 

対象 
満3歳から小学校就学期

に達するまでの幼児 

保護者の事情等により保育に欠ける乳児（1歳未

満）から小学校就学の始期に達するまでの幼児 

所轄省庁 文部科学省 厚生労働省 

教育・保育内容

の基準と食育

に関する記載 

幼稚園教育要領 
保育所保育指針 

保育所における食育に関する指針 

1日の教育・ 

保育時間 

4時間を標準とする 

（幼稚園教育要領） 

8時間を原則とする 

（児童福祉施設最低基準） 

調理室の設置 任意 義務 

 

第４節 研究目的と論文構成 

本研究では，食育支援を要する幼稚園を拠点とした食育により，子どもたちが真に豊かな食生

活を築き，生涯にわたる望ましい生活習慣の基礎を培い，家庭において健康的な食生活を営むこ

とができるよう，幼稚園と家庭をつなぐ食育の方法および有用性について検討し，幼稚園教諭が

必要に応じて活用できる食育案・教材の開発・評価を踏まえ，メタボリックシンドローム予防を

表 1-2 幼稚園・保育所の違い 
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視野に入れた幼児養育者への食育を併せて検討することを目的とした． 

これにより，発育・発達期にある幼児を対象とする健康的な食習慣形成を目指す食・健康教育

の進展を図るとともに，それに関わる養育者ならびに幼稚園教諭に向けての食育を担うという，

有用な食育実践を重ねていくことは，早期健康栄養教育の一端を担うことにつながり，今後に向

けては，国民医療費の増大を軽減する取組の一つとして一定の役割を担うものと考える． 

第１章においては，園児を対象とする食育の担い手となる幼稚園教諭の日常的な食生活管理な

らびに幼稚園における食育の現状を把握するとともに，教諭自身の食生活管理に関わる知識・態

度・行動と園児への食育との関連から幼稚園における食育推進に向けての課題について検討した． 

第２章においては，第１章で食育をどのように進めるかについて，幼稚園教諭に向け具体的に

提示することが求められている現状を踏まえ，大阪市教育委員会指導主事，幼稚園園長，幼稚園

教諭らと協同し，4・5歳児とその保護者を対象とする食育プログラムを作成・試行し，食育プロ

グラムならびに幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価を行った． 

第３章では，第２章を踏まえ，より多くの幼稚園教諭が活用できる食育プログラムとすること

を目指し，食育プログラム作成に携わっていない幼稚園教諭による園児への食育実施を介して，

食育プログラムの汎用性について検討した．併せて，幼稚園と家庭をつなぐ食育に向け，保護者

への食育ツールとした食育だよりの有用性を検討した． 

第４章では，完成した標準的な幼児食育プログラムを普及し，幼稚園教諭を含む多くの保育者

が幼児期における食育の重要性や進め方を理解し，望ましい実践につなぐことをねらいとする食

育研修の実施について記した． 

第５章では，家庭における主な食事づくりの担い手となる母親が望ましい食・健康管理の知識・

態度・スキルを体得し，家庭での食育を担い，子どもを含む家族の健康づくりを行うとともに，

壮年期の健康課題である生活習慣病の早期予防となるメタボリックシンドローム予防も視野に入

れ，日々の食生活管理を実践できるよう，講座プログラムを作成・実施し，その評価を行った． 

終章においては，第１章から第５章の研究成果に基づき総括を行うとともに，今後に向けて課

題と対策について記述した． 
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Ⅰ．緒言 

幼児期は心身の成長および人格形成の基礎を培う大切な時期であり，この時期に基本的な生活

習慣を確立することは重要である．食育基本法 1）において，子どもの健全な食生活の実現および

心身の成長が図られるよう，家庭，幼稚園・保育所，学校等における食育推進が明記された．乳

幼児栄養調査 2）によると，約 8割の母親が「家庭での食事や生活を通して子どもが健康的な食習

慣を身に付けることができると思う」と回答し，「家庭とともに取組が必要な機関」として，幼稚

園・保育所（85.8％），小・中学校（66.8％），保健所・市町村保健センター（37.5％）の順に多

く挙げた．これらより，家庭とともに幼稚園・保育所において食に関する体験の場をつくること

が望まれているといえる． 

幼稚園・保育所における食育の現状をみると，主な担当者は管理栄養士・栄養士ではなく幼稚

園教諭・保育士であることが多く，幼稚園では保育所に比べ食育の実施率が低いことが報告され

ている 3,4）．保育所は幼児が活動時間の多くを過ごす“生活の場”となることから，調理室を備え

食事の提供を行うことが定められている 5）．大部分の保育所が食事を施設内で調理・提供してお

り 6），食事と連動した食育を実施しやすい環境にある．加えて，保育所保育指針 7）において食育

の推進が明確に位置付けられ，保育所における食育に関する指針 8）には日々の生活を通して発達

段階に応じた食育を実施していくためのねらい・内容が具体的に示されている．一方，幼稚園で

は，幼稚園教育要領の改訂 9）により「健康な心と体を育てるためには食育を通じた望ましい食習

慣の形成が大切である」と食育の重要性が提示されたものの，具体的な食育の進め方は示されて

いない．また調理室の設置義務がないことから 10）自園にて食事を調理・提供している幼稚園は少

ない状況にあり 3,11），料理の美味しそうな匂いを感じる機会や料理を作る人との関わりが保育所

に比べ少ない等，両施設における食育環境は異なる． 

幼児期の食育に関する先行研究において，養育者の食に関する知識や態度，行動が家庭におけ

る食育や子どもの食行動などに影響することが報告されている 12-14）．一方，保育者に着目した研

究においては，保育者の食や栄養に関する知識や態度により食事場面での幼児への関わり方が異

なる 15）との報告があるものの，保育者自身の日頃の食生活管理と幼児への食育実施との関連につ



第 1章 

17 

 

いて検討した報告はみられない．また，国民健康・栄養調査 16）において食生活状況は年代により

異なることが示されており，食育実施との関連を検討するにあたっては保育者の年代を考慮する

ことが必要である． 

こうした現状を踏まえ本研究では，幼稚園における食育推進に向けて，幼稚園教諭の年代別に

日常の食生活管理ならびに幼稚園での食育の現状を把握し，その関連について検討することを目

的とした． 

 

Ⅱ．方法 

１．対象および調査方法 

 大阪市内の公・私立幼稚園に勤務する幼稚園教諭を対象とし，2010年 11月から 2011年 5月に

かけ無記名自記式の質問紙調査を実施した．調査に先立ち，大阪市教育委員会ならびに大阪市私

立幼稚園連合会に協力を依頼し，大阪市内の公・私立幼稚園園長に向け調査目的，調査協力は任

意であり拒否しても不利益は生じないこと等について所轄の機関から口頭および書面にて説明が

行われた．幼稚園教諭には，各園長が同様の説明を行った後，調査票を配布し，回収をもって同

意を得たものとした．調査票回収法は各園長に委ねた．なお，調査時の大阪市内幼稚園ならびに

幼稚園教諭数は 196園 2,058名（公立 59園 214名，私立 137園 1,844 名）であり，公立幼稚園に

比べ私立幼稚園における教諭配置総数が多いことより，公・私立幼稚園数の比率ならびに各園の

規模に準じて調査票配布数を調整することとし，各私立幼稚園への配布数決定は大阪市私立幼稚

園連合会に委ねた．本研究は，大阪市立大学大学院生活科学研究科研究倫理委員会の承認を得て

実施した． 

２．調査内容 

調査票は，基本属性（性別，年代，幼稚園教諭としての勤務年数），幼稚園教諭の食生活管理に

関する知識・態度・行動，幼稚園における食育についての項目から構成した．調査項目を表 2-1

に示す． 

1）幼稚園教諭の食生活管理に関する知識・態度・行動について 
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 食生活に対する認識，食事時の挨拶，共食状況，欠食の有無，栄養補助食品の摂取状況，加工 

食品購入時の表示確認，調理頻度についてたずねた． 

適切な食事管理にあたっては 1食単位の料理の組み合わせに関する知識が必要であり，栄養バ

ランスの整った献立の目安として「主食，主菜，副菜を揃える」ことが提唱されている 17）．そこ

で，献立作成に関する知識を確認するにあたり，幼稚園教諭自身が食べる「栄養バランスの良い

と思う夕食献立」をたずね，献立構成を回答者が記入した．献立構成については 1名の研究者が

使用食材を踏まえ，主食・主菜・副菜・副々菜・汁物が揃っている献立を「主食と一汁三菜」，主

食・主菜・副菜・汁物の献立を「主食と一汁二菜」，主食・主菜・副菜の献立を「主食と主菜・副

菜」，主食・主菜・汁物または主食・副菜・汁物の献立を「主食と二品」，主食と主菜・副菜・汁

物のいずれか一品の献立を「主食と一品」，主食のみの献立を「主食のみ」に分け，他の研究者 1

名が確認し，最終的な分類を行った．「主食と一汁三菜」，「主食と一汁二菜」，「主食と主菜・副菜」

のいずれかとした回答を「栄養バランスの良い献立構成」，「主食と二品」とした回答を「どちら

ともいえない献立構成」，「主食と一品」，「主食のみ」のいずれかとした回答を「栄養バランスの

悪い献立構成」とした． 

2）幼稚園における食育について 

幼児期における食育に関する認識，幼稚園における食育実施の有無，「食育実施あり」と回答し

た者には食育を実施して困ったこと，「食育実施なし」と回答した者には食育を実施しない理由に

ついてたずねた．さらに，幼児期における好ましいと思う食育テーマならびに方法，食育を実施

するにあたり「持っている」ならびに「持ちたい」と思う知識・スキルについてたずねた． 

幼稚園における食育についての項目は，乳幼児への食育の取組をまとめた「乳幼児の食育実践

へのアプローチ」18）を踏まえ検討し，知識・スキルについては「保育所における食育に関する指

針」8）に示されている 3 歳以上児における食育のねらいや内容を参考に幼稚園教諭が食育を実施

するにあたり必要と思われる 9項目を設定した．なお，「食育」について特に定義は示さず回答者

の主観に委ね，食育を実施して困ったこと，食育を実施しない理由，幼児期における好ましいと 

思う食育テーマ・方法，食育を実施するにあたり「持っている」，「持ちたい」と思う知識・スキ 



第 1章 

19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルについては複数回答可とした． 

３．解析方法 

名義尺度の 2群間比較にはχ2検定，順序尺度の 2群間比較には Mann-Whitneyの U検定を用い

た．複数回答は，項目毎に回答の有無について 2群間でχ2検定を行い，期待度数 5未満のセルが

20%以上ある場合は Fisherの正確確率検定を適用した．食育実施に必要な知識・スキルは，知識

に関する 5項目（食べ物，健康，栄養，伝統・行事食，栽培），スキルに関する 4項目（正しい食

事マナー，自分の食生活を管理する力，調理技術，幼児の食生活を管理する力）のうち回答者が

選択した項目の総数について，各々「持っていない」，「1つ以上持っている」の 2群に分け，χ2

表 2-1 調査項目 

質問項目

幼稚園教諭の食生活管理に関する知識・態度・行動について

知識

・栄養バランスの良いと思う夕食献立†，‡

態度

・食生活に対する認識§

行動

・食事時の挨拶
§

・共食状況
‡

・欠食の有無
‡

・栄養補助食品の摂取状況
§

・加工食品購入時の表示確認
§

・調理頻度§

幼稚園における食育について

・幼児期における食育に関する認識
§

・幼稚園における食育実施の有無
‡

　「食育実施あり」と回答した者：食育を実施して困ったこと 9項目

　「食育実施なし」と回答した者：食育を実施しない理由 8項目

・幼児期における好ましいと思う食育テーマ 10項目

・幼児期における好ましいと思う食育方法 7項目

・食育を実施するにあたり「持っている」と思う知識・スキル 9項目

・食育を実施するにあたり「持ちたい」と思う知識・スキル 9項目

回答肢の/は，解析に用いた区分を示す

†：献立分類については，文中「Ⅱ．方法」の「2．調査内容」に示す

‡の項目は名義尺度

§の項目は順序尺度

①とても重要である ②重要である /
③あまり重要ではない ④重要ではない

①実施したことがある / ②実施したことがない

についてあてはまるものを選択する
（複数回答可）詳細は表2-3に示す

回答肢

①主食と一汁三菜 ②主食と一汁二菜
③主食と主菜・副菜 /④主食と二品 / ⑤主食と一品
⑥主食のみ

①とても大切にしている ②大切にしている /
③あまり大切にしていない ④大切にしていない

①必ずする ②ときどきする / ③あまりしない ④しない

①毎日朝・夕共に誰かと食べる
②毎日朝・夕どちらか1食を誰かと食べる/
③週4-5日どちらか1食を誰かと食べる
④週2-3日どちらか1食を誰かと食べる/
⑤いずれも一人で食べる

①毎日3食食べる / ②週2-3回1食は欠食する
③毎日1食は欠食する

①よく食べる ②ときどき食べる /
③あまり食べない ④食べない

①いつも確認する /
②ときどき確認する ③ほとんど確認しない

①ほぼ毎日2回以上 ②ほぼ毎日1回以上 /
③週2-4回 ④週1回程度 / ⑤ほとんどしない
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検定により食育実施状況との関連を検討した．なお，年代別の解析においては対象の約 7割が 20

歳代であったこと，30・40・50歳代における年代間差がみられた項目は調理頻度の 1項目のみで

あったことから，20歳代と 30-50歳代の 2 群間比較とした． 

解析には SPSS 22.0J for Windows（日本アイ・ビー・エム株式会社）を使用し，有意水準は 5％

（両側検定）とした． 

 

Ⅲ．結果 

１．質問紙の有効回答者数および有効回答率 

対象となる幼稚園教諭のうち，公立幼稚園教諭 172名，私立幼稚園教諭 465 名，計 637名から

回答を得た．回答者のうち少数であった男性 6名ならびに性別，年代，食育実施の有無など本研

究における主要質問について無回答のものを除いた公立幼稚園教諭 140名（有効回答率 81.4％），

私立幼稚園教諭 413名（有効回答率 88.8％），計 553名（有効回答率 86.8％）について解析を行

った．なお，回答に欠損値がみられた調査項目については各表中の項目毎に解析対象数を記した． 

２．対象の年代および勤務年数 

年代は 20歳代 390名（70.5％），30-50歳代 163名（29.5％）で内訳は 30歳代 114名（20.6％），

40歳代 37 名（6.7％），50歳代 12名（2.2％）であった．幼稚園教諭としての勤務年数は，20歳

代で 0-4 年 236名（60.5％），5-9年 153名（39.2％），10-14年 1名（0.3％），30-50歳代で 0-4

年 9名（5.5％），5-9年 31名（19.0％），10-14年 60名（36.8％），15年以上 63名（38.7％）で

あった． 

３．幼稚園教諭の年代別にみた食生活管理に関する知識・態度・行動（表 2-2） 

1）栄養バランスの良いと思う夕食献立（知識） 

栄養バランスの良い献立構成（主食と一汁三菜/主食と一汁二菜/主食と主菜・副菜）を示した

者は 20歳代で 175名（62.5％），30-50歳代で 72名（61.5％）であった． 

2）食生活に対する認識（態度） 

日常の食生活について「とても大切にしている/大切にしている」と回答した者は，20歳代 357 
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名（91.6％），30-50歳代 154名（94.4％）であり，いずれの年代も 9割以上が日常の食生活を大

切にしていると回答した． 

3）食事時の挨拶，共食状況，欠食の有無，栄養補助食品の摂取状況，加工食品購入時の表示確

認，調理頻度（行動） 

食事時の挨拶について「必ずする/ときどきする」と回答した者は，20 歳代 381 名（97.7％）， 

表 2-2 幼稚園教諭の年代別にみた食生活管理に関する知識・態度・行動 

（人） （％） （人） （％）

知識

栄養バランスの良い献立構成
（主食と一汁三菜/主食と一汁二菜/主食と主菜・副菜）

175 62.5 72 61.5

どちらともいえない献立構成（主食と二品） 36 12.9 8 6.8

栄養バランスの悪い献立構成
（主食と一品/主食のみ）

69 24.6 37 31.6

態度

とても大切にしている 99 25.4 32 19.6

大切にしている 258 66.2 122 74.8

あまり大切にしていない 31 7.9 7 4.3

大切にしていない 2 0.5 2 1.2

行動

必ずする 285 73.1 127 77.9

ときどきする 96 24.6 33 20.2

あまりしない 7 1.8 3 1.8

しない 2 0.5 0 0.0

毎日朝・夕共に誰かと食べる 86 22.1 54 33.1

毎日朝・夕どちらか1食を誰かと食べる 152 39.0 59 36.2

週4-5回どちらか1食を誰かと食べる 30 7.7 11 6.7

週2-3回どちらか1食を誰かと食べる 66 16.9 20 12.3

いずれも1人で食べる 56 14.4 19 11.7

毎日3食食べる 282 72.3 121 74.2

週2-3回1食は欠食する 96 24.6 38 23.3

毎日1食は欠食する 12 3.1 4 2.5

よく食べる 12 3.1 5 3.1

ときどき食べる 104 26.7 25 15.3

あまり食べない 145 37.2 61 37.4

食べない 129 33.1 72 44.2

いつも確認する 166 42.6 91 55.8

ときどき確認する 149 38.2 56 34.4

ほとんど確認しない 75 19.2 16 9.8

ほぼ毎日2回以上 24 6.2 49 30.1

ほぼ毎日1回以上 52 13.3 36 22.1

週2-4回 59 15.1 24 14.7

週1回程度 92 23.6 24 14.7

ほとんどしない 163 41.8 30 18.4
∥：回答に欠損値がみられたことから解析対象数を記した
¶：χ2検定
††

：Mann-WhitneyのU検定

20歳代(n=390) 30-50歳代(n=163)
p値

栄養バランスの良いと思う夕食献立∥，¶ (n=280) (n=117)

0.12

食生活に対する認識††

0.24

食事時の挨拶
††

0.73

共食状況¶

0.18

欠食の有無
¶

0.64

栄養補助食品の摂取状況††

0.006

加工食品購入時の表示確認††

0.004

調理頻度††

<0.001
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30-50歳代 160名（98.1％）であった．共食状況について「毎日朝・夕共に誰かと食べる/毎日朝・

夕どちらか 1食を誰かと食べる」と回答した者は，20歳代 238名（61.1％），30-50歳代113名（69.3％）

であった．食事を「毎日 3食食べる」と回答した者は，20歳代 282名（72.3％），30-50歳代 121

名（74.2％）であった．栄養補助食品について「よく食べる/ときどき食べる」と回答した者は，

30-50歳代 30名（18.4％）に対して 20歳代は 116名（29.8％）と摂取頻度の高い者が有意に多

かった（p＝0.006）．加工食品の表示について購入時に「いつも確認する」と回答した者は，30-50

歳代 91名（55.8％）に対して 20歳代は 166 名（42.6％），調理頻度について「ほぼ毎日 2回以上

/ほぼ毎日 1回以上」と回答した者は，30-50歳代 85名（52.2％）に対して 20歳代は 76名（19.5％）

と，いずれも有意に少なかった（表示確認 p＝0.004，調理頻度 p＜0.001）． 

４．幼稚園教諭の年代別にみた幼稚園における食育の現状（表 2-3） 

1）幼児期における食育に関する認識 

幼児期における食育について「とても重要である/重要である」と回答した者は，20歳代 382

名（97.9％），30-50歳代 161名（98.8％）であり，いずれの年代もほぼ全員が食育の重要性を認

識していた． 

2）幼稚園における食育実施の有無，食育を実施して困ったこと，食育を実施しない理由 

幼稚園での食育を「実施したことがある」と回答した者は，30-50歳代 112 名（68.7％）に対

して 20歳代は 215名（55.1％）と実施率が有意に低かった（p＝0.003）． 

食育を実施して困ったこととして「特になし」と回答した者は，20歳代 120 名（66.3％），30-50

歳代 66名（76.7％）と各々最も多く，次いで 20歳代では「食べ物や食事についてわからないこ

とがあった」23名（12.7％），「時間が足りなかった」22名（12.2％），30-50 歳代では「教材を

上手く活用できなかった」10名（11.6％），「時間が足りなかった」6名（7.0%）と続いた． 

食育を実施しない理由として「何をすればよいかわからない」と回答した者は，20歳代 89名 

（61.4％），30-50歳代 20名（50.0％）と各々最も多く，次いで「時間がない」は 20歳代 50名 

（34.5％），30-50歳代 15名（37.5％）であった．続いて 20歳代では「適切な教材がない」24名 

（16.6％），30-50歳代では「食に関する知識がない」11名（27.5％）と回答した． 
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3）幼児期における好ましいと思う食育テーマならびに食育方法 

幼児期における好ましいと思う食育テーマとして，20歳代では「偏食・好き嫌い」329名（84.4％），

「食べ物への感謝の気持ち」295 名（75.6％），「食事を楽しむこと」269名（69.0％），30-50歳

代では「偏食・好き嫌い」，「食べ物への感謝の気持ち」各 131名（80.4％），「朝食の大切さ」119

名（73.0％）を挙げた．「朝食の大切さ」（p＝0.049），「おやつの食べ方」（p＝0.020）については

年代差がみられ，30-50歳代で有意に多かった． 

幼児期における好ましいと思う食育方法としては，「食物の栽培・収穫」20歳代 343名（87.9％），

30-50歳代 151名（93.2％），「食べ物や食事の絵本の読み聞かせ」20歳代 305名（78.2％），30-50

歳代 125名（77.2％），「昼食時の園児への声かけ」20歳代 267名（68.5％），30-50歳代114名（70.4％）

の順に挙がった．「おたよりで食情報を発信する」ことを挙げた者は 30-50歳代で有意に多かった

（p＝0.012）． 

4）食育を実施するにあたり「持っている」，「持ちたい」と思う知識・スキル 

「持っている」と思う知識・スキルについて「正しい食事マナー」と回答した者は，20歳代 175

名（59.5％），30-50歳代 77名（60.2％）と各々最も多く，次いで「食べ物に関する知識」20歳

代 117名（39.8％），30-50歳代 64名（50.0％）であった．さらに 20歳代では「自分の食生活を

管理する力」113名（38.4％），30-50歳代では「栽培に関する知識」48名（37.5％）と続いた．

「食べ物に関する知識」（p＝0.023），「栄養に関する知識」（p＝0.001），「伝統・行事食に関する 

知識」（p＝0.030），「栽培に関する知識」（p＜0.001）については年代差がみられ，20歳代におい

て「持っている」と思う者が有意に少なかった． 

「持ちたい」と思う知識・スキルについて「栄養に関する知識」と回答した者は，20歳代 262

名（69.1％），30-50歳代 86名（55.8％）と各々最も多く，次いで 20歳代では「栽培に関する知

識」189名（49.9％），「健康に関する知識」172名（45.4％），30-50歳代では「健康に関する知

識」69名（44.8％），「幼児の食生活を管理する力」65名（42.2％）と続いた．「栄養に関する知

識」（p=0.002），「正しい食事マナー」（p=0.003）については年代差がみられ，20歳代において「持 

ちたい」と思う者が有意に多かった． 
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表 2-3 幼稚園教諭の年代別にみた幼稚園における食育の現状 

（人） （％） （人） （％）

とても重要である 270 69.2 119 73.0

重要である 112 28.7 42 25.8

あまり重要ではない 1 0.3 0 0.0

重要ではない 7 1.8 2 1.2

実施したことがある 215 55.1 112 68.7

実施したことがない 175 44.9 51 31.3

特になし 120 66.3 66 76.7 0.19

食べ物や食事についてわからないことがあった 23 12.7 4 4.7 0.036

時間が足りなかった 22 12.2 6 7.0 0.18

教材を上手く活用できなかった 9 5.0 10 11.6 0.057

保護者の理解や協力が得られなかった 8 4.4 4 4.7 1.00

伝統・行事食についてわからないことがあった 6 3.3 2 2.3 1.00

予算が足りなかった 1 0.6 0 0.0 1.00

料理が上手くできなかった 1 0.6 0 0.0 1.00

園の協力が得られなかった 0 0.0 0 0.0 -

何をすればよいかわからない 89 61.4 20 50.0 0.059

時間がない 50 34.5 15 37.5 0.89

適切な教材がない 24 16.6 9 22.5 0.60

食に関する知識がない 23 15.9 11 27.5 0.20

園の協力が得られない 2 1.4 0 0.0 1.00

保護者の理解や協力が得られない 1 0.7 0 0.0 1.00

面倒だ 1 0.7 0 0.0 1.00

特になし 6 4.1 6 15.0 0.037

偏食・好き嫌い 329 84.4 131 80.4 0.25

食べ物への感謝の気持ち 295 75.6 131 80.4 0.23

食事を楽しむこと 269 69.0 118 72.4 0.42

朝食の大切さ 251 64.4 119 73.0 0.049

かむことの大切さ 243 62.3 109 66.9 0.31

食具（箸・スプーン）の使い方 224 57.4 82 50.3 0.12

食事の挨拶 222 56.9 84 51.5 0.25

むら食い・遊び食べ・食べる速度 197 50.5 74 45.4 0.27

伝統・行事食を知ること 134 34.4 60 36.8 0.58

おやつの食べ方 69 17.7 43 26.4 0.020

食物の栽培・収穫 343 87.9 151 93.2 0.10

食べ物や食事の絵本の読み聞かせ 305 78.2 125 77.2 0.70

昼食時の園児への声かけ 267 68.5 114 70.4 0.73

クッキング 247 63.3 102 63.0 0.87

食べ物や食事の歌を歌う 123 31.5 52 32.1 0.93

おたよりで食情報を発信する 104 26.7 61 37.7 0.012

食べ物や食事の絵を描く 68 17.4 27 16.7 0.80

食べ物に関する知識 117 39.8 64 50.0 0.023

健康に関する知識 74 25.2 24 18.8 0.26

栄養に関する知識 55 18.7 41 32.0 0.001

伝統・行事食に関する知識 34 11.6 24 18.8 0.030

栽培に関する知識 27 9.2 48 37.5 <0.001

正しい食事マナー 175 59.5 77 60.2 0.49

自分の食生活を管理する力 113 38.4 36 28.1 0.12

調理技術 44 15.0 20 15.6 0.69

幼児の食生活を管理する力 19 6.5 14 10.9 0.083

食べ物に関する知識 140 36.9 53 34.4 0.49

健康に関する知識 172 45.4 69 44.8 0.76

栄養に関する知識 262 69.1 86 55.8 0.002

伝統・行事食に関する知識 158 41.7 61 39.6 0.54

栽培に関する知識 189 49.9 64 41.6 0.055

正しい食事マナー 100 26.4 23 14.9 0.003

自分の食生活を管理する力 74 19.5 30 19.5 0.91

調理技術 161 42.5 53 34.4 0.061

幼児の食生活を管理する力 170 44.9 65 42.2 0.46

回答に欠損値がみられたことから項目毎に解析対象数を記した

¶
：χ

2
検定

††：Mann-WhitneyのU検定

‡‡：項目毎に回答の有無について2群間でχ2検定を行い，下記8項目については期待度数5未満のセルが20％以上みられたことからFisherの正確確率検定を適用した
食育を実施して困ったこと：保護者の理解や協力が得られなかった，伝統・行事食についてわからないことがあった，予算が足りなかった，料理が上手くできなかった
食育を実施しない理由：園の協力が得られない，保護者の協力が得られない，面倒だ，特になし

知識

スキル

食育実施ありと回答した者へは「食育を実施して困ったこと」，食育実施なしと回答した者へは「食育を実施しない理由」をたずねた

食育を実施するにあたり「持っている」と思う知識・スキル（複数回答可）‡‡ (n=294) (n=128)

知識

スキル

食育を実施するにあたり「持ちたい」と思う知識・スキル（複数回答可）‡‡ (n=379) (n=154)

幼児期における好ましいと思う食育テーマ（複数回答可）‡‡ (n=390) (n=163)

幼児期における好ましいと思う食育方法（複数回答可）‡‡ (n=390) (n=162)

食育を実施して困ったこと（複数回答可）‡‡ (n=181) (n=86)

食育を実施しない理由（複数回答可）‡‡ (n=145) (n=40)

0.51

幼稚園における食育実施の有無¶ (n=390) (n=163)

0.003

20歳代 30-50歳代
p値

幼児期における食育に関する認識†† (n=390) (n=163)
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５．幼稚園における食育実施状況別にみた幼稚園教諭の食生活管理に関する知識・態度・行

動（表 2-4） 

20歳代において，栄養バランスの良いと思う夕食献立として「栄養バランスの悪い献立構成（主

食と一品/主食のみ）」を示した者は食育実施群 28 名（17.8%）に対して未実施群 41 名（33.3%）

であった（p＝0.004）．また，20 歳代の食育実施群と未実施群を比較すると調理頻度に差が認め

られ（p＝0.022），詳細にみると「調理をほとんどしない」と答えた者は，各々80 名（37.2％），

83 名（47.4％）であった．30-50 歳代では，食育実施状況と食生活管理に関する知識・態度・行

動との関連はみられなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-4 幼稚園における食育実施状況別にみた幼稚園教諭の食生活管理に関する知識・態度・行動 

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

知識

栄養バランスの良い献立構成
（主食と一汁三菜/主食と一汁二菜/主食と主菜・副菜）

103 65.6 72 58.5 50 61.0 22 62.9

どちらともいえない献立構成（主食と二品） 26 16.6 10 8.1 5 6.1 3 8.6

栄養バランスの悪い献立構成
（主食と一品/主食のみ）

28 17.8 41 33.3 27 32.9 10 28.6

態度

とても大切にしている 59 27.4 40 22.9 25 22.3 7 13.7

大切にしている 137 63.7 121 69.1 82 73.2 40 78.4

あまり大切にしていない 18 8.4 13 7.4 4 3.6 3 5.9

大切にしていない 1 0.5 1 0.6 1 0.9 1 2.0

行動

必ずする 158 73.5 127 72.6 91 81.3 36 70.6

ときどきする 53 24.7 43 24.6 19 17.0 14 27.5

あまりしない 3 1.4 4 2.3 2 1.8 1 2.0

しない 1 0.5 1 0.6 0 0.0 0 0.0

毎日朝・夕共に誰かと食べる 47 21.9 39 22.3 37 33.0 17 33.3

毎日朝・夕どちらか1食を誰かと食べる 80 37.2 72 41.1 42 37.5 17 33.3

週4-5回どちらか1食を誰かと食べる 16 7.4 14 8.0 7 6.3 4 7.8

週2-3回どちらか1食を誰かと食べる 38 17.7 28 16.0 14 12.5 6 11.8

いずれも1人で食べる 34 15.8 22 12.6 12 10.7 7 13.7

毎日3食食べる 159 74.0 123 70.3 86 76.8 35 68.6

週2-3回1食は欠食する 49 22.8 47 26.9 24 21.4 14 27.5

毎日1食は欠食する 7 3.3 5 2.9 2 1.8 2 3.9

よく食べる 8 3.7 4 2.3 3 2.7 2 3.9

ときどき食べる 51 23.7 53 30.3 21 18.8 4 7.8

あまり食べない 73 34.0 72 41.1 39 34.8 22 43.1

食べない 83 38.6 46 26.3 49 43.8 23 45.1

いつも確認する 93 43.3 73 41.7 64 57.1 27 52.9

ときどき確認する 85 39.5 64 36.6 36 32.1 20 39.2

ほとんど確認しない 37 17.2 38 21.7 12 10.7 4 7.8

ほぼ毎日2回以上 13 6.0 11 6.3 35 31.3 14 27.5

ほぼ毎日1回以上 36 16.7 16 9.1 25 22.3 11 21.6

週2-4回 35 16.3 24 13.7 19 17.0 5 9.8

週1回程度 51 23.7 41 23.4 15 13.4 9 17.6

ほとんどしない 80 37.2 83 47.4 18 16.1 12 23.5
∥：回答に欠損値がみられたことから解析対象数を記した
¶：χ2検定
††

：Mann-WhitneyのU検定

20歳代

p値

30-50歳代

p値食育実施群(n=215) 食育未実施群(n=175) 食育実施群(n=112) 食育未実施群(n=51)

栄養バランスの良いと思う夕食献立∥，¶ (n=157) (n=123) (n=82) (n=35)

0.004

食事時の挨拶††

0.52 0.94

共食状況¶

0.83

食生活に対する認識††

0.77 0.38

0.59 0.84

欠食の有無
¶

0.42 0.27

栄養補助食品の摂取状況††

0.27 0.14

加工食品購入時の表示確認
††

0.76 0.62

調理頻度
††

0.022 0.41
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６．幼稚園における食育実施状況別にみた食育実施に必要な知識・スキルの有無（表 2-5） 

 20歳代において，食育実施に必要な知識を「1つ以上持っている」と思う者は，食育実施群 116

名（55.5%）に対して未実施群 72名（42.9%）と有意な群間差が示された（p＝0.015）．スキルに

ついては，食育実施状況との関連はみられなかった．30-50歳代では，食育実施に必要な知識を

「1つ以上持っている」と思う者は，食育実施群 75名（70.8%）に対して未実施群 22名（44.9%），

スキルを「1つ以上持っている」と思う者は各々76名（71.7％），25名（51.0％）と，いずれも

有意な群間差が示された（知識 p＝0.002，スキル p＝0.012）． 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．考察 

１．幼稚園教諭の食生活管理に関する知識・態度・行動と食育実施との関連 

20 歳代は 30-50 歳代に比べ，栄養補助食品の摂取頻度が高い，加工食品の表示を確認する者，

毎日調理をする者が少ないことが確認され，日常の食生活管理において年代差がみられた．国民

健康・栄養調査 16,19），食育に関する意識調査 20）において，若い世代での不健康な食習慣が指摘さ

れているなか，本調査対象とした幼稚園教諭の食生活についても同様の状況にあるものと推察さ

れる． 

また，20歳代は食育実施率が低く，なかでも食育を実施していない 20歳代の幼稚園教諭は実

施している幼稚園教諭に比べ，栄養バランスの良い献立を考える知識，調理頻度に課題がみられ，

20歳代の幼稚園教諭において自身の食生活管理と食育実施に関連があることが示唆された．食育 

に関する意識調査 20）においても，食品の選択や調理についての知識，調理頻度と食育への関心度 

表 2-5 幼稚園における食育実施状況別にみた食育実施に必要な知識・スキルの有無 

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

持っていない 93 44.5 96 57.1 31 29.2 27 55.1

1つ以上持っている 116 55.5 72 42.9 75 70.8 22 44.9

持っていない 83 39.7 66 39.3 30 28.3 24 49.0

1つ以上持っている 126 60.3 102 60.7 76 71.7 25 51.0

回答に欠損値がみられたことから項目毎に解析対象数を記した

0.93 0.012

¶
：χ

2
検定

0.002

食育実施に必要なスキル
¶ (n=209) (n=168) (n=106) (n=49)

食育実施に必要な知識
¶ (n=209) (n=168) (n=106) (n=49)

0.015

20歳代

p値

30-50歳代

p値食育実施群 食育未実施群 食育実施群 食育未実施群
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との関連が確認されている． 

さらに，文部科学省中央教育審議会「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育

の在り方について（答申）」21）において，“幼稚園教諭の生活体験が十分でなく自らの多様な体験

を取り入れながら具体的に保育を構想し実践することがうまくできない”との課題も挙げられて

いる． 

一方，幼児期は“食を営む力”の形成に向けその基礎づくりをする時期 22）と位置付けられ，幼

稚園教育要領 9）には，食育に関わる内容として「教師や他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わっ

たり，様々な食べ物への興味や関心をもったりするなどし，進んで食べようとする気持ちが育つ

ようにすること」と記されている．とりわけ，発達期にある子どもは周囲の人たちの行動を観察・

模倣し，生活行動を体得していく 23）ことからも，幼稚園教諭が主体的に食育に関わりロールモデ

ルとしての役割を担い，子どもたちが幼稚園での活動を通して食生活の基礎を学ぶことが期待さ

れる． 

これらより，20歳代の幼稚園教諭に向けて，自身の食生活を振り返り，主体的に食事づくりに

携わる等，自ら食に関わる体験を重ねつつ，豊かな食生活を営む実践力を身に付けるよう支援し

ていくことが喫緊の課題と考える． 

２．幼稚園における食育推進に向けての課題 

食育実施に必要な知識・スキルについて「持っている」と回答した者が半数を超えた項目は，

20歳代では「正しい食事マナー」，30-50歳代では「食べ物に関する知識」と「正しい食事マナー」

のみであった．日本学術会議「食生活の教育」の提言 24）において，幼稚園教諭が食に関する十分

な知識を持っているとは期待できないとの指摘がなされており，本調査対象とした幼稚園教諭に

おいても同様の状況にあるものと推察される． 

また，食育を実施している 20 歳代では「知識」，30-50歳代では「知識」と「スキル」を「1つ

以上持っている」と思う者が多く，年代により異なりがみられた．「子どもを取り巻く環境の変化

を踏まえた今後の幼児教育の在り方について（答申）」21）において，幼児教育を充実させる具体

的方策として“幼稚園教諭の資質および専門性の向上を図るために経験に応じた研修体系を整備
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すること”と提言されている．研修内容を検討するにあたっては，幼稚園教諭が幼児の育ちに食

がもたらす意義や食育のねらいを正しく理解し，主体的に食育に取り組む態度形成を促すととも

に，食育に必要なスキルを習得したうえで望ましい食育実践ができるよう支援を行うことが有用

となる 25,26）．そこで，20歳代対象にはまず，食や食育に関わる基本的な知識の習得，30-50歳代

対象には知識形成から態度につなぎ，スキル形成へ働きかける等，年代別に研修を行うことが有

用と考えられる． 

さらに，食育実施にあたり幼稚園教諭の抱える課題として「何をすればよいかわからない」，「時

間がない」が上位に挙げられた．食育に必要なものとして実践に直接結びつく教材やマニュアル

に対するニーズが高い 27），時間的な問題，教材・研修の不足等が栄養教育を行う際の障害になる

28）との報告もみられ，食育をどのように進めるかについて，幼稚園教諭に向け具体的に提示する

ことが求められていると考えられる．そこで，幼稚園教諭が園児への食育に活用できる標準的な

食育案ならびに教材などを作成することは，幼児食育推進の一助となり得るものと考える． 

３．本研究の限界 

本研究において，20歳代の幼稚園教諭自身の食生活管理と幼稚園における食育実施に関連がみ

られることが示唆された一方，食生活管理に影響すると考えられる個人的要因（家族構成，生活

環境，養成課程における学修内容等），幼稚園の食育環境（幼稚園の食育方針，管理栄養士・栄養

士配置有無，昼食形態等）については把握していなかった．さらに，食育実施にあたり必要な知

識・スキルとして用いた内容は「保育所における食育に関する指針」8）を参考に設定したもので 

あり，現状把握の妥当性について検討する必要がある．加えて，調査対象者が一政令市における 

調査協力の得られた女性の幼稚園教諭に限られていたことも課題となる． 

 

Ⅴ．結論 

幼稚園教諭の日常的な食生活管理ならびに幼稚園での食育の現状について年代別に把握すると

ともに，教諭自身の食生活管理に関わる知識・態度・行動と園児への食育との関連を検討した． 

食品表示確認，調理頻度，栄養補助食品の摂取状況，幼稚園での食育実施状況に年代差がみら 



第 1章 

29 

 

れた．また，食育を実施していない 20歳代は栄養バランスの良い献立を考える知識，調理頻度に

課題がみられ，20歳代において自身の食生活管理と食育実施に関連があることが示唆された．幼

稚園教諭の食や食育に関する知識・スキルに課題がみられた． 
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資料 2-1 幼稚園教諭対象の調査票 
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Ⅰ．緒言 

わが国においては生活習慣病の予防および改善を目的としたさまざまな健康施策 1,2）が展開さ

れてきているものの，国民の健康状態は改善に至っていない 3）．とりわけ，糖尿病や高血圧症な

ど国民病と称される慢性疾患は不健康な生活習慣に起因すること 4-7）が明らかになっており，国

民一人ひとりが健全な食生活を営むことができるよう，健康日本 21（第一次）1）に続いて，食育

基本法 8）が公布，施行され，いずれも二次施策 9,10）が進められている．健康日本 21（第二次）の

推進に関する参考資料 11）においても，生活習慣病予防には健康的な食行動・食習慣を幼児期から

身に付け，生涯にわたる健やかな生活習慣を継続できるようにすることの重要性が示され，幼児

期からの食育の重要性が再確認された． 

こうしたなか，幼稚園教育要領 12）には，友達や幼稚園教諭と食べる喜びや楽しさを味わい，食

べ物への興味・関心を持ち，進んで食べようとする子ども，保育所保育指針 13）には，生活と遊び

のなかで意欲を持って食に関わる体験を積み重ね，食べることを楽しみ，食事を楽しみあう子ど

もを育てることが提示され，幼稚園，保育所における食育推進が提唱されている．さらに，第二

次食育推進基本計画 10）において，家庭における食育推進の必要性が示された． 

一方，子どもの養育者世代の保護者を対象とした「“世代をつなぐ食”その実態と意識」調査 14）

では，自分自身や家庭の食生活について望むこととして，料理のレパートリーが多い（85.0％），

なるべく手作りする（82.3％），料理が上手（78.8％）など，調理技術の向上を望む意見が上位に

挙げられ，食について関心があることとして，献立・レシピ（84.5％）が最も多く，身体に良い

食べ物（62.8％），調理の技術・コツ（58.8％）と続き，調理に関する知識やスキルが十分でない

ことが推察される実態であった．幼児期の食生活管理は保護者に委ねられており,その影響を大き

く受ける 15-18）ことから，家庭における食育を推進するには，幼児の保護者を対象とした料理を介

した食育を行うことが望まれるものといえる． 

これまでの幼児期の食育に関する報告において，幼児と保護者を対象として，食べ物を知り，

親子で料理を作ることを通して，楽しみながら食に親しむ態度の形成を目指す食育実践はほとん

どみられない．アメリカやニュージーランドの幼稚園において，保護者との連携のもと，食べ物
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や料理を主題とし，食べ物の変化を想像しながら料理を作る等，子どもが主体的，体験的に関わ

り食への関心を高める食育が実践されていることについて視察・報告されている 19）が，保護者に

向けた積極的な食育については言及されていない． 

幼児期における食育は，健康的な生活の基本としての“食を営む力の育成”に向けその基礎を

培うことを目標とし，家族をはじめ幼児をとりまく様々な人たちと連携し，望ましい食習慣を形

成，定着させ，生涯における健康的な食生活管理の基礎基本を体得させることが重要であり，日々

の生活を通して食育を推進していくことが欠かせないものといえる． 

本研究は，幼稚園教諭らと協同作成した 4・5歳児とその保護者を対象とする食育プログラム「食

に親しみ，作って食べよう」を試行し，その評価を行った． 

 

Ⅱ．方法 

１．対象 

大阪市内の公立幼稚園 3施設，私立幼稚園 1施設に在籍する 4歳児とその保護者各々97名（公

立幼稚園 71名，私立幼稚園 26 名）を対象とした．5歳児食育プログラム実施時においては，4歳

児食育プログラムを受けた 5歳児とその保護者に加え，4歳児食育プログラムを受けていない 5

歳児とその保護者各々60名についても併せて対象とした．なお，対象園の選定にあたっては食育

プログラムを協同作成した幼稚園園長，幼稚園教諭らが所属する幼稚園とした． 

２．食育プログラムの概要 

食育プログラムを作成するにあたり，大阪市教育委員会指導主事 2名，大阪市私立幼稚園連盟

会長，幼稚園園長 3名，幼稚園教諭 11名からなる幼児食育研究会を編成し，筆者らとともに食育

案・教材を検討した． 

幼児期は，生活のなかで自発的・主体的に環境と関わりながら直接的・具体的な体験を通して，

生きる力の基礎となる心情，意欲，態度などを身に付けていくことから，教育の内容を構成する

際は幼児の発達過程に即したものであることが欠かせないと考え，幼稚園教育要領 12）の 5つの視

点「表現」，「言葉」，「健康」，「人間関係」，「環境」を参考にした．本食育プログラムについては，
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そのうち「表現」，「言葉」，「健康」に関する「ねらい」および「内容」に重点を置いた．「表現」

では，①生活のなかで様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりするなどし

て楽しむ，②色々な素材に親しみ，工夫して遊ぶ，「言葉」では，①したり，みたり，聞いたり，

感じたり，考えたりなどしたことを自分の言葉で表現する，②いろいろな体験を通じてイメージ

や言葉を豊かにする，「健康」では，先生や友達と食べることを楽しむと記されており，これらを

参考に食育プログラムを構成した．さらに，幼児の発達段階を踏まえた食育の視点が示されてい

る「楽しく食べる子どもに～保育所における食育に関する指針～」20）から，「料理と食」，「食と

人間関係」，「食と文化」，「食と健康」に関する「ねらい」および「内容」を参考にした． 

作成した食育プログラムは，幼児の発達段階に即し“楽しみながら食に親しむ”内容とし，子

どもが主体的に食に関わる体験をすることをねらいとした．併せて，幼稚園での食育を家庭につ

なぐことを目指し，幼稚園と家庭が連携する食育とした．図 3-1に食育プログラムの概要，図 3-2

に食育実施・評価のフロ－チャート，表 3-1，3-2に各食育プログラムのねらいと内容を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-1 食育プログラムの概要 
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表 3-1 4歳児食育プログラムのねらい・内容 

図 3-2 食育実施・評価のフロ－チャート 

園児 保護者

第1回 野菜の形や切り口を見てみよう

・絵本「やさいのおなか」
きうちかつ／さく・え（福音館書店）

・実物の野菜（絵本に出てくる野菜を中心
に，各幼稚園で用意しやすいもの）

・絵本や実物の野菜を用い，いろい
ろな野菜の形や切り口を見る・触れ
る・匂うことにより，野菜に興味を
持つ

・買い物や料理中に，子どもと一緒に
野菜や野菜の切り口を見たり，触れた
りすることを通して，家族で野菜に関
する会話を楽しみ，子どもと一緒に野
菜に親しむ

第2回 いもの食べ方を知ろう

・絵本「どんどこどん」
和歌山静子／作（福音館書店）

・実物のいも（じゃがいも，さつまいも）

・食べ物カード
表／じゃがいもまたはさつまいもの写真
裏／じゃがいもまたはさつまいもを使った
料理の写真

・絵本や実物のいもを用い，形や
色，匂いなどの特徴を知る

・カード遊びを通して，いもがどの
ような料理になるのかを知り，興味
を持つ

・食事のときに子どもと一緒にいもを
使った料理を探したり，名前を伝える
ことを通して，家族でいもに関する会
話を楽しみ，子どもと一緒にいもに親
しむ

第3回 ご飯(米)をおいしく食べよう

・絵本「ごはんだーいすき」
（学研出版）

・おにぎりを作る手遊び

・絵本やおにぎりを作る手遊びを通
して，ご飯（米）に興味を持つ

・ご飯とおかずを交互に食べること
で，美味しく食べられることを知る

・食事のときに子どもと一緒にご飯と
おかずを交互に食べることを実践し，
おいしいねと家族でご飯（米）に関す
る会話を楽しむことを通して，子ども
と一緒にご飯（米）に親しむ

第4回 大豆製品を探そう

・ペープサート
表／大豆のイラスト
裏／大豆製品のイラスト

・食べ物カード
表／大豆のイラスト
裏／大豆製品の写真
大豆製品だけでなく，ちくわやソーセージ
などの加工食品のカードも作成

・ペープサートやカード遊びを通し
て，大豆からできている食べ物を知
り，興味を持つ

・食事のときに子どもと一緒に大豆製
品を探したり，名前を伝えることを通
して，家族で大豆製品に関する会話を
楽しみ，子どもと一緒に大豆製品に親
しむ

第5回 魚・貝カードで遊ぼう
・魚・貝カード
2つに分けられた鯛やタコ，あさりなど特徴
のある魚や貝の写真を探し，完成させる

・カード遊びを通して魚，貝の特徴
や名前を知り，興味を持つ

・食事のときに子どもと一緒に魚や貝
を探したり，名前を伝えることを通し
て，家族で魚，貝に関する会話を楽し
み，子どもと一緒に魚，貝に親しむ

†　絵本教材については市販絵本の中から幼児食育研究会メンバーと検討し，絵本以外の教材については幼児食育研究会のメンバーとともに協同作成した

テーマ 食育で用いる教材†
食育のねらい・内容



第２章 

42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4歳児食育プログラム“食べものに親しむ”では，園児への食育のねらいとして絵本やカード

遊びなど幼稚園における活動のなかで食べ物の名前や形，色を知り，毎日の食生活を通して，友

だちや幼稚園教諭，家族と一緒に食べ物に親しみ，幼稚園や家庭において食に関する発語や会話

が増えるなど“食に親しみ，楽しむ子ども”を育てること，保護者への食育のねらいとして幼稚

園における食育に関心を持つとともに，家庭で子どもと一緒に食に関する会話を楽しみ，家庭で

の食生活を通して親子で食に親しむこととした． 

5歳児食育プログラム“作って食べよう”では，園児への食育のねらいとして日常食や行事食

をテーマとし，基本的な食品を組み合わせ，簡単な料理を学ぶなかで，食べ物や料理に関心を持

つとともに，家庭で家族と一緒に料理を作って食べる体験により調理への関心を高め，感謝の気

持ちを持って，“楽しく食べる子ども”を育てること，保護者への食育のねらいとして食にまつわ

る家庭内行事の大切さを認識し，子どもと一緒に料理することを楽しみながら，家庭での食育を

担うこととした． 

３．食育プログラムの実施 

4幼稚園が同時期に実施できるよう各幼稚園の行事予定を考慮するとともに 4歳児から 5歳児

にかけて連動した食育となるよう，4歳児食育プログラムは 2012年 2-3月にかけて 5回，5歳児 

表 3-2 5歳児食育プログラムのねらい・内容 

園児 保護者

第1回 食べ物ピラミッドを学ぶ 第1回は講話
・食べ物ピラミッド（工作）を通して食べ物の働きを
知り，毎日元気に過ごすためには好き嫌いなく食べる
ことが大切であることを知る

・食べ物ピラミッドを使って栄養バランスの良い
食事の組み合わせを学び，家族の健康管理の大切
さを知る

第2回 家族へのごちそう作り
手まりおにぎり(3種)

おすまし

・いつも働いたり世話をしてくれている家族に感謝す
る日（母の日，父の日）があることを知る

・おにぎりを食べている家族の絵を描き，家族のため
におにぎりを作りたいと思う気持ちを育む

・昆布とかつおのだしの旨味を知る

・料理を通して感謝の気持ちを伝えることを知る

・子どもと一緒に料理を作ることを楽しむ

第3回 ヘルシーオムライス作り
ヘルシーオムライス

レタススープ

・ヘルシーオムライスの栄養バランスを食べ物ピラ
ミッドで確認する

・家族と一緒にヘルシーオムライスを作りたいと思う
気持ちを育む

・子どもが好きな料理であるオムライスをとりあ
げ，家族の健康管理に役立つ工夫を知る（脂肪を
抑える工夫）

・子どもと一緒に料理を作ることを楽しむ

第4回 七夕料理作り

七夕そうめん

麺つゆ

天の川羹

・七夕にそうめんと旬の食材を食べる風習を知り，七
夕そうめんの栄養バランスを食べ物ピラミッドで確認
する

・七夕そうめんに使われている夏野菜を知り，七夕の
短冊に好きな夏野菜を描く

・家族と一緒に七夕そうめんを作りたいと思う気持ち
を育む

・七夕にそうめんと旬の食材を食べる風習を学
び，行事食を作る楽しさ，大切さを知る

・栄養バランスが良くなる料理の工夫を知る

・簡単に風味ある麺つゆができることを知る

・子どもと一緒に料理を作ることを楽しむ

テーマ
食育講座で作る

メニュー

食育のねらい・内容
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食育プログラムは 2012年 5-7月にかけて 4回実施した． 

1）園児への食育 

 4歳児ならびに 5歳児クラス担当の幼稚園教諭が各園室にて実施した．食育の実施者は幼児食

育研究会にて食育プログラムを協同作成した幼稚園教諭であったことより事前研修は行わなかっ

たが，一定の水準で実施できるよう，食育でとりあげた食べ物・料理に関する基本知識をまとめ

た参考資料を作成し，各年齢の食育プログラム実施前に提供した． 

2）保護者への食育 

家庭において保護者が主体的に子どもの食育を担うことができるよう「食育だより」ならびに

「食育講座」を介して食育を行った． 

（1）食育だより 

4歳児および 5歳児食育プログラムにおける各回の食育について，管理栄養士資格を持つ研究

者らが A4サイズ用紙 1-2枚の食育だよりを作成し，各々の食育実施日に幼稚園教諭が園児を介し

て全ての保護者に配布した．4 歳児の食育だよりには，幼稚園での食育内容，家庭での子どもへ

の声かけや子どもと一緒に取り組む食育について提示した．5歳児の食育だよりには，子どもと

一緒に料理することを介して家庭での食育が行えるよう，幼稚園での食育内容とともに，食育で

とりあげた料理のレシピと料理にまつわる行事のいわれなどを提示した． 

（2）食育講座 

5歳児食育プログラムにおいては，参加を希望した保護者を対象に幼稚園での食育内容と連動

する食育講座を併行実施し，園児の食育でとりあげた料理のデモンストレーションと併せて，使

用した食べ物や料理に関する知識，子どもの喜ぶ調理作業や子どもへの声かけについて具体的に

指導した．食育講座の実施日は，園児に向けた食育実施日とできるだけ同日とし，保護者が参加

しやすい時間帯および場所を設定した．実施時間は子どもを幼稚園に送った後の午前 10-12時と

し，公立幼稚園では各幼稚園の地域にある区民センターの調理実習室，私立幼稚園は園内の遊戯

室にて実施した． 

食育の実施者として管理栄養士資格をもつ研究室員 2名に加え，各幼稚園所在地域担当の食生 
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活改善推進員 3，4名に協力を依頼した．食生活改善推進員が一定の水準で食育講座を担えるよう，

料理レシピとともに，講座の進め方，保護者へ伝える食育のポイント等をまとめた参考資料を作

成し，事前に提供した．資料をもとに，各地域の食生活改善推進員会長に対して説明と調理実演

を行い，会長から担当する食生活改善推進員へ同様の説明を行った． 

４．評価方法 

作成した食育プログラムは，園児が関心を持ち，積極的に参加し，園児の発達段階に即した内

容であったか，幼稚園における食育を家庭につなぐことができたかについてケーススタディデザ

インにより評価を行った．評価項目を表 3-3に示す． 

1）食育プログラムの評価 

 各回の食育における園児の関心度，参加態度，発達段階との適合性について，幼稚園教諭が質

問紙により評価した． 

2）幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価 

各回の食育の後，保護者を対象として無記名自記式の質問紙調査を実施した. 

身近な食べ物を知り日常の様々な場面で食べ物が話題になることをねらいとした 4 歳児食育プ

ログラムにおいては，「子どもによる食育内容の家族への伝達」，「教材として用いた食べ物に関す 

る家族との会話」，「家庭における食育実施」を評価項目とした． 

家庭で家族と一緒に料理を作って食べることをねらいとした 5 歳児食育プログラムにおいては，

「子どもによる食育内容の家族への伝達」，「子どもによる家庭での料理催促」，「家族との料理実

践」を評価項目とした． 

各々最終回のアンケートにて，食育プログラムを通して「子どもが食べ物に興味・関心を持つ

ようになったか」，「保護者自身が食育に関心を持つようになったか」についてたずねた． 

幼稚園における食育を家庭につなぐにあたり，保護者の食育への関わり方に着目し，保護者が

食育を積極的に受けたかどうかにより家庭での食育に影響があるかについて検討した．4歳児食

育プログラムでは保護者が食育だよりを読んだ程度を指標とし，食育だよりを「すべて読んだ」

と回答した保護者を食育参加群，「半分ほど読んだ／ほとんど読まなかった」と回答した保護者を
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食育不参加群とし，2群間で比較した．5歳児食育プログラムでは食育講座参加の有無を指標とし，

調理をともなう食育講座 3回のうち 2回以上参加した保護者を講座参加群，参加が 1回以下また

は参加しなかった保護者を講座不参加群とし，2群間で比較した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）解析方法 

項目ごとに単純集計を行った後，Mann-Whitneyの U検定にて，保護者の食育参加の程度により

2群に分け比較を行った．各質問項目における回答の欠損値は除外し，統計上の有意水準は両側

5％とした．統計処理には統計解析ソフト SPSS 18.0J for Windows（日本アイ・ビー・エム株式

会社）を使用した．幼稚園教諭による自由記述については 1名の研究者が記述内容から「園児の

様子」，「食育内容や教材」に分類した後，各々を「肯定的な意見」または「課題・提案」に分け，

他の研究者 1名が確認を行った． 

５．倫理的配慮 

本研究は大阪市立大学大学院生活科学研究科研究倫理委員会の承認を得て実施した．対象園園

長には，参加決定は任意であること，途中で参加を辞退できること，一切の不利益を被ることが

ないよう配慮していることを口頭と書面で説明し，書面にて参加同意を得た．保護者への質問紙 

の冒頭には，アンケート協力依頼ならびに協力は任意であることを記載し，回収をもって参加の 

表 3-3 4・5歳児食育プログラムの評価項目 

評価項目 回答肢

・園児の関心度 ①関心を持った②どちらともいえない③関心を持たなかった

・園児の参加態度 ①積極的であった②どちらともいえない③積極的ではなかった

・食育内容と園児の発達段階との適合性 ①適している②どちらともいえない③適していない

【4歳児食育プログラムについて】

・子どもによる食育内容の家族への伝達状況 ①よく伝えた②少し伝えた/③ほとんど伝えなかった

・教材として用いた食べ物に関する家族との会話状況 ①よく話した②少し話した/③ほとんど話さなかった

・家庭における食育実施状況† ①よく実施した②少し実施した/③ほとんど実施しなかった

【5歳児食育プログラムについて】

・子どもによる食育内容の家族への伝達状況 ①よく伝えた②少し伝えた/③ほとんど伝えなかった

・子どもによる家庭での料理催促状況 ①よく催促した②少し催促した/③ほとんど催促しなかった

・家族との料理実践状況 ①作った/②作らなかった

【各年齢の最終調査時のみ（4歳児：第5回目，5歳児：第4回目）】

・子どもの食べ物に関する興味・関心（最終回のみ） ①興味・関心を持つようになった/②今までと変わらない

・保護者の食育に関する関心（最終回のみ） ①関心を持つようになった/②今までと変わらない

†：「幼稚園での食育内容を家庭で子どもと一緒に実施すること」を，「家庭における食育実施」とし，第1回：買い物や料理中に野菜や野菜の切り口を見る，

　　第2回：食卓でいも料理を探す，第3回：ご飯とおかずを交互に食べる，第4回：食卓で大豆製品を探す，第5回：食卓で魚や貝を探すこととした

‡：回答肢の/は，Mann-WhitneyのU検定に用いた区分を示す

4・5歳児食育プログラム
の評価

幼稚園と家庭をつなぐ
食育の評価
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同意を得たものとした． 

 

Ⅲ．結果 

１．食育プログラムの評価 

1）4歳児食育プログラムについて 

4施設 4クラス 4名の幼稚園教諭により，各回の食育についての評価を行った．“園児の関心度”

については，第 1・2・4・5回は 4名が「関心を持った」と回答し，第 3回は「関心を持った」3

名，「どちらともいえない」1名であった．“園児の参加態度”については，第 1・4・5回は 4名

が「積極的であった」と回答し，第 2・3回は「積極的であった」3名，「どちらともいえない」1

名であった．“食育内容と園児の発達段階との適合性”については，第 4回のみ 4名が「適してい

る」と回答し，第 1・2回は「適している」3名，「どちらともいえない」1名，第 3回は「適して

いる」2 名，「どちらともいえない」1名，「無回答」1名，第 5回は「適している」2名，「どちら

ともいえない」2名であった． 

自由記述による評価を表 3-4に示す．園児の様子については，「食育でとりあげた食べ物のなか

にあまり馴染みのないものが含まれていた」という意見もみられたが，多くは肯定的な内容であ

った．食育内容や教材については，「園児が興味を持つものであった」という意見の一方で，「食

育実施者が間違わないように食べ物カードに料理名が書いてあるとよかった」，「（米の）食育の実

施時間を昼食前後にするとよいのでは」等の意見が挙げられた． 

2）5歳児食育プログラムについて 

4施設 6クラス 5名の幼稚園教諭により，各回の食育についての評価を行った．“園児の関心度”

について，第 1回は 5名が「関心を持った」と回答し，第 2・3・4回は「関心を持った」2名，「ど

ちらともいえない」3名であった．“園児の参加態度”について，第 1回は 5名が「積極的であっ

た」と回答し，第 2・4回は「積極的であった」2名，「どちらともいえない」3 名，第 3回は「積

極的であった」1名，「どちらともいえない」4名であった．“食育内容と園児の発達段階との適合

性”について，第 1回は 5名が「適している」と回答し，第 2回は「適している」3名，「どちら 
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ともいえない」2名，第 3・4回は「適している」2名，「どちらともいえない」3名であった． 

自由記述による評価を表 3-5 に示す．園児の様子については肯定的な内容で，「食べ物ピラミッ

ドの色塗りをしながら，どの食べ物が何色のグループになるのか興味を持つことができた」，「お

にぎりの作り方を話すと“作りたい”と声が挙がった」等の記述がみられた．食育内容や教材に

ついては，「同一の教材（食べ物ピラミッド）を繰り返し使うことで園児の学びが深まった」とい

う肯定的な意見の一方で，「食育内容が難しかった」，「絵を描くことを省いた」，「実際に料理を作

るとよかった」等の意見が挙げられた． 

 

表 3-4 幼稚園教諭の自由記述による評価（4歳児食育プログラム） 

・絵本に出てくる野菜の切り口をクイズ感覚で見て，名前をあてようと個々に考え，口にしては正解すると喜んでいた

・切り口が本当に絵本と同じ様になっているのか，どのような色・模様をしているのかを想像しながら，とても興味を持って見ていた

・絵本「やさいのおなか」は実際の野菜の切り口を見ることへの動機付けには適した内容の本であった

・本物の野菜を用いることで，園児の興味・関心が高まったのでよかった

・食育の流れや題材など良い内容だった．野菜の「匂い」も取り入れるとさらによいのではないか

課題や提案（3件） ・教室にて野菜を切り，園児に切り口を見せたが，担任教諭だけで食育を実施する時には注意が必要だと思う

・さつまいもとじゃがいもを１つずつ手にし，形や大きさ，感触などを比べ楽しんでいた

・食べ物カードの料理を見て「食べたことある！」という声が多く挙がった

難しかった点（4件） ・食べ物カードを見て，じゃがいも使った料理なのか，さつまいもを使った料理なのかということは区別できていたが，料理名をほとんど知らなかった

良かった点（1件） ・絵本「どんどこどん」は園児の興味を引く絵本であった

・絵本そのものはよい題材だと思うが，絵本の中にはごぼうやにんじん等が出てきたので，その後の流れは少し違和感を感じた

・食べ物カードの数が多かったので，園児が食べたことがあり，名前を知っていそうな料理に絞ってみたらどうかと感じた

・食べ物カードに料理名が書いてあると，食育実施者が間違わずに伝えられるのではと感じた

・実体験を思い出しながら，絵本を通してお米がご飯になる様子を楽しんでいた

・どの園児もおにぎりが好きなため，どんな具が好きか，おいしいかといった点で話が盛りあがった

・「お母さんに作ってもらおう！」と発言する子どもがいた

難しかった点（1件） ・ご飯とおかずを交互に食べることで美味しく食べられることをイメージしにくい園児もいた

・食育の実施時間を，昼食前後どちらかにすることにより，言葉のかけ方，内容のとりあげ方，進め方に工夫ができるのではないか

・“交互に食べる”ことは，日頃の昼食時間での保育者の継続的な言葉かけが一番有効であると思う

・ご飯とおかずを交互に食べることを伝えた次ページにカレーライスやカツ丼が出てくるため，とりあげ方が難しかった

・「変身」という言葉に興味を持ち，ペープサートを見ていた

・食品が何からできているかということに初めて興味を持った様子の園児も見られた

難しかった点（3件） ・高野豆腐，うすあげ，あつあげ，がんもどき，おからの名前を知らない園児が多かった

・大豆製品の食べ物カードがたくさんあり，大豆は色々なものに変身するということが伝わったと思う

・食べ物カードを裏返すときにクイズ形式にすることで，園児の興味・関心が高まった

・知らない食べ物を知るという機会にはなったと思うが，園児が馴染みのある大豆製品に絞ってもよいのではないか

・クイズのときに，手をあげて「ハイ！ハイ！」ということに集中してしまう園児がいた

・パズルはすぐにできたので，写真を貼り合わせた後，友達と見合いながら名前を考えていた

・色や形だけではなく，魚の特徴を細かい部分までよくとらえていた

難しかった点（4件） ・魚の名前は，知っているものと知らないものの差が大きかった

良かった点（1件） ・カード遊びとしてはとても楽しい遊びだと思った

・魚の名前を予想しやすくするために，魚の名前カードを用意して一致させるやり方を試した

・グループごとの活動は，活動の時間配分や魚介類の名前の発表のさせ方等に工夫が必要であった

食育内容や教材
（8件）

良かった点（3件）

課題や提案
（6件）

課題や提案
（8件）

良かった点
（10件）

課題や提案
（8件）

第5回　魚

第1回　野菜

第2回　いも

第3回　米

第4回　大豆

園児の様子
（11件）

食育内容や教材
（9件）

園児の様子
（16件）

食育内容や教材
（9件）

園児の様子
（14件）

良かった点
（16件）

良かった点
（10件）

良かった点
（6件）

良かった点
（7件）

園児の様子
（10件）

園児の様子
（11件）

食育内容や教材
（9件） 課題や提案

（8件）

良かった点
（7件）

食育内容や教材
（9件）
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２．幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価 

1）4歳児食育プログラムについて（表 3-6） 

（1）質問紙の回答者数および回収率 

対象となる保護者 97名のうち回答者数（回収率）は，第 1回 62名（63.9％），第 2回 65名（67.0％），

第 3回 66 名（68.0％），第 4回 64名（66.0％），第 5回 67名（69.1％）であった． 

（2）「子どもによる食育内容の家族への伝達」，「教材として用いた食べ物に関する家族との会

話」，「家庭における食育実施」状況についての回答 

子どもが家族へ食育内容を「よく伝えた／少し伝えた」と回答した者は，第 1 回 49名（84.5％），

第 2回 46 名（79.3％），第 3回 44 名（73.3％），第 4 回 39 名（65.0％），第 5 回 38 名（66.7％）

であり，4歳児食育プログラムを通して約 7-8割の子どもが伝達していた．教材として用いた食

べ物について家族で「よく話した／少し話した」と回答した者は，第 1回 48名（82.7％），第 2 

回 45名（75.0％），第 3回 44名（74.6％），第 4回 46名（76.7％），第 5回 39 名（67.2％）であ

り，4歳児食育プログラムを通して約 7-8割の親子が会話をしていた．幼稚園での食育を家庭に

表 3-5 幼稚園教諭の自由記述による評価（5歳児食育プログラム） 

園児の様子（3件） 良かった点（3件） ・食べ物ピラミッドの色塗りを園児が行ったことで，塗りながらどの食べ物が何色のグループになるのか興味を持つことができた

・食べ物ピラミッドを見てお弁当に何が足りないか保護者に伝えることで，園児の弁当に変化が見られた

・保護者から家でも食べ物ピラミッドを使っていると聞いた

課題や提案（1件） ・モデル弁当を赤・黄・緑に分ける活動は，全体で行うと園児の考える機会が少なく物足りないと思い，グループに分かれて行った

・おにぎりを食べている絵は喜んで描いており，一人一人工夫も見られた

・おにぎりの作り方を話すと「作りたい」と声が挙がった

良かった点（1件） ・いつも使っている出席ノートを用い，お祝いや感謝する日を一年を通して話すことにより，園児は興味を持っていた

・おにぎり→おむすび→心をむすぶとつなげることが難しかった

・おにぎりを食べている絵を描くことは幼児の発達にふさわしくないのではないかとの意見が出たため，絵を描くことはやめた

・園児がおにぎりに興味を持っていたので，実際に作ることができた方がよいと思った

・食べ物ピラミッドの回で学んだことを友達同士で思い出して伝え合い，一つの答えを導き出すことを楽しんでいた

・油を使わず野菜を茹で，混ぜご飯にすることでヘルシーになることを知り，家族と作ることを楽しみにしていた

・食べ物ピラミッドを繰り返し使うことで，各グループの食べ物の働きを再確認できた

・ヘルシーオムライスには色々な食べ物が入っていると知ることができよかった

・食べ物を各グループに分けるだけでは，あまり面白くなかった

・実際に作ることができた方がよいと思った

・食べ物を分けるという点ではヘルシーオムライスの回と変わらないので飽きてしまっている園児もいたが，よく理解している園児が多かった

・普段食べているそうめんと七夕そうめんとの違いに興味を持っていた

・七夕の行事とつなげられたことがよかった

・冬瓜のおなかを園児に見せたところ，夏野菜の短冊には冬瓜がたくさん登場した

・乾物と湯がいたそうめんを準備したことで，家でよく食べるそうめんに興味を示した

・短冊は別の保育で作ったため，夏野菜の短冊は作らなかった

・園児が作らないにしても，作ってもらったものを試食することができればよかった

食育内容や教材
（5件）

第1回　食べ物ピラミッド
食育内容や教材

（8件）

良かった点（7件）

園児の様子
（4件）

良かった点
（4件）

園児の様子
（2件）

良かった点
（2件）

課題や提案
（4件）

第2回　おにぎり

良かった点
（5件）

課題や提案
（2件）

第4回　七夕そうめん

園児の様子
（2件）

良かった点
（2件）

食育内容や教材
（9件）

課題や提案
（4件）

食育内容や教材
（8件）

良かった点
（6件）

第3回　オムライス
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おいて「よく実施した／少し実施した」と回答した者は，第 1回 41名（70.7％），第2回30名（50.0％），

第 3回 46名（76.7％），第 4回 35名（58.4％），第 5回 28名（49.2％）であり，4歳児食育プロ

グラムを通して約 5-8割の家庭で実施していた． 

保護者に対して行った食育を積極的に受けたかどうかによる影響についてみると，食育プログ

ラムを通して食育参加群では食育不参加群に比べ「子どもによる食育内容の家族への伝達」，「教

材として用いた食べ物に関する家族との会話」，「家庭における食育実施」の割合が高く，「子ども

による食育内容の家族への伝達」では第 3回“米”（p=0.006），「教材として用いた食べ物に関す

る家族との会話」では第 2回“いも”（p=0.013），第 3回“米”（p=0.004），第 4回“大豆”（p<0.001），

第 5回“魚”（p=0.016），「家庭における食育実施」では第 3回“米”（p=0.015），第 5回“魚” （p=0.024）

において有意に実施状況が高かった． 

（3）子どもの食べ物に関する興味・関心 

4歳児食育プログラムを通して，子どもが食べ物に「興味・関心を持つようになった」と回答

した者は 49名（79.0％），「今までと変わらない」と回答した者は 13名（21.0％）であった． 

子どもが食べ物に「興味・関心を持つようになった」と回答した者は，食育不参加群 5名（41.7％）

に対し，食育参加群 44名（88.0％）と，有意に高かった（p＜0.001）． 

（4）保護者の食育に関する関心 

 4歳児食育プログラムを通して，保護者自身が食育に対して「関心を持つようになった」と回

答した者は 50名（80.6％），「今までと変わらない」と回答した者は 12名（19.4％）であった． 

保護者自身が食育に対して「関心を持つようになった」と回答した者は，食育不参加群 5名

（41.7％）に対し，食育参加群 45名（90.0％）と，有意に高かった（p＜0.001）． 
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表 3-6 幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価（4歳児食育プログラム） 

（人） （％） （人） （％） （人） （％）

子どもによる食育内容の家族への伝達状況

よく伝えた 17 29.3 12 26.1 5 41.7

少し伝えた 32 55.2 27 58.7 5 41.7

あまり伝えなかった 9 15.5 7 15.2 2 16.7

よく伝えた 8 13.8 7 14.9 1 9.1

少し伝えた 38 65.5 32 68.1 6 54.5

あまり伝えなかった 12 20.7 8 17.0 4 36.4

よく伝えた 11 18.3 10 20.8 1 8.3

少し伝えた 33 55.0 29 60.4 4 33.3

あまり伝えなかった 16 26.7 9 18.8 7 58.3

よく伝えた 14 23.3 13 27.1 1 8.3

少し伝えた 25 41.7 21 43.8 4 33.3

あまり伝えなかった 21 35.0 14 29.2 7 58.3

よく伝えた 9 15.8 9 19.6 0 0.0

少し伝えた 29 50.9 24 52.2 5 45.5

あまり伝えなかった 19 33.3 13 28.3 6 54.5

教材として用いた食べ物に関する家族との会話状況

よく話した 14 24.1 13 27.7 1 9.1

少し話した 34 58.6 27 57.4 7 63.6

あまり話さなかった 10 17.2 7 14.9 3 27.3

よく話した 9 15.0 9 18.4 0 0.0

少し話した 36 60.0 31 63.3 5 45.5

あまり話さなかった 15 25.0 9 18.4 6 54.5

よく話した 9 15.3 9 19.1 0 0.0

少し話した 35 59.3 30 63.8 5 41.7

あまり話さなかった 15 25.4 8 17.0 7 58.3

よく話した 12 20.0 11 22.9 1 8.3

少し話した 34 56.7 31 64.6 3 25.0

あまり話さなかった 14 23.3 6 12.5 8 66.7

よく話した 10 17.2 10 21.3 0 0.0

少し話した 29 50.0 25 53.2 4 36.4

あまり話さなかった 19 32.8 12 25.5 7 63.6

家庭における食育実施状況

よく実施した 14 24.1 12 26.1 2 16.7

少し実施した 27 46.6 22 47.8 5 41.7

あまり実施しなかった 17 29.3 12 26.1 5 41.7

よく実施した 16 26.7 14 28.6 2 18.2

少し実施した 14 23.3 12 24.5 2 18.2

あまり実施しなかった 30 50.0 23 46.9 7 63.6

よく実施した 18 30.0 16 33.3 2 16.7

少し実施した 28 46.7 24 50.0 4 33.3

あまり実施しなかった 14 23.3 8 16.7 6 50.0

よく実施した 16 26.7 15 31.3 1 8.3

少し実施した 19 31.7 16 33.3 3 25.0

あまり実施しなかった 25 41.7 17 35.4 8 66.7

よく実施した 14 24.6 14 30.4 0 0.0

少し実施した 14 24.6 12 26.1 2 18.2

あまり実施しなかった 29 50.9 20 43.5 9 81.8

興味・関心を持つようになった 49 79.0 44 88.0 5 41.7

　 今までと変わらない 13 21.0 6 12.0 7 58.3

関心を持つようになった 50 80.6 45 90.0 5 41.7

　 今までと変わらない 12 19.4 5 10.0 7 58.3
†　

Mann-WhitneyのU検定
‡ 質問毎にみられた無回答数は，NA：○として各々表中に記載し，解析には用いなかった

保護者の食育に関する関心

67
（NA:5）

<0.001

第5回 魚 67
（NA:10）

0.024

子どもの食べ物に関する興味・関心

67
（NA:5）

<0.001

第3回 米 66
（NA:6）

0.015

第4回 大豆 64
（NA:4）

0.051

第5回 魚 67
（NA:9）

0.016

第1回 野菜 62
（NA:4）

0.30

第2回 いも 65
（NA:5）

0.32

第3回 米 66
（NA:7）

0.004

第4回 大豆 64
（NA:4）

<0.001

第5回 魚 67
（NA:10）

0.10

第1回 野菜 62
（NA:4）

0.33

第2回 いも 65
（NA:5）

0.013

65
（NA:7）

0.16

第3回 米 66
（NA:6）

0.006

第4回 大豆 64
（NA:4）

0.060

全体 食育参加群 食育不参加群
p値†

第1回 野菜 62
（NA:4）

0.90

第2回 いも
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2）5歳児食育プログラムについて（表 3-7） 

本研究においては，4・5歳児食育プログラムを受けた園児・保護者と 5歳児食育プログラムの

み受けた園児・保護者の区分ができなかったことより，5歳児食育プログラムを受けた園児・保

護者の結果として示した． 

（1）質問紙の回答者数および回収率 

対象となる保護者 157名のうち回答者数（回収率）は，第 1回 115名（73.2％），第 2回 93名

（59.2％），第 3回 80名（51.0％），第 4回 81名（51.6％）であった． 

（2）「子どもによる食育内容の家族への伝達」，「子どもによる家庭での料理催促」，「家族との

料理実践」状況についての回答 

子どもが家族へ食育内容を「よく伝えた／少し伝えた」と回答した者は，第 1回 89名（80.9％），

第 2回 45名（59.2％），第 3回 44名（57.2％），第 4回 42名（54.6％）であり，5歳児食育プロ

グラムを通して約 5-8割の子どもが伝達していた．家庭において子どもが幼稚園の食育でとりあ

げた料理を作りたいと「よく催促した／少し催促した」と回答した者は，第 2回 44名（57.2％），

第 3回 45名（57.7％），第 4回 33名（42.3％）であり，5歳児食育プログラムを通して約 4-6割

の子どもが催促していた．幼稚園の食育でとりあげた料理について子どもと一緒に「作った」と

回答した者は，第 2回 57名（61.3％），第 3 回 42 名（52.5％），第 4 回 38 名（47.5％）であり，

5歳児食育プログラムを通して約 4-6割の家庭で実践していた． 

保護者に対して行った食育を積極的に受けたかどうかによる影響についてみると，すべての食

育において講座参加群では講座不参加群に比べ「子どもによる食育内容の家族への伝達」，「子ど

もによる家庭での料理催促」，「家族との料理実践」の割合が高く，「子どもによる食育内容の家族

への伝達」，「子どもによる家庭での料理催促」では第 2回“おにぎり”（伝達：p=0.038，催促：

p=0.045），「家族との料理実践」では第 2回“おにぎり”（p=0.016），第 4回“七夕そうめん” （p=0.002）

において有意に実施状況が高かった． 

（3）子どもの食べ物に関する興味・関心 

5歳児食育プログラムを通して，子どもが食べ物に「興味・関心を持つようになった」と回答 
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した者は 30名（38.5％），「今までと変わらない」と回答した者は 48名（61.5％）であった． 

子どもが「食べ物に興味・関心を持つようになった」と回答した者は，講座不参加群 16名（30.8％）

に対し，講座参加群 14名（53.8％）と，有意に高かった（p＝0.048）． 

（4）保護者の食育に関する関心の変化 

 5歳児食育プログラムを通して，保護者自身が食育に対して「関心を持つようになった」と回

答した者は 35名（47.9％），「今までと変わらない」と回答した者は 38名（52.1％）であった． 

保護者自身が食育に対して「関心を持つようになった」と回答した者は，講座不参加群 15 名 

表 3-7 幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価（5歳児食育プログラム） 

（人） （％） （人） （％） （人） （％）

よく伝えた 25 22.7 10 27.8 15 20.3

少し伝えた 64 58.2 22 61.1 42 56.8

あまり伝えなかった 21 19.1 4 11.1 17 23.0

よく伝えた 11 14.5 8 32.0 3 5.9

少し伝えた 34 44.7 11 44.0 23 45.1

あまり伝えなかった 31 40.8 6 24.0 25 49.0

よく伝えた 13 16.9 6 24.0 7 13.5

少し伝えた 31 40.3 12 48.0 19 36.5

あまり伝えなかった 33 42.9 7 28.0 26 50.0

よく伝えた 8 10.4 3 12.0 5 9.6

少し伝えた 34 44.2 14 56.0 20 38.5

あまり伝えなかった 35 45.5 8 32.0 27 51.9

よく催促した 18 23.4 9 34.6 9 17.6

少し催促した 26 33.8 10 38.5 16 31.4

ほとんど催促しなかった 33 42.9 7 26.9 26 51.0

よく催促した 20 25.6 7 26.9 13 25.0

少し催促した 25 32.1 9 34.6 16 30.8

ほとんど催促しなかった 33 42.3 10 38.5 23 44.2

よく催促した 17 21.8 8 30.8 9 17.3

少し催促した 16 20.5 6 23.1 10 19.2

ほとんど催促しなかった 45 57.7 12 46.2 33 63.5

作った 57 61.3 25 78.1 32 52.5

作らなかった 36 38.7 7 21.9 29 47.5

作った 42 52.5 16 57.1 26 50.0

作らなかった 38 47.5 12 42.9 26 50.0

作った 38 47.5 19 73.1 19 35.2

作らなかった 42 52.5 7 26.9 35 64.8

興味・関心を持つようになった 30 38.5 14 53.8 16 30.8

　 今までと変わらない 48 61.5 12 46.2 36 69.2

関心を持つようになった 35 47.9 20 76.9 15 31.9

　 今までと変わらない 38 52.1 6 23.1 32 68.1

†　
Mann-WhitneyのU検定

‡
 質問毎にみられた無回答数は，NA：○として各々表中に記載し，解析には用いなかった

81
（NA:3）

0.048

保護者の食育に関する関心

81
（NA:8）

<0.001

80
（NA:-）

0.54

第4回 七夕そうめん 81
（NA:1）

0.002

子どもの食べ物に関する興味・関心

0.63

第4回 七夕そうめん
81

（NA:3）
0.15

家族との料理実践状況

第2回 おにぎり 93
（NA:-）

0.016

第3回 オムライス

第4回 七夕そうめん
81

（NA:4）
0.10

子どもによる家庭での料理催促状況

第2回 おにぎり
93

（NA:16）
0.045

第3回 オムライス
80

（NA:2）

第1回 食べ物ピラミッド
115

（NA:5）
0.14

第2回 おにぎり
93

（NA:17）
0.038

第3回 オムライス
80

（NA:8）
0.070

全体 講座参加群 講座不参加群
p値†

子どもによる食育内容の家族への伝達状況
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（31.9％）に対し，講座参加群 20名（76.9％）と，有意に高かった（p＜0.001）． 

 

Ⅳ．考察 

１．4・5歳児を対象とした食育プログラムの評価 

幼稚園教諭による評価より，本食育プログラムは，概ね 4・5歳児の発達段階に即し，園児が関

心を持って積極的に参加できる内容であることが確認された．幼児期の食育では「楽しさ」や「五

感で感じること」を重視しながら，子どもが食べ物に主体的，意欲的に関わる体験を取り入れる

ことが大切であるとされている 21，22）．自由記述からは，園児が感じたことを個々に発言しながら，

絵本やカード遊び，工作等を楽しみ，食べ物に触れ，食べ物を組み合わせて料理ができることを

知り，家族で一緒に作って食べることを楽しみにしている様子が観察された． 

なお，5歳児食育プログラムについては，「食育内容が難しい」との意見や，「絵を描くことを

省いた」，「実際に料理を作るとよかった」等，本プログラムのねらいの理解が十分とはいえない

意見もみられた．5歳児食育プログラムは，当研究室が単独で作成したものであり，幼稚園教諭

との事前打ち合わせが十分でなく，食育実施に向けての準備不足があったところが大きいと考え

られる． 

本プログラムでは，園児への食育の担い手は第一に幼稚園教諭であり，園児が日々の幼稚園活

動のなかで楽しく食の体験を重ねていくことを通して，食への親しみを持つとともに，幼稚園に

おける食の体験を家族に伝え，家族が応答しつつ家庭での食育へとつなぐものとしており，幼稚

園教諭の担う役割は大きいものといえる．食への興味関心が高い幼稚園教諭ほど，園活動のなか

に食育を取り入れているものが多いとの報告 23）からも，幼稚園教諭自身が日頃の食生活のなかで

食への興味・関心を高めるとともに，食育を実施するにあたり必要な食べ物や料理に関する知識

やスキルを習得することは欠かせないものといえる．今後に向けては，食育のねらいならびに幼

児の育ちに食がもたらす意義を確認しつつ，取り組むことのできる食育プログラムとして一部改

良するとともに，幼稚園教諭の理解を促すよう食育でとりあげる食べ物や料理に関する基本知識

を整理し，参考資料を充実させていくこととする．さらに，幼稚園教諭自身が食生活管理力を身
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に付け，食への興味・関心を高めつつ食育の重要性を認識するとともに，食育実施にあたり必要

な知識やスキルを習得する事前研修の場を検討していく． 

２．幼稚園と家庭をつなぐ食育プログラムとしての有用性 

家庭における子どもと保護者の食に関する「会話」ならびに「食育実施・料理実践」の結果か

ら，食育だよりならびに食育講座を介して積極的に食育に参加した保護者の家庭において，幼稚

園と家庭をつなぐ食育を達成できる可能性が確認された． 

本プログラムでは，保護者は家庭での子どもの伝達ならびに食育だよりから幼稚園での食育を

知るなかで，保護者自身も食育を受けることをねらいとした．通信による情報提供は母親の食へ

の関心を高める動機付けにつながる 24）との報告からも，本プログラムで保護者への食育手段とし

た“食育だより”は，幼稚園での食育を理解したうえで，家庭での食育を担うことを支援し，幼

稚園と家庭を結ぶ役割を果たすツールとして有用であると考えられる．今後に向けて，より多く

の保護者が幼稚園での食育を知り，家庭における食育に関わるよう「本日，お子さんが食育だよ

りを持って帰ります」，「どのようなことを学んだかをたずね，お子さんと話をしてください」と

お迎え時に幼稚園教諭が保護者に声かけをする，食育だよりをポスターにして幼稚園内に掲示す

る等，当日実施した食育を保護者に具体的に知らせるようにしていく． 

5歳児の保護者に向けた食育講座“作って食べよう”の参加保護者は，料理のデモンストレー

ションと試食ならびに子どもの喜ぶ調理作業や子どもへの声かけについて，具体的な食育方法を

知る機会を得，参加者の家庭における調理を介した食育支援につながったものと推察される．今

後は，より多くの保護者が食育講座に参加できるよう開催日時・場所の設定を考慮するとともに，

食育への関心をあまり持たない保護者に向けて，講座に参加した保護者が講座内容や家庭での食

育にどのように活かしているかについて話をするなどの働きかけについても検討していくことと

する． 

5歳児食育講座では，食生活改善推進員による保護者への調理指導を試行したところ，事前研

修が十分でなく料理のデモンストレーションに留り，子どもの喜ぶ調理作業や子どもへの声かけ

等の指導が不十分な場面もあった．地域の健康づくりを担う食生活改善推進員は，活動を行うに
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あたり必要な基本知識やスキルに関する研修を受講している 25）ものの，「子どもと一緒に料理を

楽しみながら家庭での食育をする」といった保護者を指導するための取組はほとんど実施されて

いないと推察される状況であった．今後，食生活改善推進員に向けて本プログラムのねらいとと

もに幼児期における食育の重要性を確認したうえで保護者への食育を担うことができるよう，食

育講座でとりあげる料理を試作するとともに，講座の進め方，保護者へ伝える食育のポイントを

具体的に説明する研修を実施することとする． 

３．本研究の限界 

本研究は，一地域における協力の得られた 4園の園児と保護者を対象とした取組であり，食育

プログラム実施前の園児の食べ物に関する興味・関心に加え，保護者や幼稚園教諭の食生活，食

育への関心，食育実施状況等について十分な把握をしていなかった．また，4・5歳食育プログラ

ムを受けた園児・保護者と 5歳児食育プログラムのみ受けた園児・保護者が混在したことにより，

5歳児食育プログラムの評価においては課題が残された．今後，4・5歳児を通した食育実践によ

る園児の食べ物に関する興味・関心や保護者の食育への関心を把握できる評価デザインを検討す

ることが必要である． 

 

Ⅴ．結論 

4・5歳児とその保護者を対象とする食育プログラムを幼稚園教諭らと協同で作成，試行し，食

育プログラムならびに幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価を行った．作成した食育プログラムは，

概ね 4・5歳児の発達段階に即し，園児が関心を持って積極的に参加できる内容であることが確認

された．また，食育だよりならびに食育講座を介して積極的に食育に参加した保護者の家庭にお

いて，幼稚園と家庭をつなぐ食育を達成できる可能性が確認された． 
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Ⅰ．緒言 

食育基本法 1）において，子どもの健全な食生活の実現および心身の成長を図るにあたり，幼稚

園は家庭とともに食育推進の重要な場として位置付けられた．幼稚園教育要領 2）においても食育

に関する事項が新たに示され，幼稚園における食育への期待が高まっている． 

幼稚園における食育は，園児と過ごす時間の長い幼稚園教諭が担当することが多く，園児の様

子や施設の環境に応じた食育を計画的に実施することが期待されるものの，食育の全体計画や年

間指導計画を策定し食育に取り組んでいる幼稚園は少ない現状にあると報告されている3,4）．また，

幼稚園教諭・保育士養成課程のカリキュラムをみると食や食育に関わる学習は2単位程度に過ぎず

5,6），十分とはいえない状況にある7）．筆者らが実施した幼稚園における食育の現状調査8）におい

て，食育実施にあたり幼稚園教諭の抱える課題として「何をすればよいかわからない」，「時間が

ない」が上位に挙がり，幼稚園教諭に向け食育の内容や方法について具体的に提示することが求

められている． 

幼児期の食育は“食を営む力の基礎”を培うことをねらいとし，発達段階に応じた食に関する

様々な体験を通して食べ物に興味を持ち，食べることへの意欲を高め，健康的な食習慣を身に付

けることと提唱されている 9）．加えて，幼児期の体験や学びは“連続性を持つこと”が重視され

ており 10,11），幼稚園での食の学びを家庭につなぎ日々の生活を通して食の体験を積み重ねること

ができるよう，幼稚園と家庭が連携し食育を進めることが重要となる．家庭での食育は保護者に

委ねられており,幼児はその影響を大きく受ける 12,13）ことからも，幼児の保護者に向けて食育を

行うことが望ましく，幼児と保護者を対象とする食育が行われている 4,14,15）一方，食育の評価や

家庭への波及効果についての検討がほとんどなされていないとの指摘もみられる 16）．また，保護

者への食育方法として“おたより”がよく用いられ 3,4），通信による情報提供を行うことにより保

護者の食意識・知識が高まったと報告されている 17）ものの，幼稚園と家庭が連携する食育実践の

ためのツールとして食育だよりを位置付け，食育の評価を行っている報告はみられない． 

こうした現状を踏まえ，筆者らは，2012 年に幼稚園教諭と協同し，4・5歳児とその保護者を対

象とする食育プログラムを作成，試行した．その結果，4・5歳児の発達段階に即した園児が関心
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を持って積極的に参加できるプログラム内容であること，食育だよりを介して食育をよく受けた

保護者の家庭において，子どもによる幼稚園での食育内容の伝達や家庭での食育が行われていた

ことを確認した 18）．しかし，この試行は，食育プログラムを協同作成した幼稚園教諭による実施

であること，5 歳児食育時の保護者への食育として通信発行に加え，料理講座を行っており，い

ずれの幼稚園においても実施できるプログラムとはいえず，保護者への食育をいかに進めるかと

いう課題を残している． 

そこで本研究では，作成した食育プログラムの汎用性ならびに，保護者への食育ツールとした

食育だよりの有用性について検討することを目的とした． 

 

Ⅱ．方法 

１．対象 

 大阪市内の公・私立幼稚園園長の協力により，食育プログラム作成に携わった幼稚園教諭の勤

務していない園のうち食育プログラム実施ならびに保護者への調査が可能な公立幼稚園 2 園，私

立幼稚園 1園を選出し，3園 4クラスに在籍する園児とその保護者各々120名（公立幼稚園 68名，

私立幼稚園 52名）を対象とした．  

２．食育プログラムの概要 

幼児期の食育は，「楽しさ」，「五感を活かすこと」を重視しつつ，子どもが食べ物に主体的，意

欲的に関わる体験をすることが大切であるとされている 9,19）．食育プログラムは，幼児教育の指

針となる幼稚園教育要領 2）に加え，保育所における食育に関する指針 20）を参考に作成し，幼児の

発達段階に即した“楽しみながら食に親しむ”内容とし，幼稚園での食の学びと家庭における食

生活を連動させることにより，日々の生活を通した食育となるよう，試行後に一部修正し用いた． 

4 歳児食育プログラム“食べものに親しむ”（以下，4 歳児食育）では，絵本やカード，実物の

食べ物を用い五感に働きかける遊びを通して，食べ物の形・色・香りや名前を知り，友だちや幼

稚園教諭，家族と一緒に食べ物に親しみ，食に関する発語や会話が増えることをねらいとした．

保護者に向けては，幼稚園における食育に関心を持ち，家庭で子どもと一緒に食に関する会話を
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し，親子で食に親しむことをねらいとした．5 歳児食育プログラム“作って食べよう”（以下，5

歳児食育）では，食品から料理へと学びを発展させ，日常食や行事食をテーマに基本的な食品を

組み合わせた簡易な料理について学び，家庭で家族と一緒に料理を作って食べる体験を通して調

理への関心を持つことをねらいとした．保護者に向けては，日常の食事や食にまつわる行事の大

切さを認識し，子どもと一緒に料理をし味わうなど，家庭での食育につなぐことをねらいとした．

食育実施・評価のフロ－チャート（図 4-1）と園児ならびに保護者への食育内容（表 4-1）を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 食育実施・評価のフローチャート 
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３．食育プログラムの実施 

4 歳から 5 歳にかけての系統立てた食育とし，4 歳児食育は 2013 年 2-3 月に 5 回，5 歳児食育

は同年 4-7月に 5回，同一の園児と保護者を対象に計 10回の食育を実施した． 

1）園児を対象とする食育 

表 4-1 園児ならびに保護者への食育内容 

テーマ 幼稚園での園児対象の食育内容 食育だよりによる保護者対象の食育内容*

＜4歳児食育＞

第1回 野菜の形や切り口を見てみよう
・絵本「やさいのおなか」や実物の野菜を用い，色々な
野菜の形や切り口を見る・触れる・匂うことにより，野
菜の名前や特徴を知る

・子どもと一緒に取り組む食育内容（買い物や料理中に
子どもと一緒に野菜の切り口を見たり，野菜の名前や特
徴について話す）

第2回 いもの食べ方を知ろう

・絵本「どんどこどん」や実物のじゃがいも・さつまい
もを用い，形や色，香りなどの特徴を知る

・じゃがいも/さつまいもを使った料理の写真を用いた
カード遊びを通して，いもがどのような料理になるかを
知る

・子どもと一緒に取り組む食育内容（食卓で子どもと一
緒にいもを使った料理を探したり，名前や味，特徴につ
いて話す）

・お手軽いも料理レシピ（スイートポテト，ふかしい
も，ヘルシーフライドポテト）

第3回 ご飯(米)をおいしく食べよう

・紙芝居「ごはんだーいすき」やおにぎりを作る手遊び
を通して，ご飯（米）に興味を持つ

・ご飯とおかずを交互に食べることで，美味しく食べら
れることを知る

・子どもと一緒に取り組む食育内容（食卓で子どもと一
緒にご飯とおかずを交互に食べることを実践する）

・白飯のすすめ（ふりかけご飯の見直し）

第4回 大豆製品を探そう

・大豆が色々な大豆製品になることがわかるよう作成し
たペープサートやカード遊びを通して，大豆からできて
いる食べ物を知る

・大豆製品を見る・触れる・匂うことにより，名前や特
徴を知る

・子どもと一緒に取り組む食育内容(食卓で子どもと一
緒に大豆製品を探したり，名前，特徴などについて話
す）

第5回 魚・貝カードで遊ぼう
・魚や貝のパズル遊びを通して魚，貝の名前や特徴を知
る

・子どもと一緒に取り組む食育内容(食卓で子どもと一
緒に魚や貝を探したり，名前，特徴などについて話す）

・魚の食べ方

＜5歳児食育＞

第1回
こどもの日のちまき作り
（行事食）

・病気やけがをすることなく大きくなることを願い，こ
どもの日にちまきを食べることを知る

・ちまきを用い，色や形，香りなどの特徴を知る

・家族と一緒にちまきを作りたいと思う気持ちを育む

・こどもの日のいわれと風習

・ちまきの作り方（子どもへの声かけや子どもが喜ぶ調
理作業）

第2回 食べ物ピラミッドを学ぶ
・食べ物ピラミッドを通して食べ物の働きを知り，毎日
元気に過ごすためには好き嫌いなく食べることが大切で
あることを知る

・食べ物ピラミッドの型紙

・食べ物ピラミッドの説明，活用法

第3回 家族へのごちそう作り

・いつも働いたり世話をしてくれている家族に感謝する
日（母の日，父の日）があることを知る

・おにぎりを食べている家族の絵を描き，家族のために
おにぎりを作りたいと思う気持ちを育む

・料理を通して感謝の気持ちを伝えることについて

・おにぎり，おすましの作り方（子どもへの声かけや子
どもの喜ぶ調理作業）

・かつお・昆布だしの活用法

第4回 ヘルシーオムライス作り

・オムライスの栄養バランスを食べ物ピラミッドで確認
する

・家族と一緒にオムライスを作りたいと思う気持ちを育
む

・ヘルシーオムライス，レタススープの作り方（子ども
への声かけや子どもの喜ぶ調理作業）

・ヘルシーオムライスの栄養バランス（食べ物ピラミッ
ド）

・家族の健康管理に役立つ食材選択，調理法

第5回
七夕料理作り
（行事食）

・七夕にそうめんと旬の食材を食べる風習を知り，七夕
そうめんの栄養バランスを食べ物ピラミッドで確認する

・七夕そうめんに使われている夏野菜を知り，七夕の短
冊に好きな夏野菜を描く

・そうめんや夏野菜を用い，形や色などの特徴を知る

・家族と一緒に七夕そうめんを作りたいと思う気持ちを
育む

・七夕の風習

・七夕そうめん，天の川羹の作り方（子どもへの声かけ
や子どもの喜ぶ調理作業）

・麺つゆの活用法

・冬瓜の紹介とレシピ

*
：幼稚園での食育内容については，すべての食育だよりに記載した
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食育プログラム（食育案，教材，食育でとりあげる食べ物や料理に関する基礎情報をまとめた

参考資料）を各幼稚園に事前送付し，担任教諭が園室にて実施した． 

2）保護者を対象とする食育 

 幼稚園と家庭をつなぐツールとして食育だよりを用い，通信により食育を受けた保護者を家庭

における食育の担い手とした． 

各回の食育について，管理栄養士資格を持つ研究者らが A4 用紙 1-2 枚の食育だよりを作成し，

各々の食育実施日に幼稚園教諭が園児を介して全ての保護者に配布した．4 歳児の食育だよりに

は，幼稚園での食育内容，これに連動する家庭での子どもへの声かけや子どもと一緒に取り組む

食育について提示した．5 歳児の食育だよりには，保護者が家庭で子どもと一緒に料理をするこ

とを介して食育が行えるよう，幼稚園での食育内容に加え，食育でとりあげる料理のレシピと料

理にまつわる行事のいわれ，子どもへの声かけや子どもが楽しむ調理作業を提示した． 

４．評価方法 

1）食育案の評価 

食育案の「わかりやすさ」ならびに「使いやすさ」を評価するにあたり，各々の食育実施後，3

園 4クラス 4名の幼稚園教諭を対象に自記式質問紙調査を実施した．回答は「わかりやすかった/

使いやすかった」・「どちらともいえない」・「わかりにくかった/使いにくかった」の 3択とし，園

児の様子や食育内容・教材については自由記述により求めた． 

2）幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価 

保護者を対象に自記式質問紙調査を実施し，家庭における食育の実施状況（プロセス評価），子

どもと保護者の食生活状況（影響評価）について検討した．幼稚園と家庭の食育をつなぐにあた

り，食育だよりを用いて保護者への食育を行ったことから，4 歳児ならびに 5 歳児食育終了時調

査にて食育だよりを読んだ程度について，「全て読んだ」・「一部読んだ」・「ほとんど読まなかった」

の 3択で質問し，4・5歳児調査各々の回答が揃った保護者のうち，いずれも「全て読んだ」と答

えた保護者を“全て読んだ群”，それ以外の保護者を“一部読んだ群”に分け，検討した． 

（1）家庭における食育の実施状況 
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各回の食育が家庭での食育につながっているかを評価するにあたり，保護者の負担を考慮して，

4 歳児食育(3 月中旬）と 5 歳児食育（7 月上旬）終了時に幼稚園教諭から園児を介して全ての保

護者に質問紙を配布し，各回の食育を振り返りながら記入するよう依頼し，後日回収した． 

4 歳児食育終了時調査では，各回毎の「子どもによる食育内容の家族への伝達」，「教材として

用いた食べ物に関する家族との会話」，「家庭における食育実践」状況についてたずね，回答は各々

よく「伝えた/話した/実践した」・少し「伝えた/話した/実践した」・あまり「伝えなかった/話さ

なかった/実践しなかった」の 3 択とした．幼稚園での食育内容を家庭で子どもと一緒に復習する

ことを「家庭における食育実践」とし，第 1 回：買い物や料理をしながら野菜や野菜の切り口を

見て名前を確認する，第 2 回：いも料理を食卓で探し名前を確認する，第 3 回：ご飯とおかずを

交互に食べる，第 4 回：大豆製品を食卓で探し名前を確認する，第 5 回：魚や貝を食卓で探し名

前を確認することとした． 

5 歳児食育終了時調査では，各回毎の「子どもによる食育内容の家族への伝達」，「子どもによ

る家庭での料理または食べ物ピラミッド作り（以下，工作）の催促」，「親子での料理または工作

の実践」状況についてたずね，伝達・催促状況についての回答は 3 択，料理または工作の実践状

況についての回答は「作った」・「作らなかった」の 2択とした． 

（2）子どもと保護者の食生活状況 

食育プログラム実施前後の子どもと保護者の食生活状況について評価するにあたり，4 歳児食

育実施前（2 月下旬），5 歳児食育実施後（7 月上旬）に同一の質問紙調査を実施した．質問紙は

幼稚園教諭が園児を介して全ての保護者に配布し，後日回収した．本プログラムは日々の食生活

を通した食育を目指していることから，子どもについては，食事準備や料理の手伝い・親子での

買い物・食事の催促・食べ物に関する話や食事への感想の有無，保護者については，家族で食卓

を囲む工夫・食べ物や料理に関する会話・子どもへの「料理を一緒に作ろう」などの声かけ・食

育への関心・家庭における食育の認識をたずねた． 

５．解析方法 

食育だよりを全て・一部読んだの 2群比較について，名義尺度にはχ2検定を用い，期待度数 5
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未満のセルが 20％以上ある場合は Fisherの正確確率検定，順序尺度には Mann-Whitneyの U検定

を用いた．同一群の前後比較について，名義尺度には McNemar検定，順序尺度には Wilcoxonの符

号付順位検定を用いた．なお，順序尺度の回答肢には望ましい回答から順に 3-1 点を付し解析を

行い，家庭における食育の実施状況については，4 歳児と 5 歳児の食育全般を通して検討を行う

にあたり中央値（25パーセンタイル値，75 パーセンタイル値）を算出した．本研究では，食育プ

ログラム作成に携わっていない幼稚園教諭による実施について検討することを目的とし，3 園を

まとめ解析した．解析には SPSS 22.0J for Windows（日本アイ・ビー・エム株式会社）を使用し，

有意水準は 5％（両側検定）とした． 

自由記述の回答については，研究者 1 名が記述内容を園児の様子と食育内容・教材に分類し,

さらに各々について肯定的な意見，工夫点，課題に分け，他の研究者 1名が確認した． 

６．倫理的配慮 

 協力を得た幼稚園園長には，本研究の目的や保護者・園児が一切の不利益を被ることがないよ

う配慮していること，途中で参加を辞退できることなどを口頭と書面で説明し，書面にて参加同

意を得た．保護者には，食育プログラム実施前に食育を担当する幼稚園教諭が口頭と書面にて同

様の説明を行うとともに，質問紙に調査への協力依頼ならびに回答は任意であることを記載し，

回収をもって参加の同意を得たものとした．質問紙調査を 4 回実施することから記名としたが，

回収後 ID 番号を付し，個人が特定されない手続きを経てデータ入力を行い，個人情報保護に配慮

した．本研究は大阪市立大学大学院生活科学研究科研究倫理委員会の承認を得て実施した． 

 

Ⅲ．結果 

１．幼稚園教諭による食育案の評価 

4歳児の食育案については，全てにおいて 4名または 3名が「わかりやすく，使いやすかった」

と肯定的な評価であった．5 歳児食育では，題材“ちまき”，“おにぎり”，“オムライス”，“七夕

そうめん”の食育案について 4 名または 3 名が「わかりやすかった」，“オムライス”，“七夕そう

めん”の食育案について 3 名が「使いやすかった」と評価した．全ての食育案について「わかり
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にくかった」，「使いにくかった」と回答した者はみられなかった． 

自由記述の回答例を表 4-2 に示す．食育案のわかりやすさ，使いやすさについての肯定回答が

2名または 1名であった 5歳児食育の題材“ちまき”では，「ちまきの手遊びがわからなかった」，

題材“食べ物ピラミッド”では，「赤・黄・緑，3つの食べ物の働きについて園児に上手く説明で

きなかった」，題材“おにぎり”では，「園児に“おむすび”は作る人と食べる人の心を“むすぶ”

ことを伝えるのが難しかった」などの課題がみられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-2 自由記述の回答例 

園児の様子について

（4歳児食育）

第1回 野菜 肯定的な意見 （4件） ・絵本「やさいのおなか」は見ながら考えられるのでとても興味を持って見ていた

・実際の野菜の切り口を「やさいのおなかと一緒やな」，「ちょっと違うな」と絵本を比較しながら見ていた

第2回 いも 肯定的な意見 （3件） ・「土の匂いがする」，「つるつるする」，「固い」などと言いながら，いもを触ることを楽しんでいた

・食べ物カードを見て「今日のお弁当に入っている」などと発言していた

第3回 米 肯定的な意見 （5件） ・紙芝居を見ながら「おにぎり，作ったことある」，「鮭をほぐして入れたらおいしい」などと体験したことを話していた

・「今日の給食はごはんとおかずを交互に食べてみる」などと意欲的な発言があった

第4回 大豆 肯定的な意見 （4件） ・「納豆，大好き」，「味噌汁の匂いがする」，「豆腐は匂わないね」などと発言しながら，納豆，味噌，豆腐を観察していた

・食べ物カードの中には，普段食べることがないものもあったようで，真剣に考えていた

第5回 魚 肯定的な意見 （1件） ・「ふぐはまん丸やな」，「いかの頭は三角やな」などと魚介類の特徴をとらえ，発言していた

（5歳児食育）

第1回 ちまき 肯定的な意見 （2件） ・ちまきを知らない園児も多く，こどもの日にちまきを食べるいわれを知るよい機会となった

・ちまきを観察し，「草の匂いがする」，「べたべたする」，「食べたくなってきた」など色々な言葉で表現していた

第2回 食べ物ピラミッド 肯定的な意見 （3件） ・最初は食べ物の色と3つの仲間の色を混同している園児もいたが，繰り返すうちにわかってきているようだった

・食育後，保育室に食べ物ピラミッドを置いたところ，子どもたちがピラミッドを見ながらよく話をしていた

第3回 おにぎり 肯定的な意見 （3件） ・母の日に料理を作ることを通して感謝の気持ちを伝えた園児がおり，そのことをとりあげ，話を進めると理解が深まったように思う

・「お父さんには～のおにぎり，お母さんには～のおにぎり，お兄ちゃんには…」と，おにぎりを食べている家族の絵を描くことを楽しんでいた

第4回 オムライス 肯定的な意見 （1件） ・食べ物ピラミッドの振り返りをする際，回数を重ねるにつれ食材そのものの色に左右される園児の数が減ってきた

第5回 七夕そうめん 肯定的な意見 （4件） ・幼稚園内で育てているトマトやオクラが出てくるとよく反応していたが，冬瓜は知らない園児がほとんどで夏野菜を知るきっかけになった

・ゆがく前のそうめんは「固い」，「さらさらしている」，ゆがいたそうめんは「ベタベタする」と興味を持って見ていた

食育内容・教材について

（4歳児食育）

第1回 野菜 肯定的な意見 （2件） ・実際に園児の前で野菜を切り，切り口を見る・香りを匂うことで，より野菜に興味・関心を持って活動できた

・園児の野菜への意識や日頃どれだけ家でお手伝いをしているかなど気付けるきっかけになった

第2回 いも 肯定的な意見 （3件）
・園児の集中力を考え，食べ物カードの写真をポテトサラダ，フライドポテト，肉じゃが，スイートポテト，さつまいもごはん，大学芋の6種類のみ
　提示したところ丁度よかった

・実際にいもに触れ「土の匂いがする」と感じとれるのはなかなかない機会なのでとてもよかった

第3回 米 工夫点 （2件） ・午後からの食育を予定していたが，昼食前に実施したところ，給食ではご飯とおかずを交互に食べることをとても意識していたように思う

・紙芝居を見ながら話を聴くという内容なので，園児が集中できるよう枚数を減らし，順番も工夫した

第4回 大豆 肯定的な意見 （1件）
・園児たちが大豆製品や食べ物についてよく知っているなという印象を受け，家庭においても大豆から作られているもの，そうでないものなどの話
　をしている様子を感じとれた

課題 （1件） ・がんもどき，厚揚げ，薄揚げ，うどん，もち，ちくわ，ソーセージの食べ物カードを提示したところ，わからなくて迷っていたように思う

第5回 魚 肯定的な意見 （1件）
・サザエなど知っているかなと思った魚介類でも知っていたり，意外にもイカを食べたことがないという子どもがいたり，保育者にとっての
　新たな「気づき」もあり，大変勉強になった

工夫点 （1件） ・グループの人数に合わせ魚・貝カードの枚数を調整し，名前の発表は全員が参加できるようにするなど工夫した

（5歳児食育）

第1回 ちまき 肯定的な意見 （1件） ・ちまきを作る家庭は少ないと思うので，作る手順だけでなく，日本の伝統や行事を知る機会になり，よかったと思う

課題 （1件） ・「ちまきの手遊び」がわからなかったことと，「背比べ」の楽譜があるとよかったと思った

第2回 食べ物ピラミッド 肯定的な意見 （1件） ・食育実施者が食べ物ピラミッドについて事前に学ぶ機会があったため自信を持って園児に向けて食育を行うことができ，保育者自身の学びも大切だと感じた

課題 （1件） ・3つの仲間の働きについて園児に上手く説明できず，伝わりにくかったように思う

第3回 おにぎり 課題 （3件） ・園児に“おむすび”は作る人と食べる人の心を“むすぶ”ことを伝えるのが難しかった

・時間が取れず，おにぎりを食べている家族の絵を描くことは省いた

第4回 オムライス 工夫点 （1件） ・第2回と同じような内容であったため，食育案にはなかったが，オムライスの材料である野菜の実物を見せ，触ったり匂いをかいだりした

第5回 七夕そうめん 肯定的な意見 （1件） ・ゆがく前のそうめんとゆがいたそうめんを触ることは，直接手で触って感じることができるので，園児にとってはわかりやすく興味を持つことができた

課題 （1件） ・園児がゆでたそうめんを掴んでしまいぐちゃぐちゃになってしまい，園児にはそうめんの扱いが難しいと感じた
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２．幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価 

1）保護者を対象とする質問紙の回収状況 

子どもと保護者の食生活に関する調査の質問紙回収数（回収率）は，4歳児食育実施前 106名

（88.3％），5歳児食育実施後 82名（68.3％）であった．4歳児食育終了時調査の質問紙回収数（回

収率）は 80名（66.7％），5歳児食育終了時調査は 81名（67.5％）であった．4歳児ならびに 5

歳児食育終了時調査にて「食育だよりを読んだ程度」についての回答が未記入の保護者を除く 65

名（追跡率 54.2％）を解析対象とした．なお，食育だよりを読んだ程度について「ほとんど読ま

なかった」の回答はみられず，回答に欠損値がみられた調査項目は，項目ごとに除外し解析を行

った． 

2）保護者の年代，職業，家族構成 

保護者の年代は，20歳代 4名（7.1％），30歳代 34名（60.7％），40歳代 18 名（32.1％）であ

った．職業は，専業主婦 39名（70.9％），パート・アルバイト 13名（23.6％），自営業 3名（5.5％）

であった．家族構成は 55名（98.2%）が親・子の 2世代であり，祖父母・親・子の 3世代は 1名

（1.8％）であった．食育だよりを全て・一部読んだの 2 群間に基本属性の差はみられなかった． 

3）食育だよりを読んだ程度別にみた家庭における食育の実施状況（表 4-3） 

 4 歳児食育では，食育だよりを全て読んだ保護者の家庭において，4 歳児食育の全般にわたり，

幼稚園での食育を家庭でよく実践しており（p＝0.009），題材別にみると，“野菜”（p＝0.005），

“米”（p＝0.014），“魚”（p＝0.007）において有意差がみられた．「子どもによる食育内容の家族

への伝達」，「教材として用いた食べ物に関する家族との会話」については，食育だよりを全て・

一部読んだの 2群間に差はみられなかった． 

5歳児食育では，食育だよりを全て読んだ保護者の家庭において，5歳児食育の全般にわたり，

「子どもによる食育内容の家族への伝達」（p＝0.007），「子どもによる家庭での料理または工作の

催促」（p＝0.008），「親子での料理または工作の実践」（p＝0.005）がよくなされており，題材別

にみると，伝達ならびに催促状況では“オムライス”（伝達：p＝0.008，催促：p＝0.009），“七夕

そうめん”（伝達：p＝0.005，催促：p＝0.032），実践状況では“ちまき”（p＝0.023），“食べ物ピ
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ラミッド”（p＝0.036）において有意差がみられた． 

4）食育だよりを読んだ程度別にみた子どもと保護者の食生活状況（表 4-4） 

65 名の解析対象者のうち，4 歳児食育実施前ならびに 5 歳児食育実施後の「子どもと保護者の

食生活に関する調査」が揃っている 49名（追跡率 40.8％）について解析を行った． 

5 歳児食育実施後において，食育だよりを全て読んだ群と一部読んだ群を比較すると，子ども

による「料理の手伝い」（p＝0.046），「食事の催促」（p＝0.005），「食べ物に関する話」（p＝0.027），

「食事への感想」（p＝0.026）に差がみられ，食育だよりを全て読んだ保護者は「よくする」また

は「よく言う」と回答した者が多かった．「子どもが料理の手伝いをよくする」と答えた保護者は

食育だよりを全て読んだ群 10名（37.0％），一部読んだ群 4名（18.2％）であった． 

加えて，「子どもとの食べ物・料理についての会話」（p＝0.031），「家庭における食育の認識」

（p＝0.040）について差がみられ，食育だよりを全て読んだ保護者は「子どもと食べ物・料理に

ついて会話をよくする」，「家庭での食育を実践している」と回答した者が多かった．「子どもと食

べ物・料理について会話をよくする」と答えた保護者は食育だよりを全て読んだ群 12名（44.4％），

一部読んだ群 5名（22.7％）であった． 
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表 4-3 食育だよりを読んだ程度別にみた家庭における食育の実施状況 

8
2

 

第
３
章
 

全て読んだ群（n=34） 一部読んだ群（n=31） p値* 全て読んだ群（n=34） 一部読んだ群（n=31） p値*

子どもによる食育内容の家族への伝達状況（よく伝えた/少し伝えた/あまり伝えなかった） 子どもによる食育内容の家族への伝達状況（よく伝えた/少し伝えた/あまり伝えなかった）

4歳児食育全般 10.00（9.00，12.00） 10.00（8.00，11.00） 0.41 5歳児食育全般 11.00（9.00，12.00） 10.00（7.00，11.00） 0.007

第1回 野菜 2.00（2.00，3.00） 2.00（2.00，3.00） 0.39 第1回 ちまき 2.00（2.00，3.00） 2.00（2.00，3.00） 0.46

第2回 いも 2.00（2.00，3.00） 2.00（1.00，3.00） 0.58 第2回 食べ物ピラミッド 3.00（2.00，3.00） 2.00（1.00，3.00） 0.067

第3回 米 2.00（1.00，2.00） 1.00（1.00，2.00） 0.09 第3回 おにぎり 2.00（1.00，2.00） 2.00（1.00，3.00） 0.67

第4回 大豆 2.00（2.00，3.00） 2.00（1.75，3.00） 0.81 第4回 オムライス 2.00（1.00，3.00） 1.00（1.00，2.00） 0.008

第5回 魚 2.00（1.00，2.25） 2.00（1.00，2.00） 0.32 第5回 七夕そうめん 2.00（1.75，3.00） 1.00（1.00，2.00） 0.005

教材として用いた食べ物に関する家族との会話状況（よく話した/少し話した/あまり話さなかった） 子どもによる家庭での料理または工作の催促状況（よく催促した/少し催促した/あまり催促しなかった）

4歳児食育全般 11.00（10.00，13.00） 10.00（9.25，11.00） 0.17 5歳児食育全般 11.00（10.00，12.50） 9.00（6.00，11.00） 0.008

第1回 野菜 2.00（2.00，3.00） 2.00（2.00，3.00） 0.22 第1回 ちまき 3.00（2.00，3.00） 2.00（1.00，3.00） 0.32

第2回 いも 2.00（2.00，3.00） 2.00（1.00，3.00） 0.39 第2回 食べ物ピラミッド 3.00（2.00，3.00） 2.00（1.00，3.00） 0.055

第3回 米 2.00（2.00，2.50） 2.00（1.00，2.00） 0.069 第3回 おにぎり 2.00（1.00，3.00） 2.00（1.00，3.00） 0.25

第4回 大豆 2.00（2.00，3.00） 2.00（1.75，3.00） 0.94 第4回 オムライス 2.00（1.50，3.00） 1.00（1.00，2.00） 0.009

第5回 魚 2.00（2.00，3.00） 2.00（1.00，2.25） 0.48 第5回 七夕そうめん 3.00（1.00，3.00） 1.00（1.00，2.00） 0.032

家庭における食育実践状況**（よく実践した/少し実践した/あまり実践しなかった） 親子での料理または工作の実践状況（作った/作らなかった）

4歳児食育全般 11.00（8.00，13.00） 8.00（7.00，11.00） 0.009 5歳児食育全般 8.00（6.50，8.50） 6.50（6.00，8.00） 0.005

第1回 野菜 2.00（2.00，3.00） 2.00（1.00，2.00） 0.005 第1回 ちまき 1.50（1.00，2.00） 1.00（1.00，1.00） 0.023

第2回 いも 2.00（1.00，2.00） 1.00（1.00，2.00） 0.13 第2回 食べ物ピラミッド 2.00（1.00，2.00） 1.00（1.00，2.00） 0.036

第3回 米 3.00（2.00，3.00） 2.00（1.00，3.00） 0.014 第3回 おにぎり 2.00（1.00，2.00） 2.00（1.00，2.00） 0.56

第4回 大豆 2.00（1.00，2.25） 2.00（1.00，3.00） 0.95 第4回 オムライス 1.00（1.00，2.00） 1.00（1.00，1.00） 0.094

第5回 魚 2.00（1.75，3.00） 1.00（1.00，2.00） 0.007 第5回 七夕そうめん 1.50（1.00，2.00） 1.00（1.00，2.00） 0.065

回答に欠損値がみられた場合は，項目ごとに除外した

食育毎に各項目の中央値（25パーセンタイル値，75パーセンタイル値）を示した

*：望ましい回答から順に3-1点を付し，Mann-WhitneyのU検定を行った

**：幼稚園での食育内容を家庭で子どもと一緒に復習することを「家庭における食育実践」とした

4歳児食育 5歳児食育
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表 4-4 食育だよりを読んだ程度別にみた子どもと保護者の食生活状況 

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

子どもについて

食事準備の手伝い*

よくする 15 55.6 18 66.7 13 59.1 12 54.5

時々する 10 37.0 7 25.9 6 27.3 8 36.4

あまりしない 2 7.4 2 7.4 3 13.6 2 9.1

料理の手伝い*

よくする 6 22.2 10 37.0 4 18.2 4 18.2

時々する 19 70.4 15 55.6 13 59.1 12 54.5

あまりしない 2 7.4 2 7.4 5 22.7 6 27.3

親子での買い物*

よく行く 17 63.0 17 63.0 14 63.6 11 50.0

時々行く 10 37.0 10 37.0 7 31.8 11 50.0

あまり行かない 0 0.0 0 0.0 1 4.5 0 0.0

食事の催促*

よくする 22 81.5 24 88.9 16 72.7 12 54.5

時々する 4 14.8 3 11.1 3 13.6 6 27.3

あまりしない 1 3.7 0 0.0 3 13.6 4 18.2

食べ物に関する話*

よくする 16 59.3 16 59.3 8 36.4 6 27.3

時々する 10 37.0 10 37.0 14 63.6 14 63.6

あまりしない 1 3.7 1 3.7 0 0.0 2 9.1

食事への感想*

よく言う 20 74.1 22 81.5 13 59.1 11 50.0

時々言う 7 25.9 4 14.8 9 40.9 10 45.5

あまり言わない 0 0.0 1 3.7 0 0.0 1 4.5

保護者について

家族で食卓を囲む工夫*

よくしている 16 59.3 19 70.4 7 31.8 11 50.0

時々している 10 37.0 7 25.9 10 45.5 4 18.2

あまりしていない 1 3.7 1 3.7 5 22.7 7 31.8

子どもとの食べ物・料理についての会話*

よくする 13 48.1 12 44.4 6 27.3 5 22.7

時々する 13 48.1 15 55.6 16 72.7 13 59.1

あまりしない 1 3.7 0 0.0 0 0.0 4 18.2

「料理を一緒に作ろう」と子どもへの声かけ*

よくする 1 3.7 3 11.1 1 4.5 3 13.6

時々する 18 66.7 18 66.7 9 40.9 9 40.9

あまりしない 8 29.6 6 22.2 12 54.5 10 45.5

食育への関心**

大事なこと 27 100.0 26 96.3 16 72.7 18 81.8

よくわからない 0 0.0 1 3.7 6 27.3 4 18.2

家庭における食育の認識**

食育を実践している 22 81.5 23 85.2 17 77.3 13 59.1

食育を実践していない 5 18.5 4 14.8 5 22.7 9 40.9

*：同一群の前後比較にはWilcoxonの符号付順位検定，食育だよりを全て・一部読んだの2群比較にはMann-WhitneyのU検定を行った

1.00 0.130 0.21 0.031

**：同一群の前後比較にはMcNemar検定，食育だよりを全て・一部読んだの2群比較にはχ2検定を行い，期待度数5未満のセルが20％以上ある場合はFisherの正確確率検定を
　 適用した

全て読んだ群（n=27） 一部読んだ群（n=22） 群間差ｐ値

4歳児食育実施前 5歳児食育実施後
ｐ値

4歳児食育実施前 5歳児食育実施後

0.71 0.18 0.27 0.026

0.32 0.48 0.025 0.055

0.083 0.19 0.40 0.005

1.00 0.16 0.16 0.027

0.10 0.71 0.27 0.046

1.00 0.48 0.94 0.37

ｐ値
4歳児食育
実施前

5歳児食育
実施後

0.41 1.00 0.97 0.41

1.00 0.29 0.74 0.040

0.16 0.210 0.11 0.21

1.00 0.63 0.005 0.16
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Ⅳ．考察 

１．幼児期における食育の進め方と幼稚園教諭による食育プログラム実施に向けての課題 

幼児期の食育は，単に「わかる」，「わからない」などといった食に関する知識や，「できる」，

「できない」などといった技能の習得等だけに目を向けるのではなく，発達段階に応じた日常的

な経験を積み重ねるなかで，豊かな心情，意欲および態度を身に付けることを目標としている 21）．

そのために必要な「経験の内容」を組み立てるにあたっては，食が持つ多様な役割に着目し，多

面的な視点で捉えることが重要であり，幼児食育のガイドラインといえる“保育所における食育

に関する指針”20）には，「食と健康」，「食と人間関係」，「食と文化」，「いのちの育ちと食」，「料

理と食」の 5 つの観点が示され，相互に関連を持ちながら展開していくことと記されている．そ

こで，食育プログラム作成にあたり，まず幼稚園教諭とともに幼児の発育発達と食育の進め方に

ついて検討した．このプロセスを踏まえることにより，食育プログラム試行時においては，幼稚

園教諭が食育の意義やねらいを理解し，実施することができた 18）． 

本研究において食育プログラム作成に携わっていない幼稚園教諭による実施としたところ，4

歳児の食育案については，幼稚園教諭にとってわかりやすく，使いやすい内容であることが確認

されたものの，5歳児食育の題材“ちまき”，“食べ物ピラミッド”，“おにぎり”では，「料理のい

われや食べ物の働きについて園児に伝えることや教材の使い方が難しかった」などの自由記述が

みられ，課題が確認された．5 歳児食育は食品から料理へと学びを発展させる内容であり，食育

の担当者は食べ物，料理の基礎知識，食べ物と健康，行事食といった応用知識とともに，園児へ

どのように伝えたらよいか，教授法を理解していることが欠かせない． 

本プログラムでは，園児への食育の担い手は第一に幼稚園教諭であり，園児が日々の幼稚園活

動のなかで楽しく食の体験を重ねていくことを通して食への親しみを持つとともに，幼稚園での

食育を家族に伝え，家庭での食育へとつなぐことをねらいとしており，幼稚園教諭の担う役割は

大きいものとなる．そこで，多くの幼稚園教諭が活用できる汎用性の高い食育プログラムとなる

よう，食育案には園児への伝え方や教材の使い方，参考資料には食育実施に必要となる食や栄養

に関する知識を詳細に記載するなど，指導者ガイドをさらに充実させる必要があると考える． 
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２．食育だよりを活用した保護者への食育による家庭における食育推進 

食育だよりを介した保護者への食育は，料理講座などに比べ準備の負担も少なく全ての保護者

に対して働きかけることができ，保護者にとっては任意の時間に食育を受けることができるとい

うメリットがある 22）．本プログラムにおいては，幼稚園での食育内容の紹介に加え，子どもと一

緒に取り組む食育情報や子どもへの声かけなどを食育だよりに記載することで，保護者も食につ

いて学び，家庭での食育につなぐよう工夫した．その結果，4・5歳児食育を通して保護者が食育

だよりを全て読んだ家庭において，4歳児食育では家庭での食育内容の復習，5歳児食育では子ど

もによる食育内容の伝達，料理・工作の催促と実践がよくなされたことから，幼稚園と家庭が連

携する食育実践のためのツールとして食育だよりが有用となり得るものと確認した．本プログラ

ムが 4歳から 5歳にかけての継続した食育であり系統立てた学びとしていること，5歳児食育は，

幼稚園における食育テーマとした料理・工作を家庭において親子で臨み，園での学びを実体験す

る内容としており，4 歳児食育に比べ 5 歳児食育において家庭での食育がよくなされたものと考

える． 

一方，5 歳児食育において，親子での料理または工作についてよく実践されていた題材をみる

と“ちまき”，“食べ物ピラミッド”であり，日常的に食べる料理である“おにぎり”，“オムライ

ス”などは保護者が食育だよりを読んだ程度による差はみられなかった．また,5歳児食育実施後，

食育だよりを全て読んだ保護者は一部読んだ保護者に比べ，子どもならびに自身の食生活につい

て肯定的な回答がみられ，日々の生活を通した食育実践につながりつつある様子が窺えたものの，

「子どもが料理の手伝いをよくする」，「子どもと食べ物・料理について会話をよくする」との回

答は約 4割にとどまり，「家庭における料理を介した食育実践」を十分促すには至らなかった．「食

事づくり」は単に調理技術の習得ではなく，子どもたちの食生活・食行動全般と大きく関わり，

食に対する積極性を引き出す可能性を持つとの報告 23）がなされており，今後に向けて「親子で会

話を楽しみながら作って食べることの意義」を記載するなど食育だよりを改良するとともに，ど

のような情報提供を行うことが有用であるかについて，詳細に検討していくこととする．加えて，

家庭での食育を促すためには幼稚園教諭による保護者への働きかけが重要となる．より多くの保
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護者が食育だよりを読み，幼稚園における食育を踏まえた日々の生活を通した食育実践につなが

るよう，「お子さんが食育だよりを持って帰ります」，「家庭でお子さんと一緒に取り組みましょう」

と降園時に幼稚園教諭が保護者に声かけをするなど，幼稚園と家庭の連携を一層図る工夫が必要

であると考える． 

３．本研究の限界 

本研究は，協力の得られた 3 園 4 クラスでの実施であり，保護者の属性において，家庭での子

どもへの関わりに影響すると考えられる要因（第一子か否か，兄弟姉妹がいるか等）について把

握をしていなかった．また，4 歳児ならびに 5 歳児食育終了時調査にて食育だよりを読んだ程度

についての回答が揃っている者を解析対象としたところ，参加者総数の半数に減じ，限られた保

護者の評価となったこと，各回の食育を思い出しながらの回答としたことが評価法の課題として

残された． 

 

Ⅴ．結論 

本研究は，作成した食育プログラムの汎用性ならびに，保護者への食育ツールとした食育だよ

りの有用性について検討することを目的とした．その結果，4 歳児の食育案は幼稚園教諭にとっ

てわかりやすく，使いやすい内容であることが確認された一方，5歳児の食育案においては，「料

理のいわれや食べ物の働きについて園児に伝えることや教材の使い方が難しかった」といった意

見があり課題がみられた．食育だよりを用いた保護者への食育は，幼稚園と家庭をつなぐ食育推

進の一法となることが示唆された． 
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Ⅰ．はじめに 

作成した食育プログラムについて，第２章ではプログラムを協同作成した幼稚園教諭，第３章

ではプログラム作成に携わっていない幼稚園教諭による実施を行い，その評価により，概ね幼稚

園教諭にとってわかりやすく，使いやすい内容であることを確認した1,2）．第１章において，食育

実施にあたり幼稚園教諭の抱える課題として「何をすればよいかわからない」，「時間がない」が

上位に挙げられ，食育をどのように進めるかについて具体的に提示することが求められている現

状が確認された3）ことより，標準的な幼児食育プログラム（食育案ならびに教材，参考資料，保

護者配布用のおたより）としてまとめた． 

幼稚園・保育所における主な食育担当者は幼稚園教諭・保育士であることが報告されている4,5）．

発達期にある子どもは周囲の人たちの行動を観察・模倣し，生活行動を体得していく6）ことから

も，保育者が主体的に食育に関わりロールモデルとしての役割を担い，子どもたちが幼稚園・保

育所等での活動を通して食生活の基礎を学ぶことが期待される．一方，第１章において，幼稚園

教諭の食や食育に関する知識やスキルには課題がみられ3），日本学術会議「食生活の提言」におい

ても，同様の指摘がなされている7）．これらより，望ましい幼児食育実践にあたっては，保育者が

食や食育に関わる知識やスキルを体得することができる研修を行うことが欠かせないものといえ

る． 

 そこで，幼児食育プログラムを普及し，保育者が幼児期における食育の重要性や進め方を理解

し，望ましい実践につなぐことを目指す食育研修を実施した． 

 

Ⅱ．食育研修の実施 

１．対象および案内方法 

大阪市内の公・私立幼稚園・保育所園・こども園 644 施設に勤務する幼稚園教諭・保育士等を

対象とした．研修に先立ち，大阪市教育委員会，大阪市私立幼稚園連合会，大阪市こども青少年

局に協力を依頼し，各々より各施設に向け研修の案内ならびに募集を行った．なお，公立幼稚園

の参加受付は，当研究室が窓口となり，調整した． 
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２．研修の内容（表 5-1） 

 研修は，①講義，②食育プログラムの紹介と説明，③調理体験で構成した．講義により幼児期

の食育について理解を深めた後，食育案や教材等をみながら，標準的な幼児食育プログラムの活

用法について確認するとともに，食育実施の様子を映像でみることを取り入れた．その後，5 歳

児食育でとりあげる料理を実際に幼稚園教諭，保育士らが調理することで，子どもに伝えるポイ

ントや言葉がけを学ぶ内容とした． 

 

 

 

 

 

 

 

３．研修の実施 

2016 年 5-6 月に同一研修（表 5-1）を大阪ガス ハグミュージアム キッチンスタジオにて 4 回

開催した．公・私立幼稚園・保育所園・こども園の合同研修とし，できるだけ多くの幼稚園教諭，

保育士らが参加できるよう実施時間を 15：00-17：00 とした．指導者は食育プログラム作成に携

わった研究室員 3 名とし，調理実習時は支援スタッフ 5-6 名を動員し，安全面に配慮し，実施し

た． 

４．研修参加者を対象とする質問紙調査 

1）対象および調査方法・内容 

研修終了時に，研修参加者を対象に自記式質問紙調査を実施した．調査項目は，基本属性（性

別，年代，職種），幼児食育プログラムと幼児の発達段階との適合性，幼児食育プログラムの活用

予定とし，食育プログラムや研修について自由記述により意見を求めた．  

2）解析方法 

表 5-1 研修内容 

内容

① 講義（約25分）
・幼児の育ちに食がもたらす意義，幼児と保護者に向けた食育の重要性について
理解を深める

② 食育プログラムの
紹介と説明（約25分）

・食育案，教材，参考資料，保護者配布用おたよりをみながら，食育プログラム
の活用法を学ぶ（幼児食育プログラムを各施設1セット配布）
・食育実施の様子（保育者からの声かけや子どもたちの反応）を映像でみること
により，どのように食育を進めるとよいか，理解を深める

③ 調理体験（約70分）
・5歳児食育でとりあげる料理（3色おにぎり，おすまし，ヘルシーオムライス）
を実際に保育者が調理することで，子どもに伝えるポイントや言葉がけを学ぶ
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項目ごとに単純集計を行った．自由記述については研究者 1 名が記述内容を分類し，他の研究

者 1名が確認し，最終的な分類を行った．  

 

Ⅲ．研修参加者による幼児食育プログラムの評価 

１．参加者数ならびに質問紙回収状況 

304 施設 306 名の参加があり，質問紙回収数は 302 名（回収率 98.7％）であった．なお，回答

に欠損値がみられた調査項目は，項目ごとに除外し集計を行った．  

２．参加者の基本属性（表 5-2） 

参加者の大部分が女性であり，年代は 20 歳代 116名（38.8％），30歳代 76名（25.4％），40歳

代以上 107 名（35.8％），職種は保育士 102 名（33.9％），管理栄養士／栄養士 76 名（25.2％），

幼稚園教諭 42名（14.0％）が多かった． 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-2 研修参加者の基本属性 

（人） （％）

性別 （n=301）

女性 292 97.0

男性 9 3.0

年代 （n=299）

20歳代 116 38.8

30歳代 76 25.4

40歳代 61 20.4

50歳代 40 13.4

60歳代以上 6 2.0

職種 （n=301）

保育士 102 33.9

管理栄養士／栄養士 76 25.2

幼稚園教諭 42 14.0

養護教諭 37 12.3

調理師 23 7.6

保育教諭 8 2.7

園長／施設長 5 1.7

複数免許 3 1.0

その他 5 1.7
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３．幼児食育プログラムと発達段階との適合性 

4 歳児食育プログラムは 4 歳児の発達段階にふさわしい内容であるかという問いに対し「ふさ

わしい」296名（99.3%），「ふさわしくない」2名（0.7%），5歳児食育プログラムは「ふさわしい」

295名（99.3%），「ふさわしくない」2名（0.7%）との回答であった． 

４．幼児食育プログラムの活用予定 

幼児食育プログラムの活用予定をたずねたところ，「本日の食育プログラムを参考に現在の食育

内容や方法を検討する」207 名（69.5％），「本日の食育プログラムを実施してみようと思う」84

名（28.2％），「現在実施している食育を継続する」7名（2.3％）であった． 

５．幼児食育プログラムや食育研修に対する自由記述（表 5-3） 

273 名より回答を得た．「プログラムを活用し食育を実施したい」との意見が最も多く，「すぐ

に役立つ食育案・教材が有難い」，「子どもへの食育の進め方がわかった」，「調理を体験したこと

により食育のポイントがわかった」が上位に挙がった．一方で，食物アレルギー児への対応とい

ったニーズもみられた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-3 幼児食育プログラムや食育研修に対する自由記述 
（n=273）

（人） （％）

プログラムを活用し食育を実施したい 81 29.7

すぐに役立つ食育案・教材が有難い 49 17.9

子どもへの食育の進め方がわかった 42 15.4

調理を体験したことにより食育のポイントがわかった 36 13.2

食育実施上の制限（安全・衛生面，食物アレルギー，時間など）がある 23 8.4

食・食育の大切さを確認できた 18 6.6

調理を介した食育内容は，子どもが参加しやすく，興味が持てるよう，
よく考えられている

18 6.6

実際に調理をしたことが楽しかった，美味しかった 13 4.8

食物アレルギー児への対応で悩んでいる 12 4.4

実施上の制限はあるものの食育に調理をとりいれたい 11 4.0

料理を介した食育の良さを実感した 10 3.7

保護者への啓発をしていきたい 10 3.7

研修内容を施設で報告し，共有したい 9 3.3

研修の時間や準備等の改善要望 9 3.3

保護者との関わり・啓発が難しいと感じている 9 3.3

幼児の食生活が気になっている 8 2.9

この様な研修があれば今後も参加したい 6 2.2

素材の美味しさを改めて感じた 6 2.2
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Ⅳ．今後に向けて 

望ましい幼児食育実践につなぐにあたっては，保育者が幼児期における食育の重要性や進め方

を正しく理解し，主体的に食育に取り組む態度形成を促すとともに，食育に必要なスキルを習得

することが欠かせない 8,9）．そこで，講義と参加型学習を組み合わせ，保育者の主体的な学びとな

るよう工夫した．自由記述をみると，「プログラムを活用し食育を実施したい」，「すぐに役立つ食

育案・教材が有難い」といった食育実施に向けての動機付けとなった様子や，「子どもへの食育の

進め方がわかった」，「調理を体験したことにより食育のポイントがわかった」といった食育に関

する理解が深まった様子が窺え，保育者にとって有用となる幼児食育プログラムであることを確

認した． 

本研修は調理実習を伴う内容であり，研修会場・回数を十分担保することができ兼ねた．これ

より，全施設の参加は難しく，研修未参加施設に対しては，大阪市教育委員会，大阪市私立幼稚

園連合会，大阪市こども青少年局，大阪市私立保育園連盟を介して幼児食育プログラムを送付し，

大阪市内 420施設（幼稚園 79.1％，保育所園・こども園 59.5％，全体 65.2％）に配布した． 

幼児期の体験や学びは“連続性を持つこと”が重視されており 10,11），幼稚園・保育園等での食

の学びを家庭につなぎ日々の生活を通して食の体験を積み重ねることができるよう，幼稚園・保

育園等と家庭が連携し食育を進めることが重要となることから，保護者とともに保育者の担う役

割は大きいものとなる．今後，保育者が必要としている食育情報提供・環境支援を整理・検討し，

幼児食育推進に向けて継続支援を進めていくこととする． 
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資料 5-1 食育研修参加者対象の調査票 
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第５章                             

幼児の母親を対象とする食・健康講座の実施と評価 
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Ⅰ．緒言 

わが国において，生活習慣病が死因の約 6割 1），一般医療費の約 3割 2）を占め，生活習慣病の

予防は国民的課題となっており，2008年より 40歳から 74歳の国民を対象にメタボリックシンド

ロームに着目した特定健診・特定保健指導制度が実施されている．早期からの取組が望まれるも

のの，40 歳未満者に対しては十分なされているとはいえない状況である 3）． 

20歳代後半から 30歳代は，メタボリックシンドローム予防において重要なステージである 4）

ことに加え，生涯にわたる健全な生活習慣の基礎づくり期にある乳幼児を育てる“子育て世代”

でもあり，家族で健康的な生活を営むことが望まれる．新健康フロンティア戦略 5）では，家族一

人ひとりの健康基盤を支える上で家庭が重要な役割を担うことを改めて確認するとともに，食卓

を介して家族がふれあう機会を広げ，健康的な生活習慣を身に付けることができるよう「親の健

康づくりと健康知識の次世代への伝承（親力・家庭力の涵養）」を課題としている．一方，国民健

康・栄養調査 6）・食育の現状と意識に関する調査 7）において，20-30歳代は主食・主菜・副菜の

揃ったバランスの良い食事ができていない，野菜の摂取量が少ない，運動習慣のある者が少ない

等，不健康な生活習慣が散見される． 

こうしたなか，家庭における食事づくりの担い手は母親であることが多く 8,9），盛んな成長期に

ある乳幼児を育てる母親が健康的な食生活管理を担うことは欠かせないものといえる．これまで

の子育て世代の母親を対象とする取組は，市区町村保健センター，子育て支援センター等におい

て，子どもの食生活管理に焦点をあてたものが多く，家族がともに健全な食生活を営むことを目

指した支援は少ない現状にある 10）．砂川ら 11）は，乳幼児を持つ母親は子どもの生活習慣や健康に

は気を付けているものの，自身の生活習慣や健康には関心を持てていないと報告している．堤ら

12）により，乳幼児を持つ母親に対して家族の食生活管理の視点を含めた食育を行うことで子ども

から大人まで家族全員の健康管理につながるとの提案がなされている一方で，そのような講座を

実施し，評価を行っている報告はみられない．また，幼稚園，保育所において食育が推進されつ

つあるものの，「子ども」を中心としたものであり，保護者を対象とする家庭での食生活管理に関

する支援はみあたらない． 
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本研究では，保護者が日々子どもの送迎をする幼稚園を教育の場とする新たな食育として，母

親自身が望ましい食・健康管理の知識・態度・スキルを身に付け，メタボリックシンドローム予

防を視野に入れ子どもを含む家族の健康づくりにつなぐ講座を実施し，その評価を行った． 

 

Ⅱ．方法 

１．対象 

 大阪市内の公・私立幼稚園園長の協力により，食・健康講座の実施ならびに保護者への調査が

可能な公立幼稚園，私立幼稚園各 1園を選出した．各幼稚園から食・健康講座の募集おたよりを

配布し，公立幼稚園 8名，私立幼稚園 21名，計 29名の参加を希望した幼稚園児の母親を対象と

した． 

２．食・健康講座の概要 

家庭において食事づくりの中心的役割を担う母親が，自身ならびに家族の食・健康管理をどの

ようにすすめればよいかを正しく理解し，主体的に取り組む態度形成を促しつつ必要なスキルを

習得したうえで，メタボリックシンドローム予防を視野に入れた望ましい家族の食・健康管理が

できることをねらいとする内容・構成とし，参加型学習とした（表 6-1）．第 1回は日々の食生活

が自身や家族の健康管理に欠かせないことを知り 1食の献立構成について学ぶ，第 2回はバラエ

ティ豊かな食事づくりを目指し，食材選択・調理技法の工夫を学ぶ，第 3回は親子体操などによ

り楽しく身体活動量を増やす工夫を学ぶ，第 4回は野菜料理のレパートリーを増やす工夫を学ぶ，

第 5回は継続して取り組むポイントを学ぶことをねらいとした．実践に向けてワークシートを活

用し，家族と楽しみながら取り組むことに重点を置いた． 
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３．食・健康講座の実施 

2012 年 9-11月にかけて，2幼稚園の各園室において，同一の指導者が 5回シリーズの講座を同

じ内容にて実施した．母親が参加しやすい時間帯となるよう登園後または降園前の 1時間とし，

指導者は管理栄養士 1名，管理栄養士養成課程学生 1名とした．なお，欠席者には幼稚園教諭を

介して講座で用いた資料や課題プリントを配布し，次回の参加時に指導者が欠席講座の学習内容

を伝えた． 

４．評価方法 

講座前後に自記式質問紙調査，食事内容のセルフチェック，歩数記録を実施した． 

1）質問紙調査 

第 1回講座開始前，最終回講座終了直後に同一の質問紙調査を行った．質問紙は参加者がその

場で記入し回収した．なお，欠席者には幼稚園教諭を介して質問紙を配布し，後日回収した．調

査項目は，食生活指針 13）ならびに食育の現状と意識に関する調査 7），村山らの研究 14）を参考に，

メタボリックシンドロームの認識，食・健康管理に関する知識・態度・料理スキル，朝食ならび

に夕食の共食状況，自身や家族の食・健康管理における認識（態度）・実践状況とした．自身や家

族の食・健康管理に関する項目は，学習内容となる①主食・主菜・副菜の揃った食事を 1日に 2-3

回食べる，②旬の食材を使うようにする，③野菜料理を 1日に 2-3回食べる，④素材の味を活か

表 6-1 食・健康講座“家族 de元気”の内容 

テーマ 内容 課題・配布物

・メタボリックシンドロームについて理解を深める ・歩数（7日）と食事内容（1日）を記録する *

・食事と運動のセルフコントロールにより健康管理を行う大切さを知る

・食べ物ピラミッドを用いて日頃の食事を振り返り，健康的な食事の
　組み合わせ（1食の献立構成）を学ぶ

・普段よく作る魚・肉料理について意見交換を行い，料理レパートリー
　を増やす

・講座で作成した献立を家庭で調理し，家族からコメントを

 もらう*

・食材や調理技法の選び方によりエネルギー量が大きく異なること，
 1週間の献立作成のポイントを学び，食生活管理に活用する

・主菜料理レシピの配布
　（料理を作る過程で子ども用に取り分け食べやすくする工夫や
　 子どもと一緒に作れるよう“お手伝いポイント”を記載）

・食材と調理技法を工夫し，主食・主菜・副菜を組み合わせた献立を作成する

・歩数記録（第1回課題）から，自身の日常の身体活動量を知る ・親子ふれあいブンブン体操の資料配布

・日常生活で身体活動量を増やす工夫を学ぶとともに，子どもと
 一緒にできる“親子ふれあいブンブン体操”を体験する

・実物の野菜を用いて，1日の野菜摂取概量（350g）を知る ・野菜料理レシピの配布

・簡単な朝食におすすめの野菜料理について意見交換し，
　野菜料理のレパートリーを増やす

・わが家にどのような野菜があるか，その中に旬の野菜が

 あるか，子どもと一緒に探す（冷蔵庫探検） *

・旬の食材を知り，美味しさと栄養価，経済性を学ぶ ・歩数（7日）と食事内容（1日）を記録する *

第5回
家族でスマイル！健康管理マスター

-家族みんなの健康は食生活管理から！-
・クイズによる講座の復習から生活実践へつなぐ

・望ましい食生活管理の継続に向けて，一汁三菜の配膳と
 ワンポイントアドバイスを記載したランチョンマットの配布

*：各々，次回講座にて提出することとした

レッツ！ヘルシーダイエットライフ
-健康的な食事を知って，実践しよう！-第1回

家族で取り組むエクササイズレッスン
-身体活動量を増やす工夫を知ろう！-

シャキシャキ ベジタブル
-野菜料理のレパートリーを増やそう！-

第4回

第2回

第3回

メインディッシュでコントロール
-食材選択・調理技法を工夫し

バラエティ豊かな食事づくりを目指そう！-
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し薄味にする，⑤脂っこい料理は 1日に 1回までとする，⑥バラエティに富んだ（食材選択・調

理技法を工夫した）献立にする，⑦身体活動量を増やすの 7項目とした．講座終了時の調査では

上記項目に加え，講座満足度，母親の取組に対する家族の関心度をたずね，講座全般について自

由記述により求めた． 

2）食事内容のセルフチェック 

 参加者の負担を考慮し，平日 1日のセルフチェックとした．朝食・昼食・夕食の献立・使用食

材を記入し，各々主食（米，パン，めん類など）・主菜（魚や肉，卵，大豆製品など）・副菜（野

菜，きのこ，海草など）が揃っているかについて確認できる記録用紙を用い，第 1・4回講座時に

配布し，各々第 2・最終回講座にて回収した．指導者が献立構成を確認し，コメントを記し参加

者に返却した． 

3）歩数記録 

日常的な歩数を知り身体活動に関する認識を高めることを目的に母親と父親に活動量計を貸し

出した．第 1・4回講座時に記録用紙を配布し，母親のみ 7日間の歩数記録を行い，各々第 2・最

終回講座にて回収した後，指導者が記録用紙にコメントを記し参加者に返却した． 

５．解析方法 

講座前後の比較について，名義尺度には McNemar検定，順序尺度には Wilcoxonの符号付順位検

定を用いた．順序尺度の回答肢については，望ましい回答から順に 5-1点を付し，検定を行った．

歩数の前後比較については，対応のある t検定を用いた．講座実施前の質問紙調査結果において

2園の差はみられなかったこと，欠席者に対し幼稚園教諭を介して講座で用いた資料や課題プリ

ントを配布し，次回の参加時に指導者が欠席講座の学習内容を伝えるなどの支援により講座学習

（5回分）を提供したことより，29名の検討とした．解析には SPSS 22.0J for Windows（日本ア

イ・ビー・エム株式会社）を使用し，有意水準は 5％（両側検定）とした．自由記述の回答は研

究者 1名が記述内容を分類し，他の研究者 1名が確認し，最終的な分類を行った． 

６．倫理的配慮 

 本研究は大阪市立大学大学院生活科学研究科研究倫理委員会の承認を得て実施した．協力幼稚 
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園の園長には，途中で参加を辞退できること，一切の不利益を被ることがないよう配慮している

ことなどを口頭と書面で説明し，書面にて同意を得た．参加保護者には，第 1 回講座開始前に口

頭にて同様の説明を行うとともに，提出物等のやりとりは個人名を記した封筒を用い，回収後 ID

番号を付し，個人が特定されないようにデータ入力し，個人情報保護に十分配慮する旨を伝え，

参加意思を確認した後，講座を実施した． 

 

Ⅲ．結果 

１．講座出席率 

講座出席率は，第 1 回 19 名（65.5％），第 2 回 20 名（69.0％），第 3 回 19 名（65.5％），第

4 回 20 名（69.0％），第 5 回 17 名（58.6％）であった．各保護者の講座参加回数をみると，5

回 5名（17.2％），4回 7名（24.1％），3回 10 名（34.5％），2回 5名（17.2％），1回 2名（6.9％）

であった． 

２．質問紙の回答者数（回収率） 

質問紙の回答者数（回収率）は，講座開始時 29名（100.0％），講座終了時 26名（89.7％）で

あった．これらのうち，講座前後の質問紙が揃っている 26名について解析を行った．なお，回答

に欠損値がみられた調査項目については，項目ごとに除外し解析を行った． 

３．母親の年代，職業，家族構成 

母親の年代は 30歳代 19名（73.1％），40歳代 7名（26.9％）であった．24名のうち 22名（91.7％）

が専業主婦であり，2名（8.3％）がパート・アルバイトであった．家族構成は，25名全員が親と

子の 2世代であった． 

４．食・健康講座を通した母親の変化 

1）母親の食・健康管理に関する知識・態度・スキル，共食状況（表 6-2） 

メタボリックシンドロームについて「言葉も意味も知っている」と回答した者は，講座前 11名

（42.3％）から講座後 23名（88.5％）と増加した（p＜0.001）． 

自身や家族の食・健康管理のための知識を「かなり持っている／持っている」と回答した者は 
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講座前 14名（53.8％），講座後 15名（57.6％），自身や家族の食・健康管理について「とても大

切/大切」と回答した者は講座前 25名（96.1％），講座後 26名（100.0％）であった．「料理スキ

ル」については講座前後で差がみられ（p＝0.001），「食・健康管理のための料理スキルを持って

いる」と回答した者は講座前 5 名（19.2％），講座後 12名（46.2％）であった． 

表 6-2 母親の食・健康管理に関する知識・態度・スキル，共食状況 

（人） （％） （人） （％）

知識

メタボリックシンドロームという言葉やその意味を知っているか*

言葉も意味も知っている 11 42.3 23 88.5

言葉は知っているが意味は知らない 15 57.7 3 11.5

言葉も意味も知らない 0 0.0 0 0.0

自身や家族の食・健康管理を行うための知識を持っているか**

かなり持っている 1 3.8 1 3.8

持っている 13 50.0 14 53.8

どちらともいえない 5 19.2 8 30.8

あまり持っていない 7 26.9 3 11.5

全く持っていない 0 0.0 0 0.0

態度

自身や家族の食・健康管理を行うことは大切だと思うか**

とても大切である 20 76.9 21 80.8

大切である 5 19.2 5 19.2

どちらともいえない 0 0.0 0 0.0

あまり大切ではない 1 3.8 0 0.0

大切ではない 0 0.0 0 0.0

スキル

自身や家族の食・健康管理を行うための料理スキルを持っているか**

かなり持っている 0 0.0 1 3.8

持っている 5 19.2 12 46.2

どちらともいえない 8 30.8 5 19.2

あまり持っていない 10 38.5 8 30.8

全く持っていない 3 11.5 0 0.0

共食状況

家族揃って朝食を食べる日は週に何日あるか**

ほとんど毎日 8 30.8 6 23.1

週4-5日 3 11.5 4 15.4

週2-3日 6 23.1 9 34.6

週1日 8 30.8 3 11.5

ほとんどない 1 3.8 4 15.4

家族揃って夕食を食べる日は週に何日あるか**

ほとんど毎日 2 7.7 4 15.4

週4-5日 7 26.9 5 19.2

週2-3日 11 42.3 9 34.6

週1日 5 19.2 5 19.2

ほとんどない 1 3.8 3 11.5
*：McNemar検定
**：Wilcoxonの符号付順位検定（望ましい回答から順に5-1点を付した）

0.62

0.63

0.29

0.48

0.001

講座前（n=26） 講座後（n=26）
p値

＜0.001
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講座前において，週 4日以上家族で食卓を囲んでいる家庭は朝食では 11名（42.3％），夕食で

は 9名（34.6％）であり，朝・夕食を家族揃って週 4日以上食べている者は 5 名（19.2％）であ

った．いずれの項目も講座前後における有意な変化はみられなかった． 

2）自身や家族の食・健康管理において「大切に思うこと」，「実践していること」（表 6-3） 

講座前後を比較すると，「野菜料理を 1日に 2-3回食べる」ことへの認識（p＝0.007），実践（p

＝0.041）に差がみられ，「とても大切」と回答した者は講座前 12名（46.2％），講座後 20名（76.9％），

「実践している」と回答した者は講座前 8名（30.8％），講座後 13名（50.0％）であった．「バラ

エティに富んだ（食材選択・調理技法を工夫した）献立にする」ことへの認識（p=0.012），実践

（p＝0.033）においても前後差がみられ，「大切」と答えた者は講座前 9名（34.6％），講座後 14

名（53.8％），「あまり実践していない」と答えた者は講座前 14名（53.8％），講座後 5名（19.2％）

であった．「身体活動量を増やす」ことへの認識は講座前後で差がみられ（p＝0.005），「とても大

切」と回答した者は講座前 10名（38.5％），講座後 19名（73.1％）であった．実践面は講座前後

で有意な変化はみられなかった． 

3）セルフチェックによる食事内容 

 記録用紙の提出者は 26名のうち講座前 21 名（80.8％），講座後 11名（42.3％）であり，講座

前後のデータが揃っている 11名について解析を行った．講座にてとりあげた副菜の摂取状況をみ

ると，講座前では朝食 6名（54.5％），昼食 10名（90.9％），夕食 11名（100％），講座後では朝

食 9名（81.8％），昼食 7名（63.6％），夕食 11名（100％）であった． 

4）日常生活における歩数 

記録用紙の提出者は 26名のうち講座前 20 名（76.9％），講座後 16名（61.5％）であり，講座

前後のデータが揃っている 16名について解析を行った．7日間の歩数の平均値は講座前 7,490±

2,394歩，講座後 7,402±2,207歩であった． 

５．母親の取組に対する家族の関心度 

 母親の取組に対して家族が「関心を持っていた」または「無関心だった」かについてたずねた

ところ，子どもは 25名のうち 18名（72.0％），父親は 24名のうち 17名（70.8％）が関心を持っ 
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表 6-3 自身や家族の食・健康管理において「大切に思うこと」，「実践していること」 

1
1
1

 

 

第
５
章
 

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

主食・主菜・副菜の揃った食事を1日に2-3回食べる 主食・主菜・副菜の揃った食事を1日に2-3回食べる

とても大切である 11 42.3 17 65.4 よく実践している 1 3.8 1 3.8

大切である 12 46.2 8 30.8 実践している 10 38.5 14 53.8

どちらともいえない 2 7.7 0 0.0 どちらともいえない 5 19.2 5 19.2

あまり大切ではない 1 3.8 1 3.8 あまり実践していない 10 38.5 5 19.2

大切ではない 0 0.0 0 0.0 実践していない 0 0.0 1 3.8

旬の素材を使うようにする 旬の素材を使うようにする

とても大切である 13 50.0 14 53.8 よく実践している 1 3.8 1 3.8

大切である 11 42.3 11 42.3 実践している 15 57.7 19 73.1

どちらともいえない 1 3.8 1 3.8 どちらともいえない 3 11.5 5 19.2

あまり大切ではない 1 3.8 0 0.0 あまり実践していない 7 26.9 1 3.8

大切ではない 0 0.0 0 0.0 実践していない 0 0.0 0 0.0

野菜料理を1日に2-3回食べる 野菜料理を1日に2-3回食べる

とても大切である 12 46.2 20 76.9 よく実践している 5 19.2 6 23.1

大切である 13 50.0 6 23.1 実践している 8 30.8 13 50.0

どちらともいえない 0 0.0 0 0.0 どちらともいえない 5 19.2 3 11.5

あまり大切ではない 1 3.8 0 0.0 あまり実践していない 8 30.8 4 15.4

大切ではない 0 0.0 0 0.0 実践していない 0 0.0 0 0.0

素材の味を活かし薄味にする 素材の味を活かし薄味にする

とても大切である 12 46.2 16 61.5 よく実践している 1 3.8 3 11.5

大切である 12 46.2 7 26.9 実践している 15 57.7 15 57.7

どちらともいえない 1 3.8 3 11.5 どちらともいえない 6 23.1 5 19.2

あまり大切ではない 1 3.8 0 0.0 あまり実践していない 4 15.4 3 11.5

大切ではない 0 0.0 0 0.0 実践していない 0 0.0 0 0.0

脂っこい料理は1日に1回までとする 脂っこい料理は1日に1回までとする

とても大切である 8 30.8 13 50.0 よく実践している 7 26.9 7 26.9

大切である 14 53.8 10 38.5 実践している 11 42.3 15 57.7

どちらともいえない 3 11.5 3 11.5 どちらともいえない 6 23.1 4 15.4

あまり大切ではない 1 3.8 0 0.0 あまり実践していない 2 7.7 0 0.0

大切ではない 0 0.0 0 0.0 実践していない 0 0.0 0 0.0

バラエティに富んだ（食材選択・調理技法を工夫した）献立にする バラエティに富んだ（食材選択・調理技法を工夫した）献立にする

とても大切である 8 30.8 11 42.3 よく実践している 1 3.8 2 7.7

大切である 9 34.6 14 53.8 実践している 7 26.9 6 23.1

どちらともいえない 6 23.1 1 3.8 どちらともいえない 4 15.4 13 50.0

あまり大切ではない 3 11.5 0 0.0 あまり実践していない 14 53.8 5 19.2

大切ではない 0 0.0 0 0.0 実践していない 0 0.0 0 0.0

身体活動量を増やす 身体活動量を増やす

とても大切である 10 38.5 19 73.1 よく実践している 1 3.8 3 11.5

大切である 14 53.8 5 19.2 実践している 13 50.0 11 42.3

どちらともいえない 1 3.8 2 7.7 どちらともいえない 2 7.7 6 23.1

あまり大切ではない 1 3.8 0 0.0 あまり実践していない 8 30.8 6 23.1

大切ではない 0 0.0 0 0.0 実践していない 2 7.7 0 0.0
*
：Wilcoxonの符号付順位検定（望ましい回答から順に5-1点を付した）

0.012 0.033

0.005 0.073

0.007 0.041

0.42 0.36

0.19 0.16

講座後（n=26）
p値*

0.11 0.10

0.59 0.013

自身や家族の食・健康管理において
「大切に思うこと」

講座前（n=26） 講座後（n=26）
p値*

講座前（n=26）自身や家族の食・健康管理において
「実践していること」
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ていたと回答した． 

６．講座の満足度 

満足度の高かった講座内容として，24名のうち 11名（45.8％）が野菜料理のレパートリーを

増やす工夫（第 4回講座），8名（33.3％）がバラエティ豊かな食事づくりを目指した食材選択・

調理技法の工夫（第 2回講座）を挙げた． 

７．自由記述による回答 

26 名のうち 20 名（76.9％）から回答を得た．「1 日の野菜摂取量の目安や食事づくりにおける

工夫がわかった」10名（38.5％），「活動量計をつけたことにより日頃の身体活動量を知ることが

できた」5 名（19.2％）などを上位に挙げた．他に「日頃の食事を振り返ることで，自分の得意

料理に偏っていることに気付いた」，「受身で話を聞く講習会のスタイルを想像していたが，グル

ープ毎に考えたり，他のお母さんの食事づくりのアイデアを聞き意見交換できたことは良く，飽

きることなく取り組めた」，「家族と一緒に取り組むコンセプトがよかった」など肯定的な感想が

多くみられた．一方，「グループワークの時間が短かったので，もう少し長くとって欲しかった」，

「ワークシート（課題）が多く負担に感じた」との指摘もみられた．  

 

Ⅳ．考察 

講座参加前の母親は，ほぼ全員が自身や家族の食・健康管理について大切だと思っていたもの

の，そのための料理スキルを「持っている」と答えた者は約 20％と少なかった．幼児・小学生を

持つ母親を対象とした調査において「毎日のメニューを考えることがたいへん」，「料理のレパー

トリーが少ない」など食事づくりに関する悩みが上位に挙がり，日々の献立に苦慮している母親

が多いものと推察される 15）．本講座では母親が主体的に学ぶ参加型学習法を用いた．母親同士の

交流から日々の食生活管理に有用なアイデアや工夫を得ている様子が自由記述にみられ，講座後

はメタボリックシンドロームについての理解が深まり，自身や家族の食・健康管理を担うための

料理スキルを持っていると思う母親が増加し，満足度の高い講座テーマとなった“野菜料理を食

べる”や“食材選択・調理技法を工夫した献立にする”など食生活改善につながりつつあること
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が確認された．加えて，歩数記録には講座前後の変化はみられなかったものの，「活動量計により

日々の身体活動量を知ることができた」との意見もあり，身体活動を増やすことへの認識を高め

得る講座内容と考える．これらより，本講座は母親がメタボリックシンドロームについて正しく

理解し，食・健康管理に主体的に取り組む態度形成を促しつつ，実践につなぐ食・健康教育とな

ることが示唆された． 

国民健康・栄養調査 16）によると男性のメタボリックシンドローム該当者ならびにその予備軍の

割合は 20歳代約 20％，30歳代約 30％，40歳代約 40％と年齢が進むにつれ増加しており，壮年

期における健康課題となる生活習慣病の早期予防として，メタボリックシンドローム予防を視野

に入れた食・健康教育をとりわけ 20-30歳代の父親に向けて行うことは重要である．しかしなが

ら，多忙な働き盛り世代であり，食・健康教育の場に参加することは難しい．本講座では直接的

な働きかけは母親としたが，講座で学んだ食事づくりの工夫をその日の夕食に取り入れ家族から

コメントをもらうなど，母親の学習を家庭の食卓につなぎ家族とともに実践できるよう工夫した

ところ，母親の主観的な評価ではあるものの，約 70％の父親が関心を持つ内容であったとの回答

を得た．これらより，家庭において食事づくりの中心的役割を担う母親への働きかけから，家族

へと波及することができ，子どもとともに幼児養育世代の食生活管理改善という早期健康栄養教

育の一端を担うことが示唆された． 

一方，本講座参加者のうち，朝・夕食を週 4日以上家族揃って食べる家庭は約 20％と少なかっ

た．子どもへの食育を重要と考え積極的に取り組む母親は，食べることを楽しむ意識が高く,家庭

の食事管理に力を入れ,家族との食卓を重視しており,父親の食意識･食行動との間に共通性や関

連性が高いとの報告 17）もあり，家族が食卓を囲み，同じ料理を食べながらコミュニケーションを

図る共食は，家族の健康的な食習慣形成に寄与する場となり得るものと考えられる．今後に向け

て，外食料理選択のコツをリーフレットにまとめ配布するなど“父親の食生活を視野に入れた支

援”や“家族との共食を促す支援”なども取り入れ，食卓を介した食育につなぐ食・健康講座に

向けて改良していく． 

本研究においては，以下の限界点が挙げられる．協力の得られた 2園での実施としたものの講 
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座参加者は 29名と少なく，参加者のうち大部分が専業主婦であった．今後，参加園を増やし，休

日（土・日）開催も視野に入れ，講座の有用性について検討を重ねる必要がある．なかでも，5

回全ての講座に参加した母親は約 20％と少なかった．本講座の参加者は幼児養育世代であり，参

加率に関わる幼稚園・保育所に通わない子どもの有無などについても把握する必要があった．ま

た，「受身で話を聞く講習会のスタイルを想像していた」との意見もあり，講座内容について明確

に案内することが欠かせない．募集案内を工夫するとともに，講座回数を検討していく．また，

講座後の食事セルフチェックシートの回収率は約 40％にとどまり，一部の母親の評価となった．

「ワークシートが多く負担に感じた」という意見もみられ，参加者の学習負担を軽減するなどの

改良を課題とする． 

 

Ⅴ．結論 

母親自身が望ましい食・健康管理の知識・態度・スキルを身に付け，メタボリックシンドロー

ム予防を視野に入れ子どもを含む家族の健康づくりにつなぐ講座を実施し，その評価を行った．

公・私立幼稚園 2園に在籍する幼稚園児の母親 29名を対象に，2012 年 9-11月にかけて全 5回の

食・健康講座を実施し，講座前後に自記式質問紙調査を行い，以下の結果を得た． 

1．講座参加前の母親は，自身や家族の食・健康管理のための料理スキルを「持っている」と答え

た者は少なかったが，講座後は，メタボリックシンドロームについて理解し，自身や家族の食・

健康管理に必要な料理スキルを持っていると思う母親が増え，“野菜料理を食べる”，“食材選択・

調理技法を工夫した献立にする”など日々の食生活改善につながりつつあることが確認された． 

2．本講座は母親を対象とするものであったが，講座での学習を家庭の食卓につなぎ家族とともに

楽しみながら実践できるよう工夫したところ，父親も関心を持つことが確認された． 

3．本講座は，幼児養育世代の母親の食・健康管理に関する正しい知識・態度・スキル形成へと働

きかけ，家族の食・健康管理を担う力を高め，家族ぐるみの食育推進の一助となり得ることが示

唆された． 
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資料 6-1 保護者対象の調査票（講座実施前） 
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資料 6-2 保護者対象の調査票（講座実施後） 
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資料 6-3 歩数記録，食事内容セルフチェック用紙 
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資料 6-4 食・健康講座“家族 de元気”各回の講座内容について 

第１回 レッツ！ヘルシーダイエットライフ 実施日 長池幼稚園： 9/21(金) 六反稚園：9/25(火) 

食育のねらい  

・健康的な食事（1食の献立構成）を知り，実践を目指す 

時刻 内容 詳細 配置・準備物 

０ ○日ごろの食事をチェックしよう！ 

（個別学習） 

①今晩の夕食が決まっているかどうか尋ね，決まっていればメニューをきく．  

②何を（主食・主菜・副菜：バランス），どのように食べたら良いのか（量）

について食べものピラミッドを用いて復習する．  

③各自昨晩のメニューを夕食チェックシートに記入する． 

④記入した昨晩のメニューを振り返り，ピラミッドで自己評価を行う． 

⑤より良いメニューにするには，どのような工夫があるかを考える． 

 →夕食チェックシートに色を変えて書き込む 

セミナー形式（椅子・机） 

 

・ホワイトボード 

・食べものピラミッド 

・夕食チェックシート【①-1】 

２５ ○メタボリックシンドローム予防に

はセルフコントロールが欠かせない

ことを知ろう！ 

 

①４０歳を超えるとメタボリックシンドロームが増える現状を知る． 

②メタボリックシンドロームの危険性について理解を深める． 

③メタボリックシンドロームの判断基準を学ぶ． 

④メタボリックシンドローム予防には食事と運動が基本であり，セルフコント

ロールができることを知り，その重要性を学ぶ． 

⑤食事管理を担う母親が家族の健康管理の要になることを自覚する． 

（講座で学んだことを家族，特に父親に伝えるよう促す．） 

※脂肪の模型を用い，実際のイメージを持たせて説明をする． 

・健康増進のしおり 

（社団法人日本栄養士会発行 

No.2006-2） 

（しおりに記載されている図

を利用し，説明をすすめる） 

・脂肪１kgの模型 

５０ ○今後の講座の進め方について ①各講座のポイントを知り，楽しく家族の健康管理について学ぶ講座であるこ

とを理解する． 

②腹囲の測定の仕方，活動量計の使い方や注意事項を知る． 

・メジャー（大阪府より） 

・活動量計 

1
2
5

 

第
５
章
 



第５章 

126 

 

※１ 講座初めに質問紙調査（講座実施前調査）を実施する． 

※２ 配布プリントを綴じるファイルを 1人 1冊配布する． 

※３ 課題 （用意するもの：メジャー，健康チェックシート，活動量計（株式会社テルモ：品番 MT-KT01ZZX）） シングルの方に注意をする 

・健康チェックシート⇒コメントをつけて第 3回目に返却する． 

①身長・体重・腹囲を記入：身長と体重は一番最近に測定した値，腹囲はメジャーで測定した値を記入する． 

→腹囲測定は，子どもと一緒に行うよう促す．家族みんなで楽しく健康管理できるように進めていく． 

 ②健康診断について：健診の有無（いつ，どこで），問題の有無（問題が有る場合はその内容：メタボに関連する項目について尋ねる） 

③活動量計で 1週間の歩数・総消費カロリーを測定し記録する． 

④１日分の食事チェック 

→１日分の食事内容を書き出してもらい，主食・主菜・副菜がそろっているか，食べものピラミッドにあてはめチェックする． 

（講座の復習．父親のチェックは母親がサポートする） 

  →母親については，朝食，昼食，夕食それぞれの使用した野菜の量，野菜を使った料理を自分はどれだけ食べたかを記入する． 
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第 1回講座資料①-1 夕食チェックシート 

1
2
7

 

第
５
章
 



第５章 

128 

 

 

第２回 メインディッシュでコントロール 実施日 長池幼稚園：10/2(火) 六反幼稚園：10/16(火) 

食育のねらい  

・メインディッシュのレパートリーを増やし，1週間の献立管理に応用する力を高める． 

・調理技法や食材の選び方の違いでエネルギー量が大きく異なることを学び，献立に反映させる力を高める． 

時刻 内容 詳細 配置・準備物 

０ ○メインディッシュを考えよう！

（グループ学習） 

 

①普段よく食べたり，好みの魚料理を聞く（切り身，一尾）． 

②魚（鮭を例にする）を使って，どのような主菜の料理ができるかグループで

書き出す．（時間制限をもうけてもよい） →書き出したメニュー数を競う． 

③同様に肉（豚肉）を使って，どのような主菜の料理ができるかグループで書

き出す．（時間制限をもうけてもよい） →書き出したメニュー数を競う 

④魚・肉それぞれを調理技法別（蒸す，煮る，焼く，炒める，揚げる）に分け

る．（ゆでる・生などを加えてもよい） 

⑤数の少ない調理技法は，他にどんな料理ができるか，もう一度考える． 

グループ形式（椅子・机） 

 

・台紙，付箋（2色）， 

えんぴつ（黒・赤） 

・肉・魚それぞれの調理技法別の

紹介メニュー【資料②-1】 

・キッチンタイマー 

２０ ○調理技法や食材の選び方の違い

でエネルギー量が大きく異なる 

ことを知ろう！ 

①調理技法や食材の選び方の違いでエネルギー量が大きく異なることを学ぶ． 

 

エネルギーコントロールのコツ

【資料②-2】 

３０ ○1 週間の献立作成のコツを知ろ

う！ 

①食材や調理技法を工夫することで，バリエーションに富んだ 1週間の献立が

作成できることを知る． 

1週間の献立作成のコツ 

【資料②-3】 

４０ ○ヘルシーメニューでメタボ予防 

（個人学習） 

①夕食 1食分の献立を考える． 

食材や調理技法を工夫しヘルシーな主菜にし，副菜も含めた 1食分を考える 

ヘルシーメニューシート 

【資料②-4】 

※課題 ヘルシーメニューシートの完成【資料②-4】 

 →講座で考えたメニューを実際に作ってもらい（子どもに調理のお手伝いしてもらう），家族からのコメントを記入しヘルシーメニューシートを作成する． 
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第 2回講座資料②-1 調理技法別の紹介メニュー 
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第 2回講座資料②-2 エネルギーコントロールのコツ 
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第 2回講座資料②-4 ヘルシーメニューシート 

 



第５章 

136 

 

第３回 家族で取組むエクササイズレッスン 実施日 長池幼稚園：10/17(水) 六反幼稚園：10/23(火) 

食育のねらい  

・日常生活のなかで身体活動量を増やす工夫を学ぶ． 

・子どもと一緒にできる簡単エクササイズを学び，家族と一緒に継続的に実践する． 

時刻 内容 詳細 配置・準備物 

０ ○メタボリックシンドローム

予防の運動を知ろう！ 

①活動量計の記録（第 1回目課題）から，自分の日常活動量を知る． 

②スポーツだけでなく，日常生活の中で体を動かすことも運動につながることを

学ぶ． 

③どんなときに活動量が増えているか，結果をみながら発表し合う． 

グループ形式（椅子・机） 

 

２０ ○子どもと一緒にできるエク

ササイズを知ろう！ 

①子どもと一緒にできるエクササイズを紹介（テルモの HPを参考） 

→子どもと一緒に，楽しくできるエクササイズを学ぶ 

・親子エクササイズの資料 

【資料③-1】 

・マット 

３０ ○セルフコントロールしよ

う！ 

①日常での身体活動量を増やすための目標設定を行う 

→活動量計の記録や今回の学習を踏まえ，日常生活の中で心がけることを決め

る．  

②宣言ポスターを作り，家族に宣言をする． 

→父親も一緒に取り組むことを進め，子どもに監視役になってもらうよう促す． 

・目標設定シート【資料③-2】 

・目標宣言シート【資料③-3】 

 

※動きやすい服装で来てもらうこと 

 

課題 （用意するもの：セルフチェックシート【資料③-4】） 

・セルフチェックシートの記入→設定した目標が達成できたか，できなかったかをチェックする（チェックは子どもが行う）．  

・目に付く場所に置いてもらえるよう，クリアファイルを用意する．（ひと家族 1枚） 
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第 3回講座資料③-1 親子エクササイズ 

 

テルモ株式会社 親子ふれあいブンブン体操 http://www.terumo-taion.jp/health/teitaion/bunbun.html 
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第 3回講座資料③-2 目標設定シート 
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第４回 シャキシャキ ベジタブル 実施日 長池幼稚園：11/14（水） 六反幼稚園：11/2(金) 

食育のねらい  

・１日に必要な野菜の量を学ぶ． 

・野菜料理のレパートリーを増やす．  

・旬の食材の良さを学ぶ． 

時刻 内容 詳細 配置・準備物 

０ ○１日に必要な野菜の量

を知ろう！ 

（グループ学習） 

 

①その日の朝食を思い出してもらい，野菜料理があったかどうかを振り返る． 

②野菜の目標摂取量（1日 350g）について知る． 

③実物の野菜を使って，350gの野菜がどれくらいなのかをグループごとに予想し

て選んでもらい，結果を競う． 

④目で見たカサ感覚を身に付ける． 

⑤野菜は，ビタミンや食物繊維が豊富であることを知る． 

グループ形式（椅子・机） 

 

・実物の野菜 350g以上 

（緑黄色野菜 120g以上） 

・秤，ボウル 

２５ ○おすすめ野菜たっぷり

料理を作成しよう！  

（グループ学習） 

①普段良く作っていているおすすめの朝に食べやすい野菜やきのこをたっぷり

使った料理をグループで話し合い，野菜料理シートに記入する．  

②記入した料理の中に，秋・冬の旬野菜が入っているかどうかを確認する． 

③秋・冬の旬野菜が入っている料理を発表し合う． 

・野菜料理シート【資料④-1】 

 

５０ ○旬の食材を知ろう！ 

（グループ学習） 

①旬の食材カードを用い，それぞれの食材の旬の時期をグループで考える．  

②旬の野菜は，おいしく，栄養豊富で，経済的であることを学ぶ． 

・旬の食材カード，台紙 

※１ 野菜準備 にんじん，ほうれん草，ブロッコリー，ごぼう，長ネギ，大根，白菜 

※２ 旬の食材カード 

（春：筍・キャベツ・アスパラガス，夏：トマト・冬瓜・オクラ，秋：サツマイモ・にんじん・ごぼう，冬：ほうれん草・長ネギ・ブロッコリー）

※３ 課題 （用意するもの：冷蔵庫探検【資料④-2】） 
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・冷蔵庫探検 →子どもと一緒に冷蔵庫の中の野菜を調べ，秋・冬の旬野菜に色えんぴつで印をつける． 

・子どもと一緒に，大阪食育通信を利用し，旬の野菜あてゲーム・食べものピラミッドゲームをする→楽しく行うよう声かけをする 

旬の野菜あてゲーム：大阪食育通信→元気っ子クラブ→野菜バリバリ元気っ子→やさいのひみつ，食べものピラミッドゲーム：大阪食育通信→元気っ子

クラブ→がんばれ！ゲンキープ号 

・健康チェックシート 

①体重・腹囲を記入：体重，腹囲はできるだけ第 5回講座に近い日に測定した値を記入する． 

→腹囲測定は，子どもと一緒に行うよう促す．家族みんなで楽しく健康管理できるように進めていく． 

②活動量計で 1週間の歩数を記録する． 

③１日分の食事チェック 

→１日分を書き出してもらい，主食・主菜・副菜がそろっているか，食べものピラミッドにあてはめチェックする． 

（講座の復習．父親のチェックは母親がサポートする） 

 →母親については，朝食，昼食，夕食それぞれの使用した野菜量，野菜を使った料理を自分はどれだけ食べたかを記入する． 

 

 

 

1
4
2

 

第
５
章
 



第５章 

143 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4回講座資料④-1 野菜料理シート 
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第 4回講座資料④-2 冷蔵庫探検 
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第５回 家族でスマイル！健康管理マスター 実施日 長池幼稚園：11/20(火) 六反幼稚園：11/27(火) 

食育のねらい  

・家族の心を動かすアドバイスを知り，家族の健康管理を行う応用力を高める． 

・講座全体の振り返りをし，生活実践に繋げる． 

時刻 内容 詳細 配置・準備物 

０ ○家族の心を動かすアドバイ

スを考えよう！  

（グループ学習） 

①イントロ：シナリオを見て（ファミレスでのメニューを選ぶ場面に

て），メタボ気味のご主人がエネルギー量の高いメニューを注文しよう

としている場面を想定し，何が問題か，どのようなアドバイスができ

るか，ブレインストーミングを行い，意見を出し合う． 

②グループごとに良かったアドバイスを発表し合う． 

③ランチョンマットを使い，1食の献立選びのポイントを振り返る． 

（主菜・主食・副菜） 

グループ形式（椅子・机） 

 

・シナリオシート【資料⑤-1】 

・ランチョンマット【資料⑤-2】 

３０ ○講座全体の振り返り 

（グループ学習） 

①これまでの講座のポイントをクイズ形式で振り返る． 

②日常生活で工夫するようになったところや変化があったことなどを

発表し合う． 

・クイズの問題用紙，解答用紙 

４５ ○今後に向けて ①母親が家族の健康管理の要になることを再度確認する．  

②今回の講座で学んだことを，今後の日常生活に活かすよう声かけを

行う． 

 

※１ クイズに関して，以下５つのトピックに関する内容を振り返る 

（メタボリックシンドローム予防のポイントについて，食べものピラミッドについて，野菜について，旬の食材について，旬の食材について，身体活動量 

を増やす工夫） 

※２ 講座終了時にポスト調査（食・健康調査）を実施する． 
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第 5回講座資料⑤-1 シナリオシート 
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第 5回講座資料⑤-2 ランチョンマット 
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終章                              

本研究のまとめと今後の展望 
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第１節 研究のまとめ 

本研究は，幼稚園を拠点とした食育により子どもたちが健康で真に豊かな食生活を送るなかで，

生涯にわたる望ましい生活習慣の基礎を培うことができるよう，幼児と保護者を対象とする食育

プログラムの開発・試行を踏まえ，完成した食育プログラムの普及と併せ，メタボリックシンド

ローム予防を視野に入れた幼児養育世代に向けての食育推進を図ることを目的とした． 

本研究により以下の結果が得られた． 

第１章においては，園児に向けた食育の主要な担い手となる幼稚園教諭の日常的な食生活管理

ならびに幼稚園での食育の現状について年代別に把握するとともに，教諭自身の食生活管理に関

わる知識・態度・行動と園児への食育との関連を検討した．これらを踏まえ，幼稚園における食

育推進に向け課題を抽出し，対策を検討した． 

20歳代の幼稚園教諭は日々の食生活管理に課題が散見され，教諭自身の食生活管理により園児

への食育が左右されることを確認した．加えて，幼稚園教諭の食や食育に関する知識・スキルに

課題がみられ，食育を実施しない理由として「何をすればよいかわからない」，「時間がない」が

上位に挙げられた．これらより，幼稚園における食育推進に向けて，幼児期における食育に活用

することが望ましい標準的な食育案・教材を作成・提供すること，幼稚園教諭の年代（経験）を

踏まえつつ，食や食育に関わる知識を持って，主体的に食育に取り組む態度形成を促すとともに，

食育に必要なスキルを体得できる研修の必要性を確認した． 

第２章においては，食育をどのように進めるかについて，幼稚園教諭に向け具体的に提示する

ことが求められている現状を踏まえ，大阪市教育委員会指導主事，幼稚園園長，主任幼稚園教諭

らと協同し，4・5歳児とその保護者を対象とする食育プログラムを作成・試行し，食育プログラ

ムならびに幼稚園と家庭をつなぐ食育の評価を行った． 

幼稚園教諭の評価より，作成した食育プログラムは，概ね 4・5歳児の発達段階に即し，園児が

関心を持って積極的に参加できる内容であることが確認された．また，食育だよりならびに食育

講座を介して食育への関心を高めた保護者の家庭では，子どもによる食育内容の伝達や料理の催

促，家族との食べ物に関する会話ならびに，家庭での食育実践がよくなされ，幼稚園と家庭をつ
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なぐ食育の有用性と実施可能性が示唆された．しかしながら，この結果は，食育プログラムを協

同作成した幼稚園教諭による実施であること，4・5歳児食育プログラムを受けた園児・保護者と

5歳児食育プログラムのみ受けた園児・保護者が混在したことにより 5歳児食育プログラムの評

価が不十分となったこと，5歳児食育では保護者への食育として通信発行に加え，食生活改善推

進員による料理講座を併行実施しており，いずれの幼稚園においても実施できるプログラムとは

言い難く，保護者への食育をいかに進めるかという課題を残した．                       

第３章では，いずれの幼稚園教諭でも活用できる食育プログラムとすることを目指し，プログ

ラム作成に携わっていない幼稚園教諭による園児への食育実施を介して，食育プログラムの汎用

性について検討した．併せて，幼稚園と家庭をつなぐ食育に向け，保護者への食育ツールとした

食育だよりの有用性を検討した． 

4歳児の食育案は幼稚園教諭にとってわかりやすく，使いやすい内容であることが確認された

ものの，5歳児の食育案については，料理のいわれや食べ物の働きについて園児に伝えることや

教材の使い方が難しかったなどの自由記述がみられた．多くの幼稚園教諭が活用できる汎用性の

高い食育プログラムとするにあたり，食育案には園児への伝え方や教材の使い方，参考資料には

食育実施に必要となる食や栄養に関する知識を詳細に記載するなどのさらなる配慮が必要である

ことが示唆された．一方，保護者が食育だよりを全て読んだ家庭において，4歳児食育では家庭

での食育内容の復習，5歳児食育では子どもによる幼稚園で取り組んだ食育内容の伝達，料理・

工作の催促と実践がよくなされたことより，食育だよりを用いた保護者への食育は，幼稚園と家

庭をつなぐ食育推進の一法となることが示唆された． 

第４章では，完成した標準的な幼児食育プログラムを普及し，大阪市内公・私立幼稚園・保育

所園・こども園の幼稚園教諭・保育士らが幼児期における食育の重要性や進め方を理解し，望ま

しい実践につなぐことをねらいとする食育研修を実施した． 

研修後に実施した質問紙調査の自由記述からは，「プログラムを活用し食育を実施したい」，「す

ぐに役立つ食育案・教材が有難い」といった食育実施に向けての動機付けとなった様子や，「子ど

もへの食育の進め方がわかった」，「調理を体験したことにより食育のポイントがわかった」など
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食育に関する理解が深まった様子が窺え，保育者にとって有用となる食育プログラムであること

を確認した．総じて，大阪市こども青少年局，大阪市教育委員会，大阪市私立幼稚園連合会，大

阪市私立保育園連盟の協力のもと，大阪市内施設の約 7割（420施設）に，開発・試行・評価し

た幼児食育プログラムを配布することができた． 

なお，食物アレルギー児への対応といった現行のプログラムでは配慮できていないニーズも挙

がり，今後に向けて，幼稚園教諭・保育士らが必要としている食育情報提供や環境支援を整理・

検討のうえ，幼児食育推進に向けて継続支援に取り組むことが欠かせないものと考える． 

第５章では，家庭における主な食事づくりの担い手となる母親が望ましい食・健康管理の知識・

態度・スキルを体得し，家庭での食育を担い，子どもを含む家族の健康づくりを行うとともに，

壮年期の健康課題である生活習慣病の早期予防となるメタボリックシンドローム予防を視野に入

れ，日々の食生活管理を実践できるよう，講座プログラムを作成・実施し，その評価を行った． 

講座参加前の母親は，自身や家族の食・健康管理のための料理スキルを「持っている」と答え

た者は少なかったが，受講後は，メタボリックシンドロームについて理解し，自身や家族の食・

健康管理に必要な料理スキルを持っていると思う母親が増え，“野菜料理を食べる”，“食材選択・

調理技法を工夫した献立にする”など日々の食生活改善につながりつつあることを確認した．加

えて，受講者は母親としたものの，講座での学習を家庭の食卓につなぎ家族とともに楽しみなが

ら実践できるプログラムとしたところ，子どもや父親も関心を持つなどの波及効果も確認され，

家庭における食事づくりの役割を担う母親への働きかけを通して，子どもとともに幼児養育世代

の食生活管理改善という早期健康栄養教育の一端を担う取組となり得ることが示唆された． 

 

第２節 本研究から得られた課題 

第一に，本研究では食育プログラムの有用性について，幼稚園と家庭をつなぐ食育の実施状況

ならびに子どもと保護者の食生活状況の変化を指標とし，保護者への質問紙調査を介して評価を

行った．今後は，個々の食事調査等客観的な評価指標を取り入れ，対照群を設けた準実験デザイ
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ンにより，幼稚園での食育と家庭での食育を有機的に結び，日々の生活を介した食育実践の有用

性について検証していくこととする． 

第二に，本研究では幼稚園における食育モデルとなるプログラムを提示できたものの，食育プ

ログラムを活用した幼稚園教諭の食や食育に関する知識・スキル，幼稚園での食育実施状況なら

びに食育体制の構築等については明らかにできていないことより，これらについて検証していく

ことが今後の課題となる． 

第三に，幼稚園を拠点とする保護者への食育実施にあたっての課題が挙げられる．本研究では，

幼稚園を教育の場とする保護者への食育として，家庭における食事づくりの中心的役割を担う母

親が自身や家族の食・健康管理力を高める講座プログラムを作成したものの，2幼稚園のみの実

施となった．食事づくりの担い手が望ましい食・健康管理に必要な知識・態度・スキルを身に付

けることにより，子どもを含む家族の健康づくりにつながることを幼稚園園長，幼稚園教諭に発

信していくとともに，保健センターならびに食生活改善推進員と協同し活動するなど，より多く

の幼稚園で実施できる汎用性のある講座となるよう改善・普及していくこととする． 

 

第３節 今後の展望 

１．幼稚園教諭養成段階における食生活・食育に関わる教育の充実 

幼稚園は食育推進の重要な場である 1）ものの，栄養士・管理栄養士の配置は義務付けられてい

ないことから 2），食育担当者は，幼稚園教諭となることが多い現状にある 3,4）．本プログラムでは，

園児への食育の第一の担い手を幼稚園教諭と位置付けており，園児が日々の幼稚園活動のなかで

楽しく食の体験を重ねていくことを通して食と親しみ，食の学びを家族に伝え，家庭における家

族ぐるみの食育へとつなぐことをねらいとしており，幼稚園教諭の果たす役割は大きい．しかし

ながら，幼稚園教諭の年齢構成をみると 20 歳代が約 5 割を占めており 5），第１章調査において，

20歳代の幼稚園教諭は自身の食生活管理に課題のある者が多く，教諭自身の食生活管理により幼

稚園における食育実施が左右されることを確認した． 

幼稚園教諭・保育士養成課程のカリキュラムをみると食に関わる学習は，わずか 2単位程度 6,7）
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という実態にある 8,9）．食育の基本・内容に関する学習はその一部に過ぎないことに加え，自身の

食生活を振り返り，望ましい食生活管理について学習し，改善するなどのカリキュラム内容はみ

られない状況にある．加えて，子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の在り方

について（答申）10）には，幼稚園教諭の生活体験が十分でなく，自らの多様な体験を取り入れな

がら具体的に保育を構想し実践することがうまくできないとの課題も挙げられている． 

これらより，幼稚園における食育推進に向けては，幼稚園教諭養成において食生活・食育に関

わる教育を充実することは欠かせないものといえる．まずは，正しい食生活管理の知識・スキル

を高め，幼稚園教諭を目指す学生自身の食生活を改善したうえで，幼児へ向けた望ましい食育が

できるよう授業構成ならびに授業法について幼稚園教諭養成課程教員らとともに検討し，働きか

けをしていく計画をしている．  

２．幼児の保護者世代に向けたメタボリックシンドローム予防教育としての食育推進 

幼児の保護者は，健全な生活習慣の基礎づくり期にある乳幼児を養育する世代である一方，メ

タボリックシンドローム予防における重要なステージとなる．とりわけ男性においては，メタボ

リックシンドローム該当者ならびにその予備軍の割合は，20歳代約 20％，30 歳代約 30％，40歳

代約 40％と年齢が進むにつれ増加する現状 11）ならびに，不健康な生活習慣が散見される 11,12）こ

とより，早期からの食・健康教育が必須となるものの，多忙な働き盛り世代であり，教育の場に

参加することも難しい．本研究では，幼稚園における食育の一環として，食事づくりの中心的役

割を担う母親に向けた家族の食生活管理に必要な知識やスキルを体得する講座実施により，日々

の食生活管理改善につながる可能性を確認した． 

子どもを含む家族の健康的な食生活実践に向けては保護者への食育は欠かせないことより，本

研究においては，幼稚園での食育推進とともに家族の生活基盤となる家庭における食育推進を目

指した．2017年 2月，文部科学省初等中等教育局より，学校を核として家庭を巻き込んだ取組を

推進することで家庭における食への理解を深める「つながる食育推進事業」を 2017年度より実施

することが公表されたことより 13），本研究成果を踏まえ，食育プログラムの汎用性を高め，広く

推進していくこととする． 
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今後に向け，幼稚園を拠点とした食育を介して，子どもたちが生涯にわたる望ましい生活習慣

の基礎を培い，家庭において家族が健康的な食生活を営むことからメタボリックシンドローム予

防教育へと発展させるとともに，地域における食育活動と協同する取組へとひろげるなど，幼稚

園をコアとする早期健康栄養教育を普及・推進していく． 

３．発育発達期の食育推進に向けて 

子どもたちの食生活は，成長に伴い，家庭を中心とし，学校，地域社会における多様な食環境

のなかで展開されていくことより，一人ひとりが自立して食の営みができることを目指す食育推

進が求められる．生涯にわたる食生活の基盤づくりとなる発育発達段階をつなぐ食育すなわち，

幼稚園・小学校・中学校が連携・実施し，高校生・大学生になる頃には食の自己管理のもと，豊

かな食生活を営むことができるという学校園・家庭・地域を結ぶ食育を確立していくことが欠か

せないものといえる． 

わが国では，幼稚園と小・中学校が連携する教育が構想され，食領域においてはすでに，試行

が進められつつある．小学校の栄養教諭が幼稚園での食育を参観し，幼稚園での食育を踏まえた

小学校での食育を計画する，中学校の家庭科教諭が小学校での食育を把握し，小学校の学びを発

展させ日々の食生活管理の自立を促す，地域での食育講演会や食生活改善推進員との取組等，地

域と協同した幼稚園・小学校・中学校における系統立てた食育実践の報告もわずかみられ 14），子

どもたちが将来にわたって望ましい食習慣を維持し健康管理を行うことができるものと考える． 

本研究において作成した幼児食育プログラムは，小学 1・2年生にも活用できる内容もあり，目

下，各教育委員会が推進している幼小連携食育の一環としての有用性について，幼稚園教諭・栄

養教諭と協同し，実践していく計画である． 
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